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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な坦蔵文化財が数多く残されて

います。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく

理解するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、

将来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和 も

求められるところです。

当文化振興事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、

開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置

をとってまいりました。

本報告書は、「国道 4号花巻東バイパス建設工事」に関連して、平成 15。 16年度に実施された高

木古館遺跡と平成 16年度に実施された長根 I遺跡の調査成果をまとめたものです。高木古館遺跡の

調査から、縄文時代の狩猟や集落としての場が確認され、また、中世の小規模な城館跡の一部であ

つたことが明らかになりました。

長根 I遺跡では近世の墓地であったことが明ら力引こなり、当時の様子をうかがい知る貴重な資料

を得ることができました。本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同

時に、その保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

展後になりましたが、発掘調査および本報告書作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました

国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、花巻市教育委員会をはじめとする関係各位に対 し

まして、深く感謝の意を表します。

平成 18年 3月

財団法人 岩手県文化振興事業団
理事長   合 田  武



例   百

1 本報告書は、岩手県花巻市高木第 20地割 88-10ほ かに所在する高木古館遺跡および岩手県花巻
市東十二丁目第 1地割 65-1ほかに所在する長根 I遺跡の発掘調査の結果を収録したものである。
2 岩手県遺跡登録台帳における遺跡番号・調査略号は次のとおりである。

高木古館遺跡 遺跡番号 :ME 26-2089 遺跡略号TGKD-03・ 04
長根 I遺跡  遺跡番号 :ME 36-1213 遺跡略号NNI-04

3 本遣跡の発掘調査は、国道 4号花巻東バイパス建設工事に伴い、岩手県教育委員会の調整を経て、
国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所の委託を受けた (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文

化財センターが、記録保存を目的として実施した緊急発掘調査である。

4 野外調査及び室内整理期間 (調査面積)担当者は次のとおりである。
高木古館遺跡 野外調査 第 1次 平成 15.6.9～ 10.24(7,890♂ )阿 部徳幸・小山内透

第 2次 平成 16.4.13～ 6.30(4,072ぽ ) 阿部徳幸・西澤正晴
室内整理 第 1次 平成 15。 11.4～ 平成 16.3.31   阿部徳幸

第 2次 平成 16.11.1～平成 17.3.31   阿部徳幸
長根 I遺跡  野外調査     平成 16.8,19～ 9。 3(931r) 中村絵美

室内整理     平成 16.11,1～ 3.31       中村絵美
5 基準点測量、現況地形測量は株式会社株式会社ハイマーテック、航空写真撮影は東邦航空株式会
社に委託した (高木古館遺跡 )。 基準点測量は柳平測量設計に委託した (長根 I遺跡)。

6 本報告書の執筆の担当は次のとおりである。
高木古館遺跡   阿部徳幸
長根 I遺跡    中村絵美 (編 )

7 分析・鑑定・委託業務は次の機関に委託した (順不同・敬称略)。
火山灰分析    パリノ・サーヴェイ株式会社
炭化材樹種同定  バリノ・サーヴェイ株式会社
石質鑑定     花尚岩研究会
金属製品保存処理 的ニッテツ 。ファイン・プログクッ釜石文化財保存センター

人骨鑑定     国際医療福祉大学リハビリテーション学部 奈良貴史
8 野外調査では、国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所・花巻市教育委員会ならびに遺跡
周辺住民の方々より多大なるご協力を得た。

9 発掘調査及び報告書作成にあたり、以下の方々のご指導・ご協力をいただいた。
鎌田勉・日下和寿 (岩手県教育委員会 )、 酒井宗孝 (花巻市教育委員会 )、 井上雅孝 (滝沢

村教育委員会)、 及川真紀 (前沢町教育委員会)、 押切健吾

10 本遺跡の調査結果は、先に、『高木古館跡現地公開資料』(平成 15年 10月 17日 )、 『岩手県埋蔵文

化財発掘調査略報』第 455集及び平成 16年の F高木古館跡現地公開資料』(平成 16年 6月 19日 )、 F平

成 16年度発掘調査報告書』第 469集 (平成 17年 3月 31日 )において発表しているが、本書の内容

が優先するものである。

11 本遺跡の出土遣物及び諸記録類は岩手県立埋蔵文化財センターに保管している。
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第 1図 岩手県における遺跡位置図



I 調査に至る経過

「高木古館遺跡」及び「長根 I遺跡」は、国道 4号花巻東バイパス建設工事の施工に伴い、その事

業区域内に存することから、発掘調査を実施することとなったものである。

一般国道 4号は、東京都中央区日本橋を起点として、青森県青森市に至る延長約 858 kmのわが国最

長の国道で、東北地方の大動脈を担つている主要幹線道路である。

国道 4号花巻東バイパスは、花巻市山の神と同市西宮野目区間、約 8.3 km(花巻空港インター取付

道路 500m含む)で計画されている。現国道は、ほぼ市街地の中心を南北に縦貫し、全幅員 10～ 12

mと狭く、近年の交通量の増大と車両の大型化により、交通混雑、沿道環境の悪化が顕著になってき

ている。このため、市内を通過する国道 4号の交通混雑の解消と東北自動車道、東北新幹線新花巻駅

への交通アクセス機能を高めるため、昭和 62年度に事業着手し、平成元年度に用地買収着手、平成

4年度に工事着手、平成 14年度に国道 283号線ら終点側約4.2 km(花巻空港インター取付道路 500

mを含む )を暫定供用している。また、起′点から国道 283号間約 4.l kmについて工事着手した。

この区間の埋蔵文化財包蔵地については、岩手県教育委員会が、平成 12年度分布調査を実施し、「高

木古館遺跡」及び「長根 I遺跡」も確認されている。「高木古館遺跡」については、平成 12年度に試

掘調査を終了している。その結果に基づいて岩手県教育委員会は、国土交通省東北地方整備局岩手工

事事務所 (現国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)に対し、事業を照会した。回答を受け

た岩手県教育委員会は、国土交通省東北地方整備局岩手工事事務所と協議を行い、発掘調査を財団法

人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。

これにより、平成 15年 5月 30日 付けで国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所長と財団法

人岩手県文化振興事業団理事長との間で受託契約を締結し、「高木古館遺跡」の発掘調査に着手した。

但し、事業用地未買収範囲については、用地買収完了後に継続調査を実施することとした。

その結果、平成 16年 4月 1日付けで再度受託契約を締結し、発掘調査に着手した。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)

Ⅱ 遺跡の立地と環境

遺 跡 の 位 置 (第 1・ 2図 )

高木古館遺跡は、花巻市高木第 20地割 88-10他に所在する。花巻市の市街地から東南東へ約 2.3

km付近の同地点は、北上川と猿ヶ石川との合流地点付近にあり、北緯 39度 22分 57秒、東経 141度

08分 34秒付近に位置する。また、長根 I遺跡は高木古館遺跡よりも西に約 1.5 km、 花巻市東十二丁

目第 1地割 65■ 他に所在し、北緯 39度 22分 13秒、東経 141度 08分 04秒付近に位置する。いずれ

の遺跡も国土地理院発行の5万分の 1地形図「花巻」の図幅に属する。
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第 2図 遺跡の位置図



Ⅱ 遺跡の立地と環境

2地 理 的 環 境 (第 2・ 3図 )

花巻市の地形は、市域東半の中央を北上川が大きく蛇行しながら南流し、それに沿って南北に河谷

平野が発達するが、北上川の東西では地形様相が若干異なっている。市域の西半には、松倉山や円森

山など標高200～ 900m級の山地が連なる急峻で起伏の大きい奥羽山脈の東縁部が広く横たわり、市

域の約半分を占めている。ここから瀬川や豊沢川などの河川が比較的急勾配で東流し、北上川に注い

でいる。こうした支流による砂礫の堆積によ́り北上川は流路を東方へ押しやられ、また、扇状地性の

台地が広く発達する。この台地は新旧3段以上に分類されるが、とくに中位・低位段丘が多く分布し

ている。

いっぽう市域東半には比較的勾配の緩やかな標高 150～ 250m前後の北上高地西縁の丘陵や山地が

張 り出し、その間を猿ヶ石川などの河川が緩い勾配で西流し、北上川と合流する。これらの周囲には

局地的に小規模な河岸段丘が存在するが、一般に段丘の発達は不良である。

地質的には、西側の奥羽山系には、主に新第三紀中新世のグリーンタフ活動による安山岩質～流紋

岩質岩が砂岩や礫岩・頁岩を伴い分布するほか、更新世や第四紀の岩盤層が分布する。東側の北上山

系には泥岩及びチヤートよりなる古生代二畳紀の地層や中生代の花筒岩、斑レイ岩、蛇紋岩類、さら

には中新世の安山岩類と鮮新世の炭層をはさむ砂岩や頁岩層が分布する。

高木古館遺跡は上記のような市域東半の地形状況のなかにあり、北上高地から北方向に張り出して

いる丘陵先端上に立地する。これに対し長根 I遺跡は、高木古館遺跡と同様に市域東半にあるが、北

上川あるいはその支流によって形成された河岸段丘上に立地する。段丘下は現況から判断する限り旧

河道となっている。

このように、高木古館遺跡と長根 I遺跡は対照的な立地環境にあり、それによって両遺跡の性格あ

るいは機能が決定される要因にもなっていると考えられる。

3歴 史 的 環 境 (第 4図 )

花巻市内で確認されている遺跡は、312ケ 所 (平成 15年 1月 1日 現在。旧石器 1ケ 所、縄文 165ケ 所、

弥生 4ヶ所、古代 171ケ 所、中世 42ケ所、時期不明 10ケ 所)である。

遺跡の分布状況は、縄文時代の遺跡について見ると、ほとんどが散布地だが、特に猿ヶ石川の段丘

と北上高地の谷底平野部を中心に遺跡が集中している。猿ケ石川左岸の河岸段丘上に位置する久田野

Ⅱ遺跡は、20棟以上の竪穴住居跡や広場を有する市内最大級の縄文時代中期集落跡である。猿ケ石

川を挟んだ段丘上には中野D遺跡が位置し、北に流路を変える付近の段丘上には、横欠遺跡があり、

大木 8b～ 10式期の集落跡が発掘されている。また、添市川段丘上には、複式炉を持つた竪穴住居

跡が検出された高畑遺跡や埋設炉を持った竪穴住居跡が発掘された安堵屋遺跡がある。他には豊沢川

河岸段丘に位置する万丁目遺跡や北上川の氾濫平野には石持 I遺跡、似内遺跡などがある。

弥生時代の遺跡は少なく、主に猿ケ石川の低位段丘上に集中している。谷起島式上器が、高松Ⅱ、

安野Ⅱ、成田の各遺跡から出上している。付近には、弥生中期と特定される土器が出上した中野D遺

跡や後期の土器が出土した添市遺跡等がある。遺跡の分布状況から、北上川や猿ヶ石川の低位段丘上

を中心に弥生時代の集落が形成されていたことも推定できるが、いずれの遺跡も散布地で、弥生時代

の遺構はまだ確認されておらず、今後の発掘調査が待たれる。

古代の追跡としては、狼沢Ⅱ、古館Ⅱ、高松寺、胡四王山館遺跡等がある。狼沢Ⅱ遺跡は、瀬川の
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3 歴史的環境

第 1表 周辺の遺跡一覧表

No 遺跡名 種別 時代 遺構 遺物・備考
l 方八丁 城館跡 古 代 竪穴住居跡、土師器、須恵器、鉄器、堀、

2 上 ノ山館 城館跡 散布地 縄文 古代～中世 縄文土器、石器、土師器、堀

3 上ノ山 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器

山の和 散布地 縄文 縄文土器、石器、土偶

5 源明 I 散布地 平安 土師器

葛 散布地 縄文 古代 縄文土器、土師器

狼沢 I 散布地 古代 土師器

8 狼沢Ⅱ 集落跡 古́代 竪穴住居跡、土師器、土坑

相ノロ 城館跡 中世 土塁、堀

油沢 包蔵地 古代 土師器

下三 階 包蔵地 弥 生 弥生土器

遊子 包蔵地 縄文 縄文土器、石器

新屋 包蔵地 縄文 古代 石器、土師器

西宮 野 目 集落跡 縄文 縄文土器、スクレイパー、フレーク

先屋 散布地・建物跡 縄文・近世 縄文土器、石箆、コア

西 中 集落跡 縄文・古代 近世 縄文土器、土師器、須恵器

17 三岳 散布地 古代 土師器

石持Ⅱ 散布地 古代 土師器

石持 I 散布地 古代 土師器

十三塚 祭祀跡 塚、古銭

源明Ⅱ 散布地 古代 土 師器

狛葉城 散布地・城館跡 近世

馬立 I 散布地 古代 土師器

24 馬立Ⅱ 散布地 古代 土 師器

田力中野 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器

庫理 集落跡 縄文 ,古代 縄文土器、竪穴住居跡、土師器

東野袋 散布地 古代 土 師器

天下田 I 城館跡 中世 土 塁

天 下 田 E 包蔵地 縄文 石器

松 園 集落跡 縄文・古代 竪穴住居跡、縄文土器、土師器、須恵器

本館] 包蔵地 縄文・中世 陥し穴、掘立柱建物跡、郭、堀、溝、陶磁器

本館 I 城館跡 集落跡 縄文・中世 縄文土器、石器、竪穴住居跡、堀

本館Ⅱ 集落跡 縄文 陥し穴状遺構、縄文土器、肩器

沢 田 集落跡 縄文・弥生 陥し穴、ビット

下東 散布地 古代 土師器、須恵器

下 西 散布地 古代 土師器、須恵器

下似内 散布地 古代 土師器、須恵器

似 内 集落跡 縄文・古代 竪穴住居跡、縄文土器、土師器、須恵器

上似内 集落跡 包蔵地 古代 竪穴住居跡、土師器、須恵器

40 我 生 集落跡 古代 竪穴住居跡、土師器

矢沢古堂 集落跡 古代 土師器、須恵器、鉄製鍬

上野々 散布地 縄文 石器、石斧

添市館 城館跡 中世 堀

44 添市古墳群 古墳群 古墳

上 幅 集落跡 縄文・古代 縄文土器、石器、竪穴住居跡、土師器

下幅 集落跡 古代 竪穴住居跡、土師器、須恵器

十八ケ城跡 城館跡 中世～近世 堀

入幡寺跡 廃寺跡 不 明

花巻城 (′鳥谷ケ崎城) 城館跡 中世～近世 堀

下小路 ] 包蔵地 古代 土師器

下小路 I 包蔵地 古代 土師器、須恵器

堰袋Ⅱ 集落跡 古代 土師器、須恵器、土錘

槻ノ木 I 散布地 縄文・弥生 縄文土器、弥生土器

槻ノ木Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器、石器

槻ノ木Ⅲ 散布地 縄文・古代 縄文土器、石器、土師器、須恵器

胡四王山館 城館跡・集落跡 古代・中世 竪穴状遺構、堀、土師器、須恵器、砥石

火の回 散布地 集落跡 縄文・古代 竪穴住居跡、縄文土器、弥生土器、石器

矢沢館Ⅱ 城館跡 中世 堀

矢沢館 I 城館跡 中世 堀、土塁

矢沢八幡 (古館、矢沢館 ) 城館跡 集落跡 古代 。近世 竪穴住居跡、土師器、須恵器、溝、陶磁器
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No 遺跡名 種別 時代 遺構・遺物・備考

小松原 散布地 古代 土師器、須恵器

経 塚 森 経塚 古代 土師器、塚

寺場 集落跡 古代 竪穴住居跡、土師器、須恵器

高松寺跡 廃寺跡 中 世 土塁、溝状遺構、弥生土器、古碑

槻ノ木Ⅳ 包蔵地 縄文・古代 縄文土器

下通 集落跡 古代、近世 柱穴、土師器、須恵器、近世磁器

高木中館 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器

蒼前堂 散布地 縄文 縄文土器

上台 I 散布地 縄文・古代 縄文土器、竪穴住居跡、土師器

上台Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

高木古館 城館跡 中世～近世 堀

高木岡神社 経塚 不 明 塚、白磁瓶

上台皿 散布地 縄文・古代 縄文土器、石器、土師器

サイノイ申 散布地 縄文 縄文土器

久田野 I 集落跡 縄文 竪穴住居跡、縄文土器、スクレイパー

久田野Ⅱ 集落跡 縄 文 竪穴住居跡、縄文土器、磨石

堰袋 I 散布地 縄文・古代 縄文土器、石器、土師器

高松 I 散布地 縄文 縄文土器

高松 ] 集落跡 縄文・弥生 古代 縄文土器、弥生土器、土師器、竪穴状遺構

高松Ⅲ 集落跡 縄文 弥生 縄文土器、弥生土器、石器

安野 I 集落跡 縄文 縄文土器

安野] 集落跡 弥 生 弥生土器、石斧

安野Ⅲ 散布地 縄文 古代 縄文土器、石器、土師器

中野 B 散布地 縄文 縄文土器、弥生土器、石器

中野 A 散布地 縄文 古代 縄文土器、石器、土師器、須恵器

中野一里塚 一里塚 近世 塚

中野 C 集落跡 縄文 古代 縄文土器、石器、石鏃、土製耳栓、土師器

中野 D 散布地 縄文～古代 縄文土器、弥生土器、石器、土師器

明ケ沢 散布地 糸電文 縄文土器、石器

高松山経塚 経塚 廃寺跡 古代。中世。近世 経塚、竪穴状遺構、土師器、常滑壼、

南万丁目Ⅲ 散布地 古代 土師器、須恵器

石神 集落跡 縄文・古代 縄文土器、土師器、須恵器

藤沢 散布地 4電文 古 代 縄文土器、石器、土師器

94 拾田屋 包蔵地 縄 文 縄文土器

下館 城館跡・集落跡 古代・中世 縄文土器、土師器、堀、砥石

上諏訪 Ⅱ 集落跡 縄文・古代 竪穴住居跡、土師器、須恵器

上諏訪 I 散布地 縄 文 古 代 縄文土器、石器、土師器、須恵器

不動 I 集落跡 縄文・古代 縄文土器、石器、竪穴住居跡、土師器

不動Ⅱ 城館跡・集落跡 縄文・古代 ,中世 竪穴住居跡、土師器、須恵器、堀、土錘

桜町Ⅲ 集落跡 縄文 古代 竪穴住居跡、土師器

桜町 I 集落跡 縄 文 古代 竪穴住居跡、土師器

桜町窯跡 窯跡 近 世 陶磁器、瓦片

桜町Ⅱ 集落跡 縄文 古代 竪穴住居跡、土師器

104 瀧清水神社 集落跡 率電文 縄文土器

上館 城館跡 中世 近世 堀

長根Ⅲ 散布地 古代 土師器

107 長根Ⅱ 散布地 古代 土師器

長根 I 散布地 古代 土師器

八ツ森 集落跡 縄文・古代 竪穴住居跡、縄文土器、石器、土師器

小袋 集落跡 古代 竪穴住居跡、土師器

1 荒屋敷 I 包蔵地 古代 土師器

荒屋敷 I 集落跡 古代 竪穴住居跡、土師器

3 中道 集落跡・包蔵地 縄文・古代 縄文土器、石器、土師器、須恵器

大沢Ⅱ 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器、須恵器

5 大沢 I 集落地 古代 土師器、須恵器

穂貫田 集落跡 古代 竪穴住居跡、土師器

17 薬師館 城館跡 中世 郭、堀

大木 包蔵地 縄文・古代 縄文土器、石器

駒板 集落跡 縄文・古代 竪穴住居跡、縄文土器、土師器、須恵器、石鍬

20 長志田 散布地 縄文 縄文土器

1 長根坂 散布地 縄文 縄文土器、石器

2 中 散布地 古代 土師器

Ⅱ 遺跡の立地と環境
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3 歴史的環境

参考文献   ・岩手県教育委員会  20004  『H12遺跡台帳』
・花巻市教育委員会  平成 16年度版 『花巻市埋蔵文化財包蔵地分布図』

No 遣跡名 種別 時代 遺構・遺物 備考
平良木館 城館跡 ? 不 明 堀

明戸 I 集落跡 縄文 縄文土器、石器

明戸Ⅱ 集落跡 縄文・古代 縄文土器、石器、土師器

明戸 ] 散布地 縄文 古代 縄文土器、石器、土師器

明戸Ⅳ 散布地 縄文 古代 縄文土器、石器、土師器

大谷地Ⅲ 集落跡 縄文 古代 縄文土器、石器、土師器

諏訪 I 散布地 縄 文 縄文土器、石鏃、石匙

実相寺 I 包蔵地 縄文・古代 縄文土器、土師器

諏訪Ⅱ 集落跡 縄文 古代 竪穴住居跡、縄文土器、石器

実相寺Ⅱ 包蔵地 縄文 縄文土器

大谷地 ] 包蔵地 古代 土師器、須恵器

富士大学グランド 散布地 縄文 縄文土器

山の神 ] 散布地 縄文 縄文土器

山の神 I 散布地 縄文 縄文土器

十二丁目中村 散布地 古代 土師器

外台川原 散布地 古代 土師器

十二丁目城跡 城館跡 縄文・中世 縄文土器、堀、土塁

宿内 散布地 旧石器 縄文 ハンマーストーン、縄文土器、陥し穴、台石

散布地 古代 土師器

集落地 古代 竪穴住居跡、土師器

卜中野 包蔵地 縄文 石匙

成田 I 散布地 古代 土師器、須恵器

成田Ⅱ 包蔵地 古代 土師器、須恵器

成田皿 散布地 古代

葛船場 渡し場跡 近世

大西Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

中小寸 散布地 縄文 縄文土器

大西 散布地 縄文 縄文土器

馬場田] 散布地 縄文 縄文土器

馬場田 散布地 縄文 縄文土器

稲荷 集落跡 縄文 縄文土器

大西橋 ] 散布地 縄文 縄文土器

大西橋 散布地 縄文 縄文土器

宿館 (人重畑館) 城館跡 中世 土塁、堀

宿 集落跡 縄文・古代 縄文土器、土師器

蛇蠅姫 散布地 平安 土師器

高畑Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

160 安堵屋敷Ⅱ 散布地 糸亀文 剥 片

唐戸崎Ⅲ 散布地 平安 土師器

唐戸崎 散布地 糸亀文 縄文土器

唐戸崎Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器、土師器

飯豊 散布地 縄 文

向 散布地 縄 文

月館 散布地 平安

下成田 散布地 平安 縄文土器、須恵器

成 田 散布地 古代

人森館 散布地 古代

二子城 城館跡 中世 堀、帝郭

堀ノ内 散布地 平安 土師器

中宿 散布地 縄文 縄文土器、石皿、石斧

大竹廃寺 寺院跡 平安 土師器、須恵器

館 山 散布地 中世

臥牛 散布地 縄文 ? 縄文土器、土偶、須恵器

北成島下西 I 散布地 縄文 ?平安 縄文土器、ロクロ使用上師器

北成島下西Ⅱ 散布地 縄文 ?平安 縄文土器、ロクロ使用土師器

乱場館 (欄関館 ) 散布地 中世 帯状腰郭、堀

長根 散布地 縄文 縄文土器、石器

横 欠 散布地 縄文 縄文土器、竪穴住居跡、石器

高畑 集落跡 縄文 縄文土器

方主 散布地 縄文 縄文土器、竪穴住居跡、石器
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

中位段丘上に形成された平安時代の集落跡である。また、ほぼ同時期の古館Ⅱ遺跡は1985年の発掘

調査で古代の竪穴住居跡 29棟が検出され、似内遺跡からは県内最大級の竪穴住居跡 (隅九方形 8。 9

×8.3m)や東日本では出土例がほとんどない置きカマドが出上している。豊沢川の沖積段丘上には

7～ 9世紀に作られた熊堂古墳群があり、近辺に大規模な集落が存在していたと予想される。

近世の遺跡については、矢沢八幡遺跡から掘立柱建物跡 4棟と溝跡 1条が検出されている。また、

19世紀の窯跡である桜町窯跡力Sあ り、陶磁器が焼成されていたという報告がある。

参考・引用文献

岩手県 1976『北上山系開発地域 土地分類基本調査 花巻』
(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2000『狼沢Ⅱ・高松寺・上駒板遺跡発掘調査報告書』岩文振埋 319集

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2000『似内遺跡発掘調査報告書』岩文振埋 344集

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2002『上似内遺跡発掘調査報告書』岩文振埋 379集

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2003『宮野目方八丁遺跡発掘調査報告書』岩文振埋 404集

花巻市教育委員会 2000『花巻市内遺跡発掘調査報告書』

花巻市教育委員会 2001『花巻市内遺跡発掘調査報告書』

花巻市教育委員会 2002『花巻市内遺跡発掘調査報告書』

花巻市教育委員会 2003『花巻市内遺跡発掘調査報告書』
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Ⅲ 高木古館遺跡

遺 跡 の 立 地 (第 2図 )

高木古館遺跡は、遺跡西側を南流する北上川と西側を北流する猿ケ石川に囲まれた標高約 90mの

丘陵地に立地し、面積は約 15,000♂余に及ぶ。調査区は、国道 4号花巻東バイパス建設工事に伴う

建設道路路線部分で、東西約70m(一部約 180m)、 南北約 180m、 面積 11,962♂である。

2基 本 層 序 (第 4図、写真図版 3)

調査区が広範囲であることから数地点で基本土層の確認を行った。後世の削平や盛土等の改変を受

けており、また、堆積状況に差異が見られ、場所によつて様相は若干異なるが、調査区中央部の尾根

付近 (Ⅲ B釘)及び西側南斜面 (Ⅱ C4a)、 北側斜面 (Ⅲ B100付近の断面を基本土層とした。

I層   10YR3/4暗褐色土 層厚 5～ 25 cm 現表土 (腐葉土)
Ⅱ層  10YR2/1黒色土～ 10YR2/3黒褐色土 層厚 35 cm 旧表土 (中世面)
Ⅲ層 a loYRl.7/3黒色土～ 10YR2/2黒褐色土 層厚 40 cm 旧表土 (古代面)
Ⅲ層 b 10YR2/1黒色土 層厚 20 cm 旧表土 (古代面)
Ⅳ層  10YR2/2黒褐色土～ 10YR3/4暗褐色土 層厚 20 cm
V層  7.5YR5/8明 褐色土 層厚不明 地山土
遺跡の現況は山林で、かつて (戦後)は一部果樹園等に利用された時期がある。調査区は、大きく

北側斜面と南側斜面、尾根頂部に分けられる。 I層 は腐棄土主体の現表土で、尾根頂部付近では削平

や盛土等の人為的な作事がなされている部分がある。Ⅱ層は黒褐色土で南北斜面では黒色上で構成さ

れる。一部に盛上の作事がなされている。Ⅲ層の黒色土も南北斜面に見られ、火山灰 (To― a)の

混入がある。Ⅳ層は主に北側緩斜面に観察される。V層の層厚は不明であるが、さらにその下部には

礫主体の岩盤 (稲瀬層)が存在する。基盤層を呈するこの岩盤は、西側南斜面では一部Ⅳ層直下に表

出する地点もあり堆積状況も場所により大きく異なる。

基本層序○
――――――――L‐93 0ttlm

基本層序①

―

L94200m
基本層序○

―――――――L‐91000m

第 5図 基本土層桂状図
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2 基本層序
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第 6図 遺跡周辺の地形図
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Ⅲ 高木古館遺跡
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第 7図 現況地形図



3 野外調査と室内整理

3 野外調査 と室内整理

(1)野 外 調 査
調査区

登録されている高木古館遺跡の範囲は、南北約 220m。 東西約 250m、 面積約 1.5万♂である。今

回調査対象となったのは、国道 4号花巻東バイパス建設工事によって削平を受ける範囲である。平成

15年 は、当初 10,597♂が対象区域であったが、用地未買収区域を除いた 7,890♂ を調査した。翌平

成 16年 は、前年度未調査の範囲に東側部分を若干追加した4,072ポが対象範囲となり、2カ 年の合

計面積は 11,962ギである。現況は山林と一部の雑居地である。

グリッド設定と基準点 (第 8図、第 2表 )

検出される各種遺構・遺物の座標値を記録するため、調査区を覆う碁盤目状のグリッドを設定した。

地区割りにあたっては、平面直角座標 (第 X系)に合わせ基準点 3点、補点 7点を設定し、これを基

準として、調査区に直交するメッシュがかかるようにグリッドを設定した。グリッドの設定に際して

は、原点 (IA)を 北西側隅にして、50m四方のグリッドに分割した。グリッド名は西から東に向
かって I・ Ⅱ・Ⅲ…(ロ ーマ数字 )、 北から南に向かってA・ BoC… (アルファベット)と し、それ
ぞれの組み合わせで IA、 ⅡB… と区画名を付し、区画北西の杭をもってその区画のグリッド名称を

表した。また、小グリッドは北西隅を起点に大グリッドをlooに分割し、東西ラインを算用数字 1～

10、 南北ラインをアルファベット小文字 a～ jと した。

粗掘り。遺構検出

平成 15。 16年度とも事前調査を参考に適宜試掘を行い層序の確認を行ったところ、遺物包含層は

□ 平成 15年調査区

□ 平成 16年調査区
0     112000   40m

―

-14

第 8図  グリッド配置図



第 2表 基準杭・区画割付杭一覧表
X(日 本測地系) Y(日本測地系) H(標高) グ リ ド X(世界測地系) Y(世界測地系 )

基  ユ -68790000 95924 Ⅱ B10 i -68481882 26595012

基  2 -68790000 26970000 94768 Ⅳ B6 -68481883 26670011

基  3 -68740000 26980000 88,702 Ⅳ A7 -68431883 26680011

補 ユ -68790000 93261 Ⅲ B5

補 2 -68790.000 94537 Ⅳ Bl i

補  3 -68795000 26855000 91 128 Ⅱ B2j

補 4 -68795.000 26865000 93742 Ⅱ B4j

補  5 -68805,000 26885000 93700 E C8 b

補  6 -68805000 26920000 94102 Ⅲ C6 c

存市  7 -68805,000 26980.000 Ⅳ C7 b

Ⅲ 高木古館遺跡

認められなかった。また、中世面が黒色土もしくは黒掲色上のため遺構の検出が困難を極める状況が

判明し、地山層の責褐色土まで掘 り下げて遺構検出作業を進めることにした。調査範囲が広大である

ことと層序が比較的単純なことから、基本的には重機 (バ ックホー )を使用することとし、比較的平

坦な調査区北側の粗掘 りを行った。急斜面が多い南側調査区は、人力で粗掘 りを行った。両年度とも

表土除去後、鋤簾 ,両刃鎌・移植銀を用いて遺構検出作業を行った。

遺構の名称 (第 3表 )

検出された遺構の名称は、堀跡、曲輪等の数グリッドにまたがる大型遺構を除いた遣構 :竪穴住居

跡、陥し穴状遺構、土坑、溝状遺構、炭窯跡については、グリッド毎に検出順に名称を付 した。なお、

報告に際して遺構毎に連呑で名称を変更している。旧遺構名と本報告での遺構名の対応関係は、第 3

表のとおりである。

遺構精査と遺物の取り上げ

遺構精査は、基本的には竪穴住居跡は、 4分法、土坑類は 2分法、堀・溝跡は適宜ベル トあるいは

トレンチを設定し、覆土の観察を行った。柱穴状ピットは検出面で埋土の土色と土性を記録すること

とし、掘 り下げ中に認められた特記事項を併せて記録した。

遺物の取 り上げは、原則として遺構内出土は遺構名と埋土層位を記入し、遺構外出上の遺物につい

ては、調査区東側区域・北側斜面等の大まかな区分で行い、出上した層位を記 して取 り上げ、それぞ

れ適宜写真撮影 。図面作成をしている。

実測・写真撮影

遺構の記録は、主に実測図作成と写真撮影により、作図に表現できないことはフィール ドカー ドに

記録している。図面は遺構の平面形、焼土等を記録した平面図、及び、断面形や覆土の堆積状態を記

録した断面図を作成した。作図は主に街易遣 り方測量を準用し、堀・土塁等の長大な普請的遺構につ

いては、光波 トランシットを併用した平板測量で行った。現況地形図については写真測量を委託した。

作図の縮尺は原則的には 1/20と し、堀跡・溝跡は 1/40と した。レベルは、基準点をもとに絶対高

で測った。写真撮影は、遺構検出時の確認状況、埋土堆積状況、遺物出土状況、完掘状態というよう

に精査の段階ごとに必要に応 じて行った。写真撮影は 35 Hlm判 のモノクロームとカラーリバーサル各

1台、モノクローム 6× 7 cm判 1台 を使用 した。撮影にあたっては、撮影内容を記載した「撮影カー ド」

を事前に写し、整理時の混乱を防止 した。また、遺跡遠景、調査終了全景はラジヨンヘリによる空中

写真撮影を行った。

野外調査の経過

(平成 15年度 )
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3 野外調査と室内整理

調査期間は、平成 15年度は 6月 9日 ～ 10月 24日 であり、以下に調査経過を簡単に記す。

6月 9日⑪ 午前 10時 資材搬入、現場設営。作業員登録 13名。
6月 10日 ∞ 雑物撤去開始 (～ 6月 30日 )
6月 17日 硼 南側急斜面に防護フェンス設置 (国土交通省委託 浅与建設 )
6月 19日 ⑥ 上台Ⅱ遺跡の作業員の 7名が合流 し、作業員登録 20名。
6月 23日⑪ 上台Ⅱ遺跡終了に伴い、小山内透調査員と作業員 7名が合流。作業員登録 27名。
6月 24日∞ 南側急斜面に防護フェンス設置。
6月 30日⑪ 写真測量・空撮 (株式会社株式会社ハイマーテック )。
7月 1日∞ 排土捨て場現地立会、試掘・掘削開始。
7月 7日ω 重機導入 (バ ックホー 1台)～ 8月 8日
7月 H日⑥  花巻市教育委員会博物館建設推進室による発掘現場のビデオ撮影
7月 14日 ① キヤリアダンプ 1台導入
7月 22日∞ 基準点測量 (株式会社ハイマーテック)、 花巻市教委博物館建設推進室ビデオ撮影。
9月 10日 い 花巻市教育委員会博物館建設推進室による発掘現場のビデオ撮影。
10月 1日 い 花巻市教育委員会博物館建設推進室による発掘現場のビデオ撮影。
10月 9日 い 重機導入～排土捨て場通行路 (私道部分)の修復作業。
10月 14日 ∞ 写真測量・空撮 (株式会社ハイマーテック )。
10月 17日 ④ 現地公開 (13:00～ )見学者 12名。花巻市教委博物館建設推進室ビデオ撮影。
10月 23日い 終了確認 (13:30～ )。
10月 24日④ 調査終了。14:00資材搬出、撤収。

(平成 16年度 )

調査の期間は、平成 16年度は 4月 13日 ～ 6月 30日 で、以下に調査経過を簡単に記す。

4月 13日 い 午後 1時 資材搬入、現場設営。西澤正晴 。阿部徳幸調査員、作業員登録 17名。
4月 19日 ⑪ 作業員 2名増員し、作業員登録 19名。
4月 21日 m 重機導入 (バ ックホー・キヤリーダンプ各 1台 ～ 5/10)。
5月 18日 ∞ 基準杭打設 (株式会社ハイマーテック)。
5月 25日い 高木中館遺跡へ作業員 8名移動 し、登録作業員 H名。
5月 26日 m 防塵ネット取 り付け。
6月 19日 ⑪ 現地公開 (午後 1時 30分～)参 加者 50名。
6月 21日ω 重機導入 (バックホー 1台 ～ 6/25)。
6月 23日 m 空撮 (東邦航空)。
6月 28日偶)終了確認 (15:30～ )。
6月 29日∞ 資材搬出。
6月 30日 m 調査終了。

(2)室 内 整 理
室内整理の期間は、平成 15年度が平成 15年 11月 4日 ～平成 16年 3月 31日 、平成 16年度が平成

16年 11月 1日 ～平成 17年 3月 31日である。また、整理に従事した作業員は、平成 15年度がH月 1名、

12月 から2名である。平成 16年度が 1名である。野外作業で得られた遺物、実測図、写真などの各
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Ⅲ 高木古館遺跡

種資料は、室内整理の段階で次のように処理し、整理を行い、報告書作成とともに資料化を図つた。

遺構に関わる記録

実測図は、遺構種別に分類 し、図面は点検の上、必要なものについては第二原図を作成し、 トレー

スを行った。撮影されたフイルムはネガアルバムに密着写真と一組にして収納した。カラースライド

フイルムはスライ ドフアイルに撮影州頁に収納した。

遺物の整理

遺物は野外及び当センター整理室で水洗した後、土器や陶磁器、金属製品については、細片は別と

して遺跡略号・出土地点・層位等を注記した。その後、出土地点・層位ごとに仕分けを行い、接合・

復元作業を実施した。石器は製品と未製品、使用痕跡等から仕分け、選別を行い、注記したものはす

べて登録 した。遺物の実測図は実物大とし、 トレースは遺物の状況に応じて実物大あるいは縮小 して

図化した。石材、火山灰・炭化材の鑑定、金属製品の保存処理は外部の専門家に委託した。遺物の写

真撮影は当センターの専門技師 2名 (福士昭夫・岩間和幸)が撮影を行った。

遺物の選別 。図化の基準

遺物の整理・報告に当たっての作業・記録作成は次の方針で進めた。報告書に掲載された遺物は出

土したすべてではなく、整理の中で設定した基準を基に選別 した一部の資料である。資料の選別基準

は以下の通 りである。また、資料化は図化・写真がすべてではなく、不掲載資料についても可能な限

り数的処理を行い、出土資料全体の傾向を把握するためのデータとした。

土器 (縄文土器・弥生土器)接 合と並行 して、遺物の選別を進め、接合 した土器については、少量
第 3表 遺構名称変更表
No 新遺構名 旧遺構名 No 新遺梅名 旧遺構名

I 1号竪穴住居跡 03 -S102 1号竪穴住居跡内柱穴 01 03-P15

2 1号陥し穴状遺構 03-SKT04 1号竪穴住居跡内柱穴 02 03-P22

3 2号陥し穴状遺構 04-SK01 1号竪穴住居跡内柱穴 03 03-P35

4 3号陥し穴状遺構 03-SKT01 1号竪穴住居跡内注穴 04 03-P34

5 4号陥し穴状遺構 04 - S妥(07 1号竪穴住居跡内柱穴 05 03-P25

6 5号陥し穴状遺構 04-SK06 1号竪穴住居跡内柱穴 06 03-P33

7 6号陥し穴状遺構 04-SK05 l号竪穴住居跡内在穴 07 03-P3J

8 7号陥し穴状遺構 04-SK04 1号竪穴住居跡内柱穴 08 03-P13

9 8号陥し穴状遺構 03-SKT02 2号堀跡内柱穴 01 03-P07

0 9号陥し穴状遺構 03-SKT05 40 3号堀跡内柱穴 02 03-P09

10号陥し穴状遺構 03-SKT06 2号堀跡内柱穴 03 03-P08

2 H号陥し穴状遺構 04-SK17 42 3号堀跡内柱穴 04 03-P10

3 1号竪穴状遺構 03-SK101 曲輪 01 曲輪 l

l号土抗 03-SK03 44 曲輪 02 曲輪 5

5 2号土坑 03-SK06 テラス状遺構 01 テラス状平場 1

6 3号土坑 04-SK28 テラス状遺構 02 テラス状平場 2

7 4号土坑 04-SK29 犬走り01 大走り1

8 5号土坑 04-SK27 犬走り 02 犬走り2

9 6号土坑 04-SK26 l号堀跡 SD01(N・ S)

7号土坑 04-SK25 2号堀跡 SD02A (十日)

柱穴 01 03-P03 3号堀跡 SD02B (刃子) SD04

22 柱穴 02 03-P05 と号溝跡 SD03

柱穴 03 03-P23 l号炭窯跡 SW01

24 柱穴 04 03-P26

柱穴 05 03-P24

柱穴 06

柱穴 07 03-P17

柱穴 08 03-P29

柱穴 09 03-P30

柱穴 10 03-P19
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4 検出遺構と出土遺物

であること、復元率が悪かったことから、径 3 cm以上の破片を図化することを基本とし掲載 した。

石器 個々に仕分け・登録・計測・分類を行い、一部の製品については図化を行った。
陶磁器 陶磁器については、近世 。近代を除くものを登録した。破片資料が多いことから、残存率を
無視して、中世に属する破片はすべてについて実測図・写真・観察表を付 し、掲載した。

金属製品 全点登録、図化 し掲載した。資料については保存処理を行った。
銭貨 全点計測・登録し、拓影図・写真・観察表を掲載した。
炭化材 一部について樹種同定を行い、樹種名を掲載 した。

4 検 出遺構 と出土遺物

(1)調 査 の 概 要
発掘調査は平成 12年度の試掘調査の結果を受け、2カ 年にわたるものであった。当初予想してい

たよりも遺構の規模も小さく密度も少ないものであったが、縄文時代・弥生時代・中世の各遺構と遺

物が発見されたことは重要な成果となる。これら遣構の時期については、出土遺物や形態などから時

期を判断したものであり、統一された明確な根側にもとづくものではない。

時代ごとの遺構とその数は次のとおりである。

縄文時代 竪穴住居跡 1棟、陥し穴状遺構 11基
弥生時代 竪穴状遺構 1棟
中世 曲輪 2ヶ所、テラス状遺構 2ヶ 所、大走り2ヵ 所、堀跡 3条、溝跡 1条
近現代 炭窯跡 1基
時期不明 土坑 7基、柱穴 10個
以下では、時代ごとに検出した遺構。遺物について概要を記す。

(2)縄 文 時 代
縄文時代に位置づけられる遺構は、竪穴住居跡 1棟、陥し穴状遺構 11基である。竪穴住居跡は調

査区の中央部の尾根頂部で検出された。出土遺物から時期的に縄文時代中期前後と推定される。また、

陥し穴状遺構は、調査区中央から東側部分の尾根頂部付近の平坦面から8基、北側緩斜面下の緩斜面

から3基の計 11基検出した。出土遺物はほとんどないので、詳細な時期決定はできないが、遺構の

形状から、他の縄文時代遺跡の調査で多数検出されている陥し穴状遺構に類似するものと判断した。

なお、個々の陥し穴状遺構の規模・形状や特長などについては、第 4表陥し穴状遺構一覧表に示した。

さらに、大部分が調査区外のため時期を想定することが難しいが、出土遺物から縄文～弥生時代のも

のと思われる竪穴状遺構 1棟と時期を特定できなかった土坑 7基、柱穴 10個 についても、この項で

報告する。

1)竪穴住居跡

第 1号竪穴住居跡 (第 11,12図、写真図版 4)

<位置・検出状況>調査区中央部のⅢB～ ⅢCグ リッドに位置し、検出面はV層面である。本遺構は、

Ⅳ層の漸移層を一段 (約 3 cm)掘 り下げたところに暗褐色上の落ち込みを確認したが、床面の北側部

分、および壁面は大部分が消失している。

<規模 。平面形>長軸 7.15m、 短軸 4.66m、 面積約 27ポで楕円状を呈する。
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Ⅲ 高木古館遺跡

<埋土・堆積状況>埋土は暗褐色土中心で南東側の一部に風倒木による攪乱が見られる。全体的に人

為的な削平が見られる。

<壁・床面 >壁は削平され、南東側に一部残存しているのみである。形状は外傾 して立ち上がり、南

側の現存する最大壁高は約 0,17m、 平均は約 0,08m程度である。床面はV層 を掘 り込んでつくられ、

小さな凹凸が多い。

<柱穴>柱穴は、 8基検出されたが、配置や深さに規則性はないと思われる。

<炉 >住居内に 3基の炉跡を検出した。いずれも不整形で地床炉Aは、75× 62 cm、 厚さ 4 cm、 地床

炉Bは、79× 55 cm、 厚さ 12 cm、 地床炉 Cは、51× 27 cm、 厚さ 6 cmである。

<その他の施設>柱穴 05は重複関係から本遺構よりも新しいと考えられる。

<遺物 >住居跡の覆土と炉跡 Bの埋土から縄文土器片が出土。また、住居に重複している柱穴 05(P05)

の埋土から土師器が出土 している。縄文土器 (1～ 6)はおもに覆土や炉跡から出土 し、土師器は

P05埋土から出土している (第 23図、写真図版 13)。

<時期 >出土遺物や遺構形態から縄文時代中期に想定される。

2)陥 し穴状遺構

1号陥し穴状遺構 (第 13図、写真図版 12)

<位置・検出状況>調査区中央からやや北側の緩斜面上位のⅣ Aljに位置し、Ⅳ層で検出された。

<規模・平面形>大きさは、開口部の長軸 1.58m、 幅 0.42mで、平面形は溝状である。

<埋土・堆積状況>上位は黒褐色上、下位は責褐色土が主体で、自然堆積の様相を呈する。

<壁・底面 >壁はほぼ垂直に立ち上がるが一部フラスコ状を呈する。深さは 0.64mで底面は西方向

に緩 く傾斜する。

<重複関係 >な し

<出土遺物 >な し

<時期 >遺構の形状から縄文時代と推定される。

2号陥し穴状遺構 (第 13図、写真図版 5)

<位置・検出状況>調査区東側の尾根頂部Ⅲ B6i～ 71に位置し、Ⅳ層で検出された。

<規模 。平面形>大きさは、開口部の長軸 2.74m、 幅 1.62mで 、平面形は溝状である。

<埋土・堆積状況>上位は暗褐色土、下位は暗褐色土から黄褐色土が主体で、自然堆積の様相を呈する。

<壁・底面>壁はほぼ垂直に立ち上がる。深さは 1.66mで西方向に緩 く傾斜する。

<重複関係 >な し

<出土遺物 >な し

<時期>遺構の形態から縄文時代と思われる。

3号陥し穴状遺構 (第 13図、写真図版 5)

<位置・検出状況 >調査区東側の尾根頂部の北側のШ B8h～ 8iに位置し、Ⅳ層で検出された。

<規模・平面形>大きさは、開口部の長軸 3.64m、 幅 0.56mで、平面形は溝状である。

<埋土・堆積状況>上位は黒褐色土から暗褐色土、下位は明trB色上が主体で、自然堆積の様相を呈する。

<壁・底面 >壁はほぼ垂直に立ち上がる。深さは 0.89mで北方向に緩 く傾斜する。

<重複関係>4号陥し穴状遺構 (4号土坑)と一部重複する。
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ト ト 93 50Clm                                    引

1号竪穴住居跡
1 10YR4/6 褐色
2 10YR2/3 暗褐色
3 10YR2/2 黒褐色

粘性弱 暗褐色土との混じり
粘性弱
粘性弱 風倒木との携乱

Ⅲ 高木古館遺跡

B'

暗赤褐色 しまり極めて強
粘性弱

中

中

中

り

り

り

ま

ま

ま

し

し

し

離 L朝&31111m ゴ
'

皆 胃
∞ば

'

ヵテττデくく茸煮現ラをン 炉跡―C
1 5YR3/6

炉跡―A                   炉跡―B
1 5YR3/6 暗赤掲色 しまり極めて強 粘性弱  1 5YR3/6 暗赤褐色 しまり極めて強 粘性弱
2 5YR3/6 暗褐色 しまり極めて強 粘性弱   2 5YR3/6 暗褐色 しまり極めて強 粘性弱

トーーーL=93600m ａ引

b'

引

b
ト ト 93600m

0     1:40     1m

新番号 旧番号 種  別 位置 概形 口径 (cm) 底径 (側 ) 深さ(cl) 底面標高 (m) 色   調 備考

Pl P13 竪穴住居跡 01 lllC2a 円 170X210 90× 100 10YR3/4 暗褐色

P2 P15 竪穴住居跡 01 ⅡB2J 楕 円 440× 500 160X140 480 92,1 10YR2/3 黒褐色

P22 竪穴住居跡 ol 円 210× 280 90× 100 9307 10YR3/4 暗褐色

P25 竪穴住居跡 01 HIC2a 円 290X270 10YR213 黒褐色

P5 竪穴住居跡 01 IC2a 円 310× 300 220× 220 291 9288 10YR3/3 暗褐色

P33 竪穴住居跡 ol 皿C2a 円 ど50× 210 150X 80 215 9298 7 5YR4/6 オリーブ褐色

P7 P34 竪穴住居跡 01 皿C2a 円 190X190 120× liO 278 9291 7 5YR4/6 オリーブ褐色

P35 竪穴住居跡 01 ⅢB4J 楕 円 120X330 240× 190 9290 10YR4/6 褐色

第 12図  1号竪穴住居跡(2)
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4 検出遺構と出土遺物

<出土遺物 >土器 (10)が埋土から出土している (第 27図、写真図版 13)。

<時期 >出土遺物と形状から縄文時代中期の遺構と思われる。

4号陥し穴状遺構 (第 14図、写真図版 5)

<位置・検出状況 >調査区東側の尾根頂部の北側のⅢ B8iに位置し、Ⅳ層で検出された。

<規模・平面形>大 きさは、開口部の長軸 2.15m、 幅 1.22mで 、平面形は溝状である。

<埋土・堆積状況 >上位は黒褐色土から暗褐色土、下位は褐色土が主体で、自然堆積の様相を呈する。

<壁・底面>壁は緩 く湾曲気味に立ち上がる。深さは 1.64mで ある。

<重複関係>4号土坑を切 り、 3号陥し穴状遺構と一部重複する。
<出土遺物 >な し

<時期 >形状から縄文時代と思われる。

5号陥し穴状遺構 (第 14図、写真図版 6)

<位置・検出状況 >調査区東側の尾根頂部Ⅲ B8a～ 9aに位置し、Ⅳ層で検出された。

<規模 。平面形>大きさは、開口部の長軸 2.05m、 幅 0.64mで、平面形は溝状である。

<埋土・堆積状況>上位は黒褐色土、下位はにぶい黄褐色土が主体で、自然堆積の様相を呈する。

<壁・底面>壁はほぼ垂直に立ち上がる。深さは 0.81mで底面は西に緩 く傾斜している。

<重複関係 >な し

<出土遺物 >な し

<時期 >形状から縄文時代と思われる。

6号陥し穴状遺構 (第 14図、写真図版 6)

<位置・検出状況>調査区東側の尾根頂部Ⅲ C8a～ 9aに位置し、Ⅳ層で検出された。

<規模・平面形>大きさは、開口部の長軸 2.9m、 幅 0.6mで、平面形は溝状である。

<埋土・堆積状況>上位は黒褐色土、下位は褐色上が主体で、自然堆積の様相を呈する。

<壁 。底面 >壁はほぼ垂直に立ち上がる。深さは 0,97mで底面はやや西に傾斜する。

<重複関係 >な し

<出土遺物 >な し

<時期>形状から縄文時代と思われる。

7号陥し穴状遺構 (第 15図、写真図版 6)

<位置・検出状況 >調査区東側の尾根頂部Ⅲ C8a～ 9aに位置し、Ⅳ層で検出された。

<規模・平面形>大きさは、開口部の長軸 3.45m、 幅 0.57mで、平面形は溝状である。

<埋土・堆積状況>上位は黒褐色土、下位はにぶい責褐色土が主体で、自然堆積の様相を呈する。

<壁・底面>壁はほぼ垂直に立ち上がる。深さは 0。96mで凹凸は少ない。フラスコ状を呈する。

<重複関係 >な し

<出土遺物 >な し

<時期 >形状から縄文時代と思われる。

8号陥し穴状遺構 (第 15図、写真図版 6)
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Ｂ引

Ｂ引

2号陥し穴状遺構

粘性弱 木根含む
粘性弱 木根含む
粘性弱 地山ブロツク含む
粘性弱 暗褐色土混じる
粘性中
粘性中
粘性中

Ш 高木古館遺跡

0     140     1m

Ｂ
ト 咎

%6∞ゞ
'

1号陥し穴状遺構
1 10YR2/2 黒褐色 しまりやや強 粘性弱

地山粒微量混じる
2 1oYR3/3 暗褐色 しまりやや強 粘性弱

地山ブロック含む
10YR2/2 黒褐色 しまりやや強 粘性弱
10YR4β  にぶい黄褐色 しまりやや強 粘性強

2号陥し穴状遺構
1 10YR3/4 暗褐色粘質 しまり中 粘性中 黄褐粒少量含む
2 10YR3/3 暗褐色粘質 しまりやや強 粘性中 黄褐粒含む
3 1CIYR5/4 にぶい黄褐色粘質 しまりやや強 粘性中

責褐ブロック多く含む
4 10YR5/6 黄褐色粘質 しまりやや強 粘性やや弱

暗褐粒・ブロック含む
5 10YR3/3 暗褐色粘質 しまり中 粘性やや強 上位に黄褐粒含む

3号陥し穴状遺構

く上

Ｂ
引

Ｂ引Ａ引

Ｂ引

Ｂ引

3号陥し穴状遺構
1 10YR2/3 黒褐色
2 10YR3/3 暗褐色
3 10YR3/4 暗褐色
4 75YR4/4 褐色
5 75YR5/8明 褐色
67.5YR5/6明 褐色
7 75YR6/8橙色

中

中

中

　

中

中

り

り

り

中

り

り

中

ま

ま
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り
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し
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第 13図  1 ～ 3号陥し穴状遺構
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な 検出遺構と出土遺物

4号陥し穴状遺構・ 4号土坑

(3号陥し穴状遺権 )

A'
トーーーL=94500m

1 10YR2/3 黒褐色粘質 しまり中 粘性中 黄褐粒微量含む
2 1CIYR3/3 暗褐色粘質 しまり中 粘性やや強 黄褐ブロックやや含む
3 1CIYR3/4 暗褐色粘質 しまり中 粘性中 黄褐ブロックやや含む
4 111YR4/3 にぶい責褐色粘質 しまり中 粘性やや強 下位に黄褐粒含む
5 10YR2/2 黒褐色粘質 しまり中 粘性やや強 黄褐ブロックが散在

5号陥し穴状遺構
1 10YR2/2 黒褐色粘質 しまり中 粘性中

Ｂ引

5号陥し穴状遺構

2 10YR4/6

3 10YR3/3

4 10YR5/6

く
砕
弊
ヽ
部 上
0

咎 蟻∞0寸
'

げ卜

び
＼

が
Ｂ引

6 10YR4/6 褐色粘質 しまりやや弱 粘性中 暗褐・責褐ブロックが混在する
7 10YR4/4 褐色粘質 しまり中 粘性やや強 明黄褐ブロックを多く含む  5 10YR5/4

黄褐ブロック含む

褐色粘質 しまり中 粘性やや強
黄褐ブロック含む
暗褐色粘質 しまり中 粘性中
黄褐ブロック少量含む

黄褐色粘質 しまりやや強 粘性やや強
明黄褐ブロック少量含む
にぶい黄褐色 しまり中 粘性やや強
黄褐ブロック極少量含む

6号陥し穴状遺構
1 10YR2/2 黒褐色粘質 しまり中 粘性やや弱

黄褐ブロック含む
10YR4/6 褐色粘質 しまり中 粘性やや強

暗褐ブロック含む
10YR3/4 暗褐色粘質 しまり中 粘性中

明黄褐ブロック少量含む
7.5YR4/6褐色粘質 しまり中 粘性やや弱

暗褐ブロック極少量含む

6号陥し穴状遺構
甲
①a

B'
ト

Ｂト Ｂ引

0         1:40

4号陥し穴状遺構・ 4号土坑
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Ⅲ 高木古館遺跡

<位置・検出状況 >調査区側の緩斜面中位のⅢAl釘 ～ⅣA ljに位置し、Ⅳ層で検出された。

<規模 。平面形 >大 きさは、開口部の長軸 1.92m、 幅 0.49mで、平面形は溝状である。

<埋土・堆積状況 >上位は黒褐色上、下位はにぶい責掲色土が主体で、自然堆積の様相を呈する。

<壁・底面 >壁はほぼ垂直に立ち上がる。深さは 0,42mで北西に緩 く傾斜 している。

<重複関係 >な し

<出土遺物 >な し

<時期 >形状から縄文時代と思われる。

9号陥 し穴状遺構 (第 15図、写真図版 7)

<位置 。検出状況 >調査区北側の緩斜面中位のⅣA ljに位置し、Ⅳ層で検出された。

<規模・平面形>大 きさは、開口部の長軸 1.77m、 幅 0.56mで、平面形は溝状である。

<埋土・堆積状況 >上位は黒色土、下位はにぶい黄褐色上が主体で、自然堆積の様相を呈する。

<壁・底面>壁はフラスコ状の様相を呈する。深さは 0.57mで北西方向に緩 く傾斜する。

<重複関係 >な し

<出土遺物 >な し

<時期 >形状から縄文時代と思われる。

10号陥し穴状遺構 (第 15図、写真図版 7)

<位置・検出状況 >調査区北側の緩斜面中位のⅣ A3iに位置し、Ⅳ層で検出された。

<規模・平面形 >大きさは、開口部の長軸 1.54m、 幅 0.52mで、平面形は溝状である。

<埋土・堆積状況>上位は黒褐色土から暗褐色土、下位は黄褐色上が主体で、自然堆積の様本目を呈する。

<壁・底面 >壁は一部フラスコ状の様相が見られる。深さは 0.67mで北方向へ緩 く傾斜 している。

<重複関係 >な し

<出土遺物 >な し

<時期 >形状から縄文時代と思われる。

11号陥し穴状遺構 (第 16図、写真図版 7)

<位置・検出状況>調査区東側の尾根頂部Ⅳ C4aに位置し、Ⅳ層で検出された。

<規模・平面形>大 きさは、開田部の長軸 2.65m、 幅 1.36mで、平面形は溝状である。

<埋土・堆積状況>上位は暗褐色上、下位は明責褐色土が主体で、自然堆積の様オロを呈する。

<壁・底面>壁はほぼ垂直に立ち上がる。深さは 1.64mで ある。

<重複関係 >な し

<出土遺物 >石錐 (140。 141)、 スクレイパー (142～ 144)が出上 している (第 34図・写真図版

19)。

<時期 >出土遺物と遺構の形状から縄文時代と思われる。

3)竪穴状遺構
1号竪穴状遺構 (第 16図、写真図版 7)

<位置>調査区中央尾根頂部のⅡB9jグ リッドに位置する。
<規模・形態>大半が未調査区域にあるためその全容は不明であるが、約 4m前後、深さ約 0,4m
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4 検出遺構と出土遺物

7号陥 し穴状遺構

翠
↓
南２ｍ

8号陥し穴状遺構

監上

Ｂ
引

く
T

く

下

持 %拗叫
'

Ｂ
ト 俸弔i∞0叶

'

7号陥し穴状遺構
1 10YR3/1 黒褐色粘質 しまり中 粘性中 黄褐ブロツク少量含む
2 10YR3/3 暗褐色粘質 しまり中 粘性やや強 下位に明黄褐ブロック含む
3 10YR6/8 明黄褐色粘質 しまり中 粘性中 明褐ブロック少量含む
47.5YR4/6褐色粘質 しまり中 粘性やや強 明褐ブロック少量含む
5 10YR5/4 にぶい責褐色 しまりやや強 粘性中 褐色ブロックを極少量含む

9号陥し穴状遺構 10号陥し穴状遺構

8号陥し穴状遺構
1 10YR2/2 黒褐色 しまりやや強 粘性弱

地山粒混じり 上位に地山ブロック混じる
黒褐色 しまり中 粘性中 地山粒混じり
褐色 しまりやや強 粘性中
暗褐色 しまり中 粘性中
黄褐色 しまりやや強 粘性中

B'
|―

く
下

10号陥し穴状遺構
1 10YR2/1 黒色 しまりやや強 粘性弱 地山粒微量 木根含む
2 10YR4/4 褐色 しまり中 粘性弱 黒色土混じり
3 10YR5/6 黄褐色 しまりやや強 粘性やや強
4 10YR4/4 褐色 しまり中 粘性やや強 黒褐色土との混じり
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 しまり中 粘性やや強

Ｂ
引

B'
引

】即即騨

監上

く
下

9号陥し穴状遺構
1 10YR2/1 黒褐色 しまりやや強 粘性弱 木根含む
2 10YR3/3 暗褐色 しまり中 粘性弱 地山粒混じり
3 10YR2/3 黒掲色 しまりやや強 粘性弱 地山ブロック含む
4 10YR2/2 黒褐色 しまりやや強 粘性弱
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 しまりやや強 粘性やや強

→;学ガ
φ

Ｂ
引

Ｂ引Ａ引
B'     A
卜      卜 L88.000m
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Ⅲ 高木古館遺跡

の隅九の方形状と推定される。炉跡は確認 していない。

<埋土>黒褐色上を中心に 6層 に細分される。

<出土遺物 >縄文時代晩期～弥生時代 と考えられる土器片 (8・ 9)が出上 している (第 27図、写

真図版 13)。

<時期 >出土遺物や遺構の形状から、縄文～弥生時代と推定される。

4)土坑
1号土坑 (第 17図、写真図版 8)

<位置 >Ⅲ Blgグ リッドに位置する。

<規模・形態>長軸 1.06m、 短軸 0.89m、 深さ0.22mを測る。形状は円形で椀状の断面を呈する。

<埋土>4層からなる。
<出土遺物 >な し

<時期 >出土遺物がないので時期を特定できない。

2号土坑 (第 17図、写真図版 8)

<位置 >Ⅲ B6gグ リッドに位置する。

<規模・形態>長軸 1.25m、 短軸 0.92m、 深さ 0。79mを 測る。形状は円形で悟鉢】犬の断面を呈する。

<埋土>3層からなる。
<出土遺物 >な し

<時期 >出土遺物が無 く、時期を特定できない。

3号土坑 (第 17図、写真図版 8)

<位置>Ⅲ B筍 グリッドに位置する。

<規模・形態>長軸 1,02m、 短軸 0.83m、 深さ0,64mを 測り、円形を呈し、断面はビーカー状である。

<埋土>黒褐色土主体の 3層からなる。

<出土遺物 >な し

<時期 >出土遺物や関連遺構がないので、時期を特定できない。

4号土坑 (第 14図、写真図版 5)

<位置 >Ⅲ B8iグ リッドに位置する。

<規模・形態 >長軸 0,98m、 短軸 0.58mを 測 り、隅丸方形状を呈する。断面はビーカー状である。

第 4表 陥し穴状遺構一覧表

遺構名 図版 写真 位置 (グ リッド)
検出
層位

規模 (cm)
平面形 断面形 埋 土 重複関係 出土遺物

長軸 短軸 深 さ 底部

1号陥し穴状遺構 13 5 IB4厳 V層 42 64 151× H 溝状 ビーカー形 4層 な し な し

2号陥し穴状遺構 13 5 ⅢB 6i～ 7i V層 274 166 161× 30 溝状 ビーカー形 5層 な し な し

3号陥 し穴状遺構 13 5 ⅢB 8h V層 333× 12 溝状 ビーカー形 7層 4号陥 し穴状遺構 縄文土器片

4号陥し穴状還構 5 ⅢB 8i V層 164 120× 22 壽状 ビーカー形 5層 3号陥 し穴状遺構 な し

5号陥し穴状遺構 14 6 ⅢB8a～ 9a V層 64 161× 8 毒状 盾鉢形 5層 な し な し

6号陥し穴状遺構 14 6 IC8a～ 9a V層 290 255× 12 毒状 鷹鉢形 4層 な し な し

7号陥し穴状遺構 6 阻C8a～ 9a V層 345 400× 10 毒】夫 橋鉢形 5層 な し な し

8号陥し穴状遺構 阻A10j～ ⅣAlj V層 192 180× 29 溝状 ビーカー形 5層 な し な し

9号陥 し穴状遺構 7 ⅣAlj V層 177 185× 14 溝状 鷹鉢形 5層 な し な し

10号陥 し穴状遺構 ⅣA 3i V層 52 139× 19 溝状 層鉢形 5層 な し な し

11号 陥し穴状遺構 7 ⅣC4a V層 210× 52 溝状 層鉢形 5層 な し 石錐 スルイポー

-29-



4 検出遺構と出土遺物

H号陥し穴状遺構

Ｆ
卜

く
T

A
卜 L=95.300m Ｂ引Ａ引

B
卜

l号竪穴状遺構

上>

1号竪穴状遺構
1 10YR3/3 暗褐色
2 10YR3/2 黒褐色
3 10YR2/2 黒褐色
4 10YR3/4 暗褐色
5 111YR2/3 黒掲色
6 10YR2/3 黒褐色

-30-

11号陥し穴状遺構
1 10YR3/4 暗褐色粘質 しまり中 粘性やや弱

黒褐ブロック少量含む
掲色粘質 しまり中 粘性中
責褐ブロック少量含む
黄褐色粘質 しまりやや弱 粘性中
褐色ブロック・粒含む
にぶい黄褐色粘質 しまりやや弱
粘性中 黄褐ブロック少量含む
明黄褐色粘質 しまり中 粘性やや強
黄褐ブロック少量含む

2 10YR4/4

3 10YR5/6

4 10YR6/9

5 10YR7/6

―――

―――

馴

旧

＝

出

＞Ｔ
Ｉ
Ｉ

Ｆ
＝
〕
ω
・り
ｏ
Ｏ
ヨ

札 B瑚

B
トーーーL=939011m Ｂ引

しまりやや強 粘性弱 木根多く含む
しまりやや強 粘性弱 木根含む
しまり中 粘性弱 地山粒微量混じる
しまり中 粘性弱 黒掲色土混じる
しまり中 粘性弱 地山粒混じり
しまりやや強 粘性弱 地山粒混じり

第 16図  11号陥し穴状遺構、 1号竪穴状遺構
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1号土坑
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1号土坑
1 10YR3/4

10YR2/3

10YR5潟

10YR4/6

2号土坑 3号土坑

Ⅲ 高木古館遺跡
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境
　　　　　　　ぽト

簿ヾ／
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引

A
卜 L=94400m

黒褐色粘質 しまり中
粘性やや強 褐色ブロック含む
暗褐色粘質 しまりやや強
粘性やや強 黄褐ブロック多く含む
褐色粘質 しまり中 粘性中
暗褐ブロック含む

A'
引

暗褐色 しまりやや強 粘性弱
地山粒微量 木根含む
黒褐色 しまりやや強 粘性弱
地山粒微量含む

黄褐色 しまりやや強 粘性中
褐色 しまりやや強 粘性弱
暗褐色土混じり

A
十一
L=92 8Cltlm Ａ引

2号土坑
1 10YR2/2

2 1tlYR2/3

3 10YR4/6

黒褐色 しまり中
粘性弱 木根含む
黒褐色 しまり中
粘性中
褐色 しまりやや強
粘性中

3号土坑
1 10YR2/2

2  10YR3/4

3  10YR4/6

5号土坑 キオ
「

°
NE8b蔀 ら゙

A         A'
卜 L=95000m  引

0     1140     1m

A
引 Ａ

引

∠F6号
土坑

/7号
土坑

蒲扇市東2fL

A'
卜 L=91.500m

6号土坑
1 10YR17/1黒色 しまり中 粘性弱

地山粒少量混じる
2 10YR3/4 黒褐色 しまり中 粘性弱

地山粒混じる

A
|―L=89 01Xlm

7号土坑
1 10YR17/1黒色 しまり中 粘性弱

木根多く含む
2 10YR3/4 黒褐色 しまり中 粘性弱

黒色土と地山粒が混じる

第 17図  1～ 7号土坑
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Ⅲ 高木古館遺跡

地山を掘 り込んで構築される。 4号陥し穴状遺構に切られている。逆茂木を立てたと思われるような

痕跡らしきもの (副穴状の痕跡)も あるので、陥し穴状遺構の可能性 も考えられる。

<埋土>黒褐色土主体の 2層からなる。

<出土遺物 >な し

<時期 >出土遺物はないが、 4号陥し穴状遺構との関連から縄文時代の可能性が考えられる。

5号土坑 (第 17図、写真図版 8)

<位置 >Ⅲ B9i～ Ⅲ Claグ リッドに位置する。

<規模・形態>長軸 1.04m、 短軸 0,9m、 深さ0.86mで ある。フラスコ状を呈する。地山土を掘 り

込んで構築されている。

<出土遺物>縄文土器片 (H・ 12)がある (第 27図、写真図版 13)。

<時期 >出土遺物から縄文時代と思われる。

6号土坑 (第 17図、写真図版 8)

<位置>Ⅳ B 6aグ リッドに位置する。

<規模・形態>長軸が 1.01m、 短軸が 0.95m、 深さが 0.42mで あり、ほぼ円形を呈する。断面は椀

状を呈している。

<埋土 >黒色土主体の 2層からなる。

<出土遺物 >な し

<時期 >出土遺物や関連遺構がないので、時期を特定できない。

7号土坑 (第 17図、写真図版 9)

<位置 >Ⅳ B8aグ リッドに位置する。

<規模・形態>長軸 1.05m、 短軸 1.02m、 深さ0.38mの ほぼ円形を呈する。断面は椀状である。

<埋土 >黒色土主体の 2層からなる。

<出土遺物 >な し

<時期 >出土遺物や関連遺構がないので、時期を特定できない。

第 5表 土坑一覧表

5)桂穴群 (第 18図 )
<位置>IB 10j Ⅲ～Bl,グ リッドを中心に位置する。
<規模・形態>径 25～ 40 cm前後、深さ15～ 40 cm前後で、平面形は円形、断面形はU字形を呈する

遺構名 図版 写真 位置 (グ リッド)
出
位
検
層

規 模 (cm)
平面形 断面形 埋 土 重複関係 出土遺物

長軸 短軸 深 さ 底部

1号土坑 8 ⅢBlg V層 73× 46 円形 皿形 4層 畦穴 06 な し

2号土坑 8 ⅢB6g V層 120× 79 円形 悟鉢形 3層 な し な し

3号土坑 8 ⅢB6j V層 52× 44 円形 ビーカー形 3層 な し な し

4号土坑 5 皿 B8i V層 98× 58 方形 ビーカー形 2屠 4号陥し穴状遺構 な し

5号土坑 8 ⅢB9i～ ⅢCla V層 104 HO× 105 円形 フラスコ形 な し 縄文土器片

6号土坑 8 皿 C6a V層 42 50× 46 円形 阻形 2層 な し な し

7号土坑 9 ⅣB8a V層 80× 75 円形 llll形 2層 な し な し
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4 検出遺構と出土遣物

ものが多い。

<埋土>黒褐色土主体で単層である。

<出土遺物 >な し

<時期>出土遺物がなく、時期を特定できない。

(3)中   世
1)概要

高木古館遺跡は、西に北上川、東に猿ケ石川に挟まれた標高約 90mの丘陵尾根の先端に立地 して

いる。館跡は、急斜面の自然地形を利用し、痩せ尾根に 2ケ 所の空堀を切つて館跡としている。城域

の平面積は約 15,000ポ である。

遺構は、調査区西側に分布し、主要部分と考えられる曲輪は調査区外にあると予想される。検出さ

れた遺構は、曲輪 2ヶ 所、テラス状遺構 2ヶ所、大走 り2ケ所、堀跡 2条、溝跡 1条が検出した。尾

根頂部の 2ケ所の曲輪は、普請の痕跡は最小限度にとどまり、南側の急斜面はトレンチ調査の結果、

普請や作事を行った形跡は見られず、遺構は存在 しないと考えられる。テラス状遺構等の配置から自

然地形を利用した切岸とも考えられる。また、北側の緩斜面 も、人工的な造作の形跡はなく、曲輪と

して利用された痕跡もなかった。堀跡 2条は調査区外に延びている。

調査前に行われた伐採や搬出等により遺構の一部が攪乱されていることや中世面と古代面の層位の

区別が難しいため、V層面まで掘 り下げて遺構の検出を行った。遺物や検出状況から館跡の時期を明

確に 14世紀以前に遡る資料が得られなかったため、遺構の時期については 15世紀以降を前提として

記載した。

2)曲輪

防備施設として、山の斜面を人工的に削り平坦にした面を曲輪とする。現地踏査や航空写真から推

定復元した縄張 り図を検討し、 2つの曲輪についてその概況を述べる。また、小規模の削平地をテラ

ス状遺構、幅 2m前後の通路状の遺構を大走 りとして登録し、併記 した。

曲輪 01(第 19図 )

<位置>調査区西側尾根頂部のⅡB～ ⅡCグ リッドに位置する。

<規模・形態>長軸約 38m、 短軸 16m、 面積約 455♂で精円状を呈する。ほぼ東西方向にひろが り、

2号・3号堀跡と自然地形による急傾斜で防御される。

<普請>南側斜面が切土され、大走 り01、 テラス状遺構 01等が普請されている。ほとんどが調査区

域外であるため、その全容は不明であるが、丘陵の突端であり、周囲は自然地形を利用した急傾斜で

あり、尾根頂部下の斜面を切土した普請跡があり、館としての機能を備えていたものと思われる。

<作事>少数の柱穴が検出されたが、対応する柱穴もなく建物跡の可能性は低いと思われる。

<埋土>暗褐色土が主体となって構成される。

<出土遺物>東側のⅡ層 (暗褐色土)か ら土器片(20～ 23)、 錫杖の先端部分 (198)や 中国産青磁片 (138・

139)が出土しているが、本遺構に伴うかは不明である。

曲輪 02(第 19図 )

<位置>調査区中央、尾根頂部のⅢBグ リッドに位置する。
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4 検出遺構と出土遺物

<規模・形態 >長軸約 15m、 短軸 9m、 面積 147だで歪んだ隅九の長方形状を呈する。方向はほぼ

東西で、両端を堀切されて、南側斜面は切岸で防御されている。

<普請>尾根部分が削平され、南側斜面を切土 し、テラス状遺構 02の盛土に利用している。

<作事 >少数の柱穴が検出されたが、対応する柱穴もなく建物跡の可能性は低いと思われる検出遺構

の竪穴住居跡は縄文時代のものである。

<埋土>表土は薄 く、削平されたⅡ層 (暗褐色土)が主体である。

<出土遺物 >敲磨器が 1点 (145)出土している。材質は奥羽山脈産の玄武岩質である (第 34図、写

真図版 19)。

テラス状遺構 01(第 20図、写真図版 9)

<位置 >調査区西側ⅡCに位置する。

<規模・形態>長軸 17.3m、 短軸 3.8m、 面積約 41ぜで細長い楕円状を呈し、ほぼ東西方向に延びる。

曲輪 01の南側に腰曲輪状に位置 し、犬走 り01と 犬走 り02と の中間地点なので、通路としての機能

も考えられる。

<普請>削平により構築されている。

<埋土>暗褐色上が主体である。一部に切岸の崩落土と思われる埋土が堆積している。

<出土遺物 >な し

テラス状遺構 02(第 21図、写真図版 9。 10)

<位置>調査区中央部南側、ⅢCグ リッドに位置する。

<規模・形態>長軸 20.2m、 短軸 7.lm、 面積約 114ドで歪んだ半月状を呈し、ほぼ東西方向に延びる。

<普請 >曲輪 02を切上したものを盛上して平場を普請した。

<埋土 >盛土した黒褐色上を中心に 6層からなる。

<出土遺物 >覆土から縄文土器片 (13～ 19)が出土している (第 27図、写真図版 13)。

犬走り01(第 20図、写真図版 10)

<位置>調査区西側、ⅡBグ リッドに位置する。

<規模・形態 >長軸 6.4m、 短軸 1,lm、 面積約 7rの長方形状でほぼ東西に延びる。テラス状遺構

01の西側に位置し、通路等に利用されたと考えられる。

<普請 >曲輪 01の南側斜面を切土した平場である。

<埋土 >暗褐色土主体である。

<出土遺物 >な し

犬走り02(第 22図、写真図版 10)

<位置>調査区南側、ⅡBグ リッドに位置する。

<規模・形態>長軸 14m、 短軸 1.2m、 面積約 19♂で三日月状を呈 し、ほぼ東西に延びる。テラス

状遺構 01か ら同 02を結ぶような形で位置し、山際に 1号溝跡を伴っている。両端部分に攪乱が見ら

ヤtる 。

<普請 >曲輪 01南側斜面を切上した平場である。

<埋土>褐色土主体である。
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0       1:200     5m

Ⅲ 高木古館遺跡

0       1:80      2m

Ａ引
A
片―-94.000m

テラス状遺構 01
1 lllYR3/3 暗褐色 しまり中 粘性弱 現表土 木根混じる
2 10YR3/4 暗褐色 しまり中 粘性弱 木根、砂利混じる
3 10YR2/3 黒褐色 しまり中 粘性弱 砂利、礫混じる
4 10YR4/4 褐色 しまり中 粘性弱 砂利少量混じる
5 10YR4/6 褐色 しまり中 粘性弱 地山土混じる
6 10YR3/2 黒褐色 しまり中 粘性弱 砂利少量混じる
7 111YR3/4 暗褐色 しまり中 粘性弱 岩盤状 (崩落土 ?)
8 10YR4/3 にぶい黄褐色 しまり中 粘性弱 地山土混じり

第 20図 テラス状遺構 01、 犬走り 01
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4 検出遺構と出土遺物

A
トーーー91 01Xlm

テラス状遺構 02
1 10YR4/4 褐色 しまり中 粘性弱 礫・木根含む(盛土)
2 10YR3/1 黒褐色 しまりやや強 粘性弱 砂利微量混じる
3 10YR3/4 暗褐色 しまり中 粘性弱 砂利少量混じる
4 1CIYR郭 黒褐色 しまり中 粘性弱
5 10YR3/3 暗褐色 しまり中 粘性弱 地山土混じる
6 1CIYR5/8 黄褐色 しまりやや強 粘性弱 礫混じる

0       1:200     5m

テラス状遺構 0″

-38-
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Ш 高木古館遺跡

<出土遺物 >な し

3)堀跡・溝跡

堀跡は 3条、溝跡は 1条 を登録 した。

1号堀跡 (第 23図、写真図版 10・ H)

<位置 >調査区中央、尾根頂部を南北に延びるⅡB～ ⅡCグ リッドに位置する。

<規模・形態 >調査区内での全長約 54m、 堀幅 1.3～ 1.5m、 深さ0,3m前後である。両端は調査区

外と後世の攪乱により明確ではないがが、尾根を南北に掘 り切る形に構築されている。上部が削平さ

れている様子も伺えるが、箱形の空掘の様相を呈する。排水路としての機能を持っていたと思われる。

<普請・埋土>地山の褐色土を掘 り込んで構築される。

<出土遺物 >埋土から弥生土器片 (24～ 26)が出土している (第 27図、写真図版 13)。 いずれも周

囲からの流れ込みと考えられる。

2号堀跡 (第 25図、写真図版 11・ 12)

<位置 >調査区中央、曲輪 1と 2を 区切るEBグ リッドに位置する。
<規模・形態 >調査区内での全長約 16m、 堀幅 1.35m、 深さ0.68mを測る。尾根を掘 り切る形でほ

ぼ南北に延びる。 3号堀跡に切られる。時期としては 2号の方が旧い。

<普請・埋土 >地山の褐色土を掘 り込んで構築される。箱形の空堀である。

<出土遺物>埋土から縄文土器片 (27)が出上している (第 27図、写真図版 13)。

3号堀跡 (第 25図、写真図版 11,12)

<位置 >調査区中央、曲輪 1と 2を 区切るⅡBグ リッドに位置する。           セ

<規模・形態 >調査区内での全長約 27m、 堀幅 1.5～ 1.7m、 深さ0.3～ 0.7mを測る。 2号堀跡を

切る形である。尾根を掘 り切る形の箱形の空堀の形状を呈している。南側のテラス状遺構 02に通じ

ているので、排水路の役割も果たしていると思われる。

<普請・埋土 >地山の褐色土を掘 り込んで構築される。南側部分はテラス状遺構 02の盛土を掘 りこ

んだ暗褐色± 2層 に大別される。

<出土遺物 >南側テラス状遺構 02の埋土から縄文土器片 (28)が出土している (第 27図、写真図版

13)が、流れ込みと考えられる。

1号清跡 (第 22図、写真図版 10)

<位置 >調査区西側の大走 り02内、ⅡCグ リッドに位置する。

<規模・形態 >両端部が削平されるなど、後世の攪乱により残 りがよくない。規模は全長約 14m、

堀幅 0,lm、 深さ0.lmで ある。また、中間部分も約 1.5m埋没している。

<普請・埋土>暗褐色土と褐色土の 2層 である。

<出土遺物>な し

(4)近  ・ 現 代
1)炭窯跡

出土遺物もほとんどなく、形状などから近 。現代のものと推定される炭窯跡 1基を登録した。
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4 検出遺構と出土遺物
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第22図 犬走り02、 1号溝跡



瀬 B5d

D
ト ト 94 00Ch

1号堀跡―D
l llJYR3/4 暗褐色 しまり弱 粘性やや弱 木根多数混入
2 1CIYR3/2 黒褐色粘質 しまり中 粘性中 木根混入
3 1CIYR3/4 暗褐色粘質 しまり中 粘性中 木根混入
4 1CIYR3/4 暗褐色粘質 しまり中 粘性中 地山粒微量混じる
5 10YR4/6 褐色粘質 しまり弱 粘性やや強 地山粒微量混じる
6 1CIYR5/6 責褐色粘質 しまり中 粘性やや強 地山粒混じる

Ⅲ 高木古館遺跡

A'

1号堀跡―A       4 3
1 lCIYR勢9 黒褐色 しまりやや強 粘性弱 地山粒混 じる
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 しまり強 粘性弱
3 10YR4/4 褐色 しまり強 粘性弱 黒褐色土混じり
4 10YR2/3 黒褐色 しまりやや強 粘性弱

B
トーーL戸91.4CIClm Ｂ引

弗

1号堀跡一B
l10YR3/3 暗褐色
2 10YR3/2 黒褐色
3 10YR2/3 黒褐色
4 10YR3/4 暗褐色
5 10YR2/2 黒褐色

しまりやや強 粘性弱 木根含む
しまり中 粘性弱 木根微量含む
しまり中 粘性弱 木根少量含む
しまり中 粘性弱 地山土混じる
しまりやや強 粘性弱

ヤ

Ｃ
′

濡 6

げｒＥ引

0      ■40      1m

(断面)

0       1,200     5m

(平面)

第 23図  1号堀跡(1)
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ギ
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Ⅲ 高木古館遺跡

しまりやや強 粘性弱 木根含む
しまりやや強 粘性弱 暗褐色土混じり
しまりやや強 粘性中 木根含む
しまり中 粘性弱 地山粒微量含む
しまり中 粘性弱 地山粒混じり
しまりやや強 粘性強 木根含む
しまり中 粘性やや強 地山粒微量混じる

0       1:40       1m

引

2・ 3号堀跡―A
l10YR2/3 黒褐色
2 10YR4/4  褐色
3 10YR3/3 暗褐色
4 10YR3/4 暗褐色
5 10YR2/3 黒褐色
6 10YR4/4 褐色
7 10YR3//4明 褐色

B
|―― 卜 89 1CIClm

3号堀跡―B
l10YR3/4 暗褐色 しまり中 粘性弱 砂利混じり
2 10YR4/6 褐色 しまり中 粘性弱 礫混じり

8'
r

卜 L=93 001JIm

Pユ

0       1引 60     4m

P2

0       1:80      2m

P3
q

新番号 旧番号 種  別 位置 概形 口径 (cm) 底径 (cm) 渫さ(cl) 底面標高 (m) 色 調 備考

堀跡 02 Ⅲ BIj 楕円 9242 10YR2/3 黒褐色

堀跡 03 楕円 290× 430 100× 100 412 9213 10YR2/3 黒褐色

P10 堀跡 02 楕円 330× 220 50×  50 9188 10YR2/3 黒褐色

P“ 堀跡 o3 楕 円 240× 2■ 0 80×  70 10YR2/3 黒褐色

第 25図  2・ 3号堀跡
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4 検出違構と出土遺物
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第 26図  1号炭窯跡



Ⅲ 高木古館遺跡

1号炭窯跡 (第 26図、写真図版 12)

<位置 >調査区東側ⅣB5hグ リッドに位置する。
<規模・形態>長軸 3.91m、 短軸 1.65m、 深さ 0。 37m、 面積 5.7♂で、ほぼ南北 tと延びる隅丸の方

形状を呈する。

<普請 >地山褐色土を掘 り込んで構築されている。

<埋土>表面は黒色土、その下が黒褐色± 2層、併せて 3層からなる。

<時期 >形状や出土炭化物の状況から近 。現代とものと考えられる。

(5)出 土 遺 物

今回の調査で出上した遺物には、縄文土器、弥生土器、石器、土師器、須恵器、陶磁器、金属製品、

銭貨がある。いずれも量が少なく、総量は大コンテナ (40× 30× 30 cm)で 2.5箱分程度である。登

録点数は、土器が 138点、石器 56点、磁器 2点、金属製品 2点、銭貨 2点の合計 200点である。出

土遺物の掲載方法であるが、遺構内出土と遺構外出上に分け、土器は時期ごとに分類した。石器につ

いては、器種ごとに分類 し掲載した。取 り上げ時の不備のため詳細な記録がないものもある。以下、

種別ごとに概観する。

1)土器 (第 27～ 33図、写真図版 13～ 18)

ほとんどの土器は遺構外から出土し、縄文土器・弥生土器が大コンテナ (40× 30× 30 cm)でお

よそ 1.5箱分 (総重量 13,836g)出上した。完形個体に復元できたものはなく、接合率も悪 く、破片

資料が多いため、残存状況によらず特徴的なものを登録し掲載した。

出土状況 重量比でみると、遺構内 1,584.4g(11.40/0)で ある。遺構種別では、住居跡 455,9g(3.3

%)、 陥し穴状遺構 H6.6g(0.8%)、 竪穴状遺構 34。 3g(0.20/0)、 曲輪 227.5g(1.6°/0)、 テラス状

遺構 528.lg(3.8%)、 堀跡 213,7g(1.5°/o)、 炭窯跡 8.3g(0,05%)で テラス状遺構と住居跡の占

める割合が高い。地点別では、縄文・弥生土器は調査区中央の尾根頂部付近から北側緩斜面での出土

が多く、土師器・須恵器類はテラス状遺構 02の斜面に出上のまとまりが見られる。

接合状況 調査精度と整理期間の問題もあり、一概にいえないが、ほとんどが出上した地点もしくは

隣接の地点 (グ リッド)で接合している。

胎土 時期的に概観すると、縄文前期の土器の胎土には砂・礫や植物繊維の混入が見られるのに対し、

縄文中期～晩期の上器になるにつれて砂・礫の混入が少なく、緻密になる。

遺構内出土土器は縄文中期から弥生後期のものが多い。縄文中期は大木 10式 (1・ 2・ 10・ 13・

14・ 19。 20'28)、 縄文晩期は大洞 Cl式 (11・ 12)、 弥生土器の大部分 (22～ 26)は、撚糸状文が

縦位に施文されたものが多く、弥生後期のものと思われる。

遺構外出土土器は、調査区中央から東側の尾根頂部の平坦地から北側緩斜面とテラス状遺構 02付

近に多 く出土している。結束状の羽状縄文が見られる大木 2a式 (29～ 31な ど)は調査区東側の北

緩斜面に多 く、縄文中期 (54・ 55な ど)や縄文晩期 (73)、 土師器 (125。 128な ど )・ 須恵器 (137)

はテラス状遺構 02付近に出上が多い傾向が見受けられる。

2)石器 (第 34～ 41図、写真図版 19～ 23)

石器は、およそ大コンテナ (40× 30× 30 cm)1箱 分 (総重量 19,797.358)が 出土している。出土

地点は土器同様、調査区中央の尾根頂部から北側の緩斜面に広 く分布している。出土地点からは同様
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4 検出遺構と出土遺物
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第 27図 遺構内出土土器
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4 検出遺構と出土遺物
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第 29図 遺構外出土土器 2(縄文前期 )



Ⅲ 高木古館遺跡
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第 30図 遺構外出土土器 3(縄文中期 )
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4 検出遺構と出土遺物
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第 31図 遺構外出土土器 4 (縄文晩期 。時期不明 )
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4 検出遺構と出土遺物
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第 33図 遺構外出土土器 6



Ⅲ 高木古館遺跡

に縄文前期以降の上器も出上していることを鑑み、所属時期を縄文前期以降のある程度の時期幅を持

って捉えたい。出土 した石器は、ほとんどが剥片 (重量比 64.8°/o)で、次に自然礫 (19.5%)、石核 (6.3%)、

敲磨器類 (5,6%)、 スクレイパー (2%)、 砥石 (0.7%)、 両面調整石器 (0.5°/0)、 石錐 (0.3%)と な

つており定型石器は少ない。出土 した石器の総数は 460点余 りで、そのうち、 トウールとして認定 し

たのは 53点であり、図示 している。なお、剥片や石核の一部は合計重量のみを表示するのみにとど

めた。内訳は、石鏃 2点 (無柄平基)(3.8°/0)、 石匙 1点 (1.9°/o)、 石錐 6点 (11,30/0)、 スクレイパ

ー 23点 (43.4°/0)、 敲磨器類 3点 (5.7°/o)、 砥石 1点 (1.9%)、 石核 14点 (26.4%)、 両面調整石器 2

点 (3.8°/O)、 楔形石器 1点 (1.9°/o)である。器種ごとに材質をみると、石鏃は 2点 とも頁岩で、石匙・

石錐はどちらも頁岩である。スクレイパーのうち 1点は珪質頁岩で他は頁岩である。敲磨器類はホル

ンフェルスが 1点 と安山岩が 2点からなる。砥石は玄武岩、石核 14点のうち 1点は凝灰岩で他は頁岩、

両面調整石器、楔形石器 1点 もそれぞれ頁岩を素材としている。

石材産地は、奥羽山脈産の頁岩が最も多く重量比 65,9°/oを 占める。次いで北上高地産のハンレイ岩

が 11.8%、 同じくホルンフェルスが 6.6°/0、 奥羽山脈産のデイサイトが 5。 4°/O、 安山岩が 3.7°/o、 凝灰

岩が 3.4%、 玄武岩 0.7°/oと なっている。頁岩のごくわずかに北上高地産のものもある。

3)陶磁器 (第 33図、写真図版 18)

陶磁器は 8点出土 し、あきらかに近現代の陶器と思われる 6点 を除いた 2点 を登録し掲載した (138・

139)。 この 2点は、調査区中央、曲輪 01東端付近から出土 したもので、時期は 15世紀中頃と推定さ

れる中国 (北宋)産の青磁である。器種は皿か碗と思われる。

0        1:2        5 cm

‐４
-

分

第 34図 遺構内出土石器
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4 検出遣構 と出土遺物
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第 35図 遺構外出土石器 1
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Ⅲ 高木古館遺跡
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Ⅲ 高木古館遺跡
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第 38図 遺構外出土石器 4
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4 検出遺構と出土遺物
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第 39図 遣構外出土石器 5
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Ⅲ 高木古館遺跡
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第 40図 遺構外出土石器 6
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4 検出遺構と出土遺物
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第 41図 遺構外出土石器 7
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Ⅲ 高木古館遺跡

4)金属製品 (第 42図、写真図版 23・ 24)

2点出土し、そのすべて登録し、掲載した (197・ 198)。 いずれも銅製品で密教用具の錫杖と鏡 (亀

甲地双′鳥文鏡)である。どちらも曲輪 01の東端付近からの出上である。

5)銭貨 (第 42図、写真図版 24)

銭貨は 2点出土 し、登録掲載 した (199。 200)。 調査区西側の南斜面からの出上である。銭種は

199が熙寧元賓であり、初鋳 1068年、北朱で作られたものだが、真贋の判別はできなかった。200は

腐食が進み判読不能である。

6)炭化材

炭化材は、ⅣB5hグ リッドの炭窯跡 01の埋土内のものである。炭窯跡が現代のような形跡があ
るので掲載を除外 した。出上した炭化材片について樹種同定を行った結果、コナラかミズナラであり、

当地方では木炭によく利用される樹木であることが判明した。

り1"飴 鱒 2∞斡

0                 112

ｏ
公
》

第 42図 金属製品・銭貨
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5 総括

5総

遺構

平成 15年度から平成 16年度の 2カ 年にわたる高木古館遺跡の発掘調査で得られた遺構は、縄文時

代と考えられる竪穴住居跡 1棟、陥し穴状遺構 11基、時期不明の竪穴状遺構 1棟、土坑 7基、炭窯

跡 1基、中世の普請事業である曲輪2ヶ所、テラス状遺構 (犬走り状遺構を含む)4ケ所、堀跡 (溝
跡含む)4ヶ所がある。         _
①縄文時代の遺構について

竪穴住居跡が検出されたが、後世の削平を受け残存状態は、悪かった。 l棟だけの検出であリー時

的な集落ではなかったかと推察される。また、陥し穴状遺構が検出されたことにより、狩猟場として

の性格も確認された。平坦地にほぼ同一軸方向に位置し、形態的には溝状が多く、一部楕円状も見ら

れる。占地は竪穴住居跡が調査区中央の尾根頂部、陥し穴状遺構が調査区中央部から東側の緩斜面に

位置している。

②中世城館の縄張りについて

高木古館遺跡は北上川東岸の東西に連なる丘陵地の尾根に立地し、南北方向の街道筋や平野部を一

望する要衝であるとともに、平地から尾根頂部までの比高は約 90m、 周囲三方を急斜面に囲まれた

天然の要害の地でもある。尾根頂部に2条の堀が構築され、背後からの防御にも備えているが、平城

のような大規模な曲輪を持たず、尾根の削平と盛土による典型的な山城である。出土遺物やその量か

らも居館ではなく、街道筋や平野部を一望する要衝の地であったことから、『出城』的な機能を果た

していたと思われる。

括
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第 43図 周辺の城館跡分布図
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5 総括

参考文献  岩手県教育委員会  1986『岩手県中世城館分布調査報告書』
花巻市教育委員会  2004『花巻市埋蔵文化財包蔵地分布地図』

第 6表 周辺の城館跡一覧表
No 名   称 所在地 遺構・遺物 備  考
1 銭根館 花巻市北湯口 土師器、石鏃

2 万寿山館 (台館) 花巻市台

3 金矢館 (湯館 ) 花巻市金矢 堀、土塁、三郭、陥し穴

方人丁 花巻市葛 堀、二重土塁、土師器、須恵器

5 上ノ山館 花巻市葛 堀、土師器、須恵器、縄文土器

円万寺館 花巻市膝立字観昔山 堀、土塁、帝郭、■師器、須恵器

7 オ,]ノ ロ 花巻市相ノロ 堀、土塁

8 小瀬川館 花巻市小瀬川 堀、土塁、墳墓

柏葉城 花巻市宮野目田力 伝 承

天下 田 I 花巻市天下田 土 塁

本館Ⅲ 花巻市本館 郭、堀、掘立柱建物跡、陥し穴

本館 I 花巻市宮野目 堀、住居跡、縄文土器、石器

13 添市館 花巻市矢沢 堀

陣ケ森 花巻市矢沢 堀、土塁

湯口・上館 花巻市膝立字上館 堀、土塁

古館 I(中館・万丁目館 ) 花巻市中根子字古館 堀、土塁、土師器、須恵器

17 十人ヶ城跡 花巻市下幅 堀

花巻城 (鳥谷ケ崎城) 花巻市城内 堀

矢沢館 I 花巻市矢沢 堀、土塁

矢沢館Ⅱ 花巻市矢沢 堀

槻ノ木 I 花巻市矢沢 堀、住居跡、土師器、縄文土器

胡四王山館 花巻市矢沢 空濠、竪穴状遺構、土師器、須恵器

矢沢人幡 (古館、矢沢館) 花巻市矢沢 溝、掘立柱建物跡、古銭、陶磁器 人幡遺跡を改称

高木古館 花巻市高木 堀 旧古館

根子館 花巻市大田 空堀、土塁、注穴群、住居跡

太田中央 花巻市大田 土師器、フレーク

轟木館 花巻市轟木 堀、土塁、須恵器

中里館 花巻市大田 堀、土師器、須恵器

坂井 花巻市大田 墳墓、土師器 東館と伝えられる

薬師館 花巻市東十二丁目 郭、堀

下 館 花巻市中根子字館 堀、土師器、縄文土器

不動 Ⅱ 花巻市不動、上諏訪 堀、住居跡、土師器、須恵器、土錐

上館 花巻市桜町四丁目 堀

十二丁目城跡 花巻市十二丁目 堀、土塁、縄文土器 半壊滅

栃内館 (館屋敷) 花巻市栃内 土塁、フレーク 栃内館屋敷跡を包括

笹問館 花巻市北笹間 堀、郭、掘立柱建物跡、陶磁器

関口西 石鳥谷町関口

関口 I 石鳥谷町関口

関口Ⅱ 石鳥谷町関口

関口Ⅲ 石鳥谷町関口

関 口Ⅳ 石鳥谷町関回

関口V 石鳥谷町関口

関口Ⅵ 石鳥谷町関口

関 口Ⅶ 石鳥谷町関口

宿 石鳥谷町八重畑

隅つこ館 石鳥谷町五大堂 堀、土塁、郭

小山田館 東和町安俵

土沢城跡 東和町土沢 慶長 17年築城

安俵高館跡 東和町安俵

安俵館跡 (館小路) 東和町安俵 堀

毒沢城 東和町毒沢館沢田 堀
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第 44図 高木古館遺跡推定縄張図

③曲輪について

曲輪 01と 曲輪 02が調査されたが、曲輪 01はその大部分が調査区外でその全貌を明らかにするこ

とができなかった。また、住居跡も確認されたが、形状や出土遺物から縄文時代のものであり、中世

の建物跡は発見できなかった。

④堀跡

堀跡 3条が確認された。すべて空堀である。曲輪 01と 曲輪 02を 掘 りきる形に存在する堀跡 02・

03は時間差を持って構築されていた。また、柱穴が 4基あったがその形状、配置から橋脚の可能性

は低いと思われる。防御としての機能の他に排水路的な働きもあったのではないかと考えられる。

⑤館跡の時期と性格

文献にも記録がなく、築城主についてなど詳細は不明である。今回の調査成果から、小規模の普請

のみで本来の地形の改変は最小限度に留まっていることや作事の跡や出土遺物から長期にわたり日常

生活を営んでいるとは考え難いことが指摘できる。館跡の築城及び使用された時期は、15世紀の中

頃の中国産青磁や銭貨、錫杖等の出土遺物から、15世紀以降を中心として機能した館跡の可能性が

高い。花巻周辺において、比較的開けた低地部に築城された館跡とは異なり、山間に築城された理由

は、古来より交通の要衝であつたことも関わると思われる。

以上のことから、高木古館遺跡は、日常生活を営んだ「常の居城」というよりも、戦乱時に交通の

要衝に築城された極めて軍事的な性格の強い「詰めの城」としての機能が想定される。
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5 総括

遺物

遺物は、中世の青磁を初め、土器、石器、金属製品、銭貨などが出土 している。総量は大コンテナ

(30× 40× 30 cm)で 2.5箱 である。

縄文土器は前期から後期末葉の頃のもの、弥生土器は後期、土師器・須恵器は平安時代のものが出

土している。石器は、石鏃・石匙・石錐、その他剥片類が出土している。これらの時期は明確には決

定しがたいが、縄文時代前期～晩期の間におさまるものと考えられる。

中世に属する遺物には磁器・金属製品がある。磁器は 2点出土 しており、15世紀中頃の中国産の

青磁片である。金属製品には、錫杖、鏡がある。このうち錫杖は、鍛造の鉄製で、総高 12.55 cm、 重

さ77.29gである。穂袋部は長さ H.3 cm、 直径 0,4 cmの不整な円形をしており、先にいくにつれ細 く

なる。柄を差 し込むための穴は口径 1.5 cm、 深さ 5。 9 cmの袋状に作 られている。輪の輪径は 4.85 cm。

輪頂に層塔を模 したと思われる 1.3 cmの細長い突起がある。輪の左右下より巻き込んで蕨手状に開き、

直径 1,3 cmの輪を作る。遊銀も鉄製で、断面 0.15 cm円形で外径 4.4 cmの ものが 3本残存する。

かつて修験者は山岳修行の結果、仏としての力 (験力)を獲得 したと称 して、加持祈祷・調伏・憑

き物落としなど呪術宗教1舌動を行い、庶民の宗教生活に大きな影響を与えてきた。そして、禍を成す

悪霊や崇 りやすい死者の霊魂、荒れすさぶ御魂を鎮めるタマシズメのために、仏や菩薩が権 (か り)

の姿をとって現れる =権現を鎮める思想を展開してきた。錫杖は、その僧侶や山伏の所持具たる比

丘十人物 (楊枝 ?深豆・三衣瓶・鉢坐具・錫杖・香炉・漉水嚢・手巾・刀子・火魃・錦子・縄床 。経・律・

仏像・菩薩像)の一つである。修験者は六輪がはめられた菩薩錫杖を用いる。錫杖を振ることは六道

輪廻の眠りにある衆生を目覚めさせて、菩薩の六波羅蜜の修行に導 くことを示すという。また、錫杖

の音は、身・口・意の三業が犯 した罪障を消滅して速やかに菩薩を証する。さらに、蛇や毒虫を追い

払う。身を支える 。門前にて合図するなどの目的を持っている。通常肩の高さの木柄をつける。遺品

は、奈良時代以降のものも多 く知られており、奈良時代のものは円形が宝珠型で平安時代以降のもの

1よ「くくり」といわれるくびれを持つことが知られている。

このような錫杖が当遺跡より出土したことは鏡の出土とも併せて、中世期においてこの場所で何ら

かの儀式が行われた可能性が考えられる。この点はさらに類例を増やして検討せねばならないが、本

遺跡の性格を考える上では重要な遺物であることは疑いない。

おわりに

今回の調査で高木古館遺跡は、縄文時代、弥生時代、古代、中世の複合遺跡であることが判つた。

縄文時代においては一時的な集落の場、狩猟の場として利用されていることが判明した。各遺構の具

体的な時期については明らかにできなかったが、遺物からみると前期から晩期までの各時期の上器が

出上していることから長期にわたり利用されてきたことがわかる。中世においては小規模な館跡とし

て使用された。錫杖や鏡の出土はその性格について重要な示唆を与えるのである。遺跡は後世におけ

る改変が著しいものがあったが、上記のような貴重な成果を上げることができた。周辺の調査が進め

ば、今後不明の点も明らかになるものと思われる。
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第 7表 土器観察表 (1)

5 総括

1 深鉢  磯螂 I号竪穴住居跡 (炉)埋土

2 操鉾1 日経部 i号整央住EEI(炉 )壇上

3 採鉢  日縁部 1号肇八倒唇跡 (炉)理土

4 棟鉢 胴体部 1号竪欠住居跡   連土

, 深鉢 胴体部 1号基欠住居跡   連土

6.深鉢, 底都  i号魏 EII(炉 Bl理土

8 深鎌― E48部 1号竪穴状通構   理土

' 411  EIM部
 1号竪欠状遺構   埋土

10深無  胴体部.3号陥し穴4遺構  連上下部

11探鉢  日蕨話 5号土抗      煙上

12重 1  白縁証 5号土抗

13深鉢― 底部. テラス状遺構 02

14探鉢  口縁部.テラス状逸縛02

15 iral 溺林都 テラス状連韓02西

161深鉢  胴体部 テラス状遺構 02

1'1漂鉢  胴春部 テラス状遺構02北烹

18鉢   胴体部 テラス状逸構02

19襟鎌  胴体部 テラス状遺構02西

20繰鉾  口縁話 由輪OI平場東

211深鉢  崩盛都 由熱01平場

″ 鉢   口縁∬ 曲綸OI平擁

23鉢   胴体都 曲輪04平場

24鉢1  胴体部 I号掘跡

25鉢   胴体縦 1号羅跡

26鉢   胴体講 1号掘跡|

"不
明 康部  2号擢跡

23渫鉢  HttM a号掘跡

29深鉢  胴膝郎 曲輪02北東

湾線によ―る構T状芸

海線によるお田状文

無文 袴円状の押庄|

積四状か伸E

撚糸状文

磨耗

撚糸根文

羽状縄文

洸線による構円状支 磨薄

回線部に波状真 平行沈練 絡文LR

白縁に小波状の刻み1目 沈線による直繰支

波口文 横位に隆帯円形文賠付

itaによる構河状文 藩耗

艤 による楕鵬

羽状縄文

縄文RL 沈線による区画

韓

縄支 Li

沈線による構円1状文

沈線によ―る構円状文

日巖上部に溝状沈議 口唇部にも沈線

撚末状文

然糸状文

撚糸状文

撚糸状文

磨耗

沈線による構円状支 磨耗

結東状の羽状縄文 様雅混入

大木10.式1 縄真 中期 31X19A

大たlo式  縄文 中期未 3り お

縄文 中期  3は0

蘊文 中期  3002

篤薬 中鶏1  3008

蘊文     3041

機文     3015

弥生 後郷  3014

大本10式  臨皮 申期  3001

大河式01式 縄支 晩期  4036

却 式Ci式 縄文 晩翻  4037

縄文 中期  3053

大木 1む式  経文!申期  3o52

大本 1■式  縄文 中期  3078

縄文 中期  3051

縄文 申期  3082

雄  醐     3081

縄文 前期  3079

担土

検出面 黒

横出面 黒―

埋上 黒

題土

超土 黒

選土 (盛土 )

4■       黒

検出面 秦
―

■層 茶 |

I層 1茶

工暇 茶

選土

埋土

4EL

埋土

4fL

■層
―
秦

大本
-10式

大本 10式

大木 10式

縄文 中期

縄文 中期

弥生 後翔

雄 鰤

弥生 後期

Fniと 後期

弥生 後期

緻

縄文 中期

4007

3020

307

3017
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絋1器糧i 部位|「 出土地点!遺構名

30 深鉢  胴体部 ⅢAグ リッド北東

31 深鉢  日縁部 曲輪 02北東～東

32 深鉢  胴体部 トレンチ南斜面東

33 深鉢  胴体部 T07南→ 14m

34深鉢  胴体部 曲輪 02東 頂上

35 深鉢  日縁都 頂上部

36 深鉢  胴体部 由輪 02北東

37 深鉢  胴体部 曲輪 02北東

38深鉢  胴体部 曲輪 02北東

39深鉢  胴体都 曲輪 02北東

40 深鉢  胴体部 SX04

41 深鉢  胴体部 トレンチ南斜面東

42 深鉢  胴体部 曲輪 02北東

43 深鉢  胴体部 頂上部

“

深鉢  胴体都 曲輪 02北東

45 深鉢  胴体部 トレンチ南斜面東

46 深鉢   月同体音b T02

47 深鉢  胴体郡 曲輪 02北東

48 深鉢  胴体部 頂上部

49 深鉢  胴体都 SD06東

50深 鉢  胴体部 曲輪 02北東

51 深鉢  胴体部 頂上部

52 深鉢  胴体部 頂上西

日縁都 T15～ 16中間部斜面

口縁部 テラス状 2斜面西

1感位・ :― ―| | |

茶       結東状の羽状縄文

茶       結東状の羽状縄文

―蒐様 :争議
(

繊維混入

繊維混入 口唇部に刻み

繊維混入

繊維混入

繊維混入

織維混入 口唇部に押圧縄文

繊維混入

繊維混入

繊維混入

Ⅲ 高木古館遺跡

緒

―

■ 勅 ■ 1登941Q

大木 2a式 ? 縄文 前期  3113

大木 2a式 ? 縄文 前期  3088

大木 2a式 ? 縄文 前期  4033

大木 2a式 ? 縄文 前期  3039

大木 2a式 ? 縄文 前期  3092

大木 2a式 ? 縄文 前期  4030

大木 2a式 ? 縄文 前期  3114

大木 2a式 ? 縄文 前期  3117

大木 2a式 ?

大木 2a式 ?

大木 2a式 ?

大木 2a式 ?

大木 2a式 ?

大木 2a式 ?

大木 2a式 ?

大木 2a式 ?

縄文 前期  3108

縄文 前期  31H

縄文 前期  4019

縄文 前期  4032

縄文 前期  3116

縄文 前期  41127

縄文 前期  3110

縄文 前期  4034

縄文 前期

大木 2a式 ? 縄文 前期

大木 2a式 ? 縄文 前期

大木 2a式 ? 縄文 前期

縄文 前期

大木 2a式 ? 縄文 前期

縄文 前期

大木 10式   縄文 中期

大木 10式   縄文 中期

大木10式  景董 
中期

大木10式  墾董 
中期

大木 10式   縄文 中期

大木 10式   縄文 中期

a033

3112

4028

4016

3101

4029

4003

3046

3056

3074

3022

3068

4018

層

　

　

層

茶

　

　

茶

　

　

茶

層

層

層

土

土

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

埋

埋

埋土

I層  黒

検出面

検出面

Ⅱ層 茶

Ⅱ層 茶

検出面上 (黄褐～暗褐 )

Ⅱ層 茶

Ⅱ層 茶

検出面上 (黄褐～暗褐 )

埋土

Ⅱ層 芥

検出面上 (黄掲～暗褐 )

検出面

検出面 黒

埋土 黒

結束状の羽状縄文

結東状の羽状縄文

結東状の羽状縄文

結束状の羽状縄文

結束状の羽状縄文

結東状の羽状縄文

結束状の羽状縄文

結東状の羽状縄文 繊維混入

結束状の羽状縄文 繊維混入

結東状の羽状縄文 繊維混入

結東状の羽状縄文 繊維混入

結束状の羽状縄文 繊維混入

結東状の羽状縄文 繊維混入

結東状の羽状縄文 繊維混入

縄文 LR

結東状の羽状縄文 繊維混入

結東状の羽状縄文 繊維混入

結東状の羽状縄文 繊維混入

縄文 LR 円形の窮孔

結束状の羽状縄文 繊維混入

縄文 LR

沈線による楕円状文 LR

口縁部に沈線による区画 精円状文

土

　

　

層

埋
　
　
　
Ｉ

53 深鉢

54深 鉢

55 深鉢

56深 鉢

57 深鉢

磨耗

埋土 黒       沈線による楕円状文 磨耗

沈線による楕円状文 磨耗

it線による楕円状文

沈線による楕円状文

日縁部 テラス状 2斜面東

口縁部 頂上部

胴体都 テラス状 2斜面西

58 深鉢  胴体部 頂上部東

上 埋土 盛土下
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,碑唖

59深鉢 瑯 テ
'ス
燃材料苗齋  襲■ 轟       擦要と芝                            熊茸 中期  3054

m繰馨 駆紳話lt07南■整韓    1層1轟      1謝騨iよ靭                1大 飛m式1 織養 申期  3038

敬 麟  翻轄犠テラか贈 掛面蓬  「難 黒     驚涯多RI報伽載擦に工る鹸         発苗oA 籍章 1繭0 3072r

62攘撃 黙 .二≫鞘ψ繭 苗  雛 ―纂      驚蒼|■ ,郵癬醐成             去本●式 終笠 Ⅲ銃  3061

69躍錦 痩縛鍛 ■■ダ,ツ ド平揚東1 1憂 泰       癬喋オ苺                            経箕
―
中鶏  と滋

融 辮拳 障鰐船範 薄→ぬ厳     I髯 黒       襲峡tR鶏終                         罐光 1車耕  30961

お 擦館1 脇終部チユ期 斜蕊慕  1理と 黒―       練 1                               種オ ー中継  3077

66.豫鐘 麟 部 ,弗斡鬱斜爾環  湛工 鷺      nkRL                         施舞 +既  弾聾

67.稼舞 節凸議 7フ幾 額 歯
―
  歯雌 轟      終斎

=工
                        線 ■鶏  3066

“

鸞難 H議部歯競.02辞霧
-    1-唇

轟―     確撼機によ掻綸朧 孵 ね聟碑甲曽辞職    大本10式  靭 憐   3094

0理無 輝毎群 ■02南‐
"HI   I啓

纂      1観 L―                         縄支 .串霧  3035

“

―
峻鎌I H縁難 テテ熟脱 斜面西I  HfH黒―     隆湘爾こよ雑                      ―絡業 申期  報η

71鶴無 鶴 .演J町(1.与痢腕醜E〉 強鴻面       郵繊舶鞠赫機起僣加,墓節に薄森擁隷1      太面表0孝武艇文 擁漸  理り

,麟 筋螂 騨    搬 面 茶   燃 1■落繭 14k       
騒

鱒
3045

73藻鉾 H霧縦
'テ

舞騨 鰤 爾  碧工 轟      弁碧鞘輯 発 |:嘲簾によあ盛酒 禅弾幾響壁   郊 Or式 機盛 襲麟  抑朗|

Й‐灘鉾 1直綴離 鎮と議 権床04   憩曲種上.(策絡引翻研 1酌騒鰤鬱炒婢翔破却斉向 平行粥縫        表罰歳C,式 i轍 晩翔  1鶴

奮 麟 ―船鰯 船 醸 1  緯    1鵜 蜘 嬢 ?      
綴

醐
4kMi

76攘館 冊館部頼瓢 .1-黎麟励畿け憩翔範     純筵R潮滋祥親裁熱          災樹☆0■黄―縄箕 臨簿 4tW

″ 蟄鎌 口鶉盛態止茜(癖鶏働俗ゆ強n面       IH締期痢球鶏 i長鏡鰈際支 1細鰯捕による,鞠魏数| ,嘲鴎4式 熊藤 醐 1 4001

お 繰無 1日撥離テユ韓 斜司え 4tL纂   磯 爛 麟 擦制に対驚機 癬 観     壌葉

続鶏 309

79蓑鉾 毒輩 苗織骸―平場苗              壌値に郷 1薬 1隆譲線F甚姦菌雌          翻 Cl式
―
縫梵 醐   aos

801繰賂 嗣雑熱 頑上部略      alulHIt露籍■薗麟 め篠にぶ為区画ALi                 'た 凝式0お裁繊 穣期  3024

餌 麟 爾 �   ―
離 鵡 輸 雄 艤 ,       

筵

艤 ―鱒

82盤蝶 1鶴 涙離     ―劇蜻       口熱鰯強董 鞘開議           為謗種 式々藤腹 を靭  402

攀 撫鱗 H霧雛―車IA/・Jメ.聘棄 ユ整 恭      蜘 撃 鱒 を盛範         未灘誨02A蔭寮 繰却  航ぬ

B4碑碑 盛部 要と雛     halH■ (騨警縛靱 嘉雛                縄質 鰯押 4u8

節 蝶鰈 螂 1 預主郎                藩維                         薦文    3023

861麟  腐都| トンンテ
“

    I言 Ⅲ     未素越1                       癒     鯉

87灘瑞 1爾 講曲菊暢百   1唐       轟縛蓑 嬢義                   懇 ―警庭 3096
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コ 青恭古婚造跡

軽 謗纂  F鶴離HH4鍼鶏     主層 篤

わ 1黎纂 呻縁群 漂■部嘉 Ne■ IA23 4・H面

90.欝  1醐騨積T05       ■層 黒

91.擦鉢 瀬膵隷 .T13.        機坤H

92曽蝶  ヨ議 ゆ 3om    I犠 幕

93擦離 麟螂 テラスよフ辞宙西  逐圭 毎|

94紫黎 前軽群 テラム軽2斜要菌 上 盤土 藤キヤ

9S癬添 1爛 識鋤こ■襲

96船鱗 胴体報 TIS習 2癖‐    eth面 |

97「鶏1 練絡蔀 酌鯨堕北藤    ■層 ―茶

!堅 擁雑 柳賂雛 Tェョ        襟H可

99船  ―膳辮硝,即鞘療     紳 面

L00麟  廟 艤      難

101深鉢 預膝郡 頑上部 68     4HI面|

ゅ 癖  1議鱒疵鵡精彎IIta    工嬉 斉

103沸鶴 m鶴 テテスーな鶏癖喋  連
=黒

404漂鉾 瑯裕群 トンン
'鵞
斜爾車  握キ

10S撹麟  抑櫛
'オ
浜螂 繭   難 .轟

嘘 麟  ―肺朧硝 H1402H

w″ 熟錦 痴林蔀 1を基跡首     壊エー

10s深鰈 胴体都 ⅢⅢ        襟H質

―
ゆ 辮  騨騨 ■瑚 要     題主

lm繰錦 胴体部 拶機 鰊     検雪爾

IIIII麟  輝体覇 翰 雛西     理主.

ll12療鎌 ―臓棒蔀 ■号類餅首      嶽主―

ュェョ澱難― 購体郎 Ⅲ号韓跡薗     理主―

1■ 輝鉢 嘲 チ
'本
渫ォ斜菫要  埋と 景

lIS漂鎌 瀬体部 テ
'永
状2鮮節蒼 上 4■ ―atLT

i16搬館 胴森爵 I.号輔跡督     経エー

触 羅

ElttE期簸  甥

鷺支L漁

工争舞

蘊支二凛

騨 蝉 ユ
・

織 箕

簸 ミL

艇支RI

―

 ,窮 ,ヽ11,1ド i夢1,

鱒

,療ユ謝
'ヽ

舞憲雹tJご |

縦H撫籍吏

艤
――

縮 麟

1,な 言ヽ語,,お 1,電 | ―

麟

HttA歳斉終Hけ職:】       百 1

撚熟嫌策|

機

麟

響

H譲寒t封漁゙Iぶこう蕉:|

1,A↓系ギL求:淀,

1ヨA,1ヽ,1'こう1 1

触

靭

麟

織

1赤整 終醐  3093

:うF」    =        牽誓こ員露                   40241

「酵整HI      懇鬱切              9037

1難 繊  3043

44鱗   3094

1,“』   」
           玲崇苗賞霧                   aoJ8

1再与0とと      鰺鬱観              m69

1難 触  a123

1節4掬魂  駆

郎
=癬
  3405

1猟と 後潮  範猛

hal 後難  駆

遍y打″豊I                      務翻主B                                                          4017

酪生 後繊  4031

お肇 理  ,1■

離 轡  3071

.雄 ―鰯   nas

.姓 麹  螂

綾 籟  3089

1難 観  鱒

蔀工 勢群  3041

鮭 榊  4m8

:踏卜菌ヨヒ
ー
         i4芸 こIu呼                             4Hm

雛
―
期  Xlly11

難      :4雲 1瀾鶴              4009

1瀬配室 ヤ鱗櫻麟   OIS

雄           |イ】   0樹き曝                            m63 1

魏生―義簿  367

V確

= 
務じ瞬   404ユ
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5 総括

孟 i嬰.筆 ■単1煮 1商脇

117深鉢  胴体部 T13

118深鉢  胴体部 曲輪 02北東

H9深 鉢  胴体部 テラス状 2斜面西 上

120深鉢  胴体部 1号堀跡西

121深鉢  胴体部 曲輪 02北東

122深鉢  底部  テラス状 2斜面東

123深鉢  底部  由輪 02北東

1%深 鉢  底都  曲輪 02平場西

層練

検出面

Ⅱ層 茶

埋土 盛土下

埋土

Ⅱ層 茶

埋土 黒

Ⅱ層 茶

I層

第 3表 土器観察表 (2)

騒版 写真 要別    出と位置      感位

7  7 土師器 1号竪穴住居 PP3,  埋土

125 125 土師器 テラス状 2斜面西    埋土 黒

126 - 土師器 テラス状 2斜面西    埋土 黒

127 127 土師器 T05S→ 16m Ⅲ B6f I層  黒

128 128 土師器 テラス状 2斜面西～中央 埋土 黒

129 129 土師器 テラス状 2斜面東    埋土 黒

130 130 土師器 テラス状 2斜面東    埋土 黒

131 131 土師器 テラス状 2斜面西～中央 埋土 黒

132 132 土師器 テラス状 2斜面西    埋土 黒

133 133 土師器 テラス状 2斜面西    埋土 黒Ⅲ b

134 134 土師器 テラス状 2斜面東    埋土 黒

135 135 土師器 テラス状 2斜面西～中央 埋土 黒

136 - 須恵器 テラス状 2斜面東～中央

137 137 須恵器 テラス状 2斜面東～中央

女繋に|1解

縄文 RL

削 り込みによる沈線

撚糸状文

撚糸状文

縄文 RL

撚糸状文

肖Uり 込みによる沈線

縄文 RL

線1響 iぽ選が基
― ―1痣 ‐臀

胴部   ―  - 86 ヘラナデ

杯 底部   (138)147)(70)ロ クロナデ

杯  口縁部  120 - (36)ロ クロナデ

杯  底部   - 54 12 ヘラケズリ

箋 日縁部 け リ ー Gぽ
デ|デ

ヘ ラガ

杯  1/2完形 (138)(38)(7.2)ロ クロナデ

杯 底部   ―  ―  (18)ヘ ラケズリ

甕 胴部   ―   ―  ―  ヘラケズリ・ ヨコナデ

甕 胴郡   ―   ―  (161)ヘ ラケズ リ

ヘラナデ・ハケメ・ ヨ
養 口縁部  (192)一

コナデ

甕  日縁部  (174)一  く54〉 ロクロナデ ヨヨナデ

甕 胴部   ―  (13の (71)ヘ ラケズリ タタキ

整 胴部   ―   ―   ―  タタキ

箋 底部   ―  (120)(12oヘ ラケズリ

内面

ヘラナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ヘラナデ・ハケメ

ロクロナデ

ヘラナデ

ヘラナデ

ヘラナデ

ロクロナデ

ヘラナデ

青海波文

ヘラナデ

■ 騨 二 騨

弥生 後期   3042

弥生 後期   3104

弥生 後期   3070

弥生 後期   4010

弥生 後期   3106

弥生 後期   3075

弥生 後期   31tlll

弥生 後期   3097

IⅢ 8「41-● 1募

輸積跡        14

糸切 り痕       18

ロクロ調整      10

13

15A

糸切 り痕 ?(灰白色 )17

11

15C

12

16

ロクロ調整      9

19

埼積跡 ?       22A

ヘラ切 り?     21

|■―膨

磁器 :青磁

磁器 :青磁

. 1登録

1

3

一鯵

第 9表 陶磁器観察表

図版 写真 器盛 部位    出
=細
点

138  138  皿   口縁  曲輪 01東端

139  139  椀   底部  曲輪 01東端

層位

検出面

検出面

討榔oO
口径 残径 器高

―  ―  (2o

-    100   (22)

1翼徹亀奸ヨほ

オリープ灰

オリーブ灰

■製作地    製作年代

中国 (北宋)  15世 紀中頃

中国 (北宋)  ユ6世紀中頃
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第0表 石器観察表

440t40雛 11号陥じ八峡遺締

11号陥じ穴状還構141籍

142. 442 -ス タ1/r″ドー (�器) ■号確し本状越構

143 ,4-ユ タレイイ`一軸器) ユI号陥じ点状慧籍

144 率タレイパ‐ 騨明勲   2-→卸中期ヒ側

lrlSi 145 離kl商百) A締ゆ

的  'こ 蝉

1わ �灘 貫岩て婁翻山脈)報
“

代新葬ヨ紀

攣,■ 貫岩(鶏酎Ю 続盛薩 霜

9.68 1真岩(奥車uIMl雑秦的

o.6S i責を諄勲dthl親郭新舞報

74 41 つ0 1笛欝 1露岩.(果理山】囀1露輩鱒霜差理

|いう, CSp こり 如ま
'玄
式岩4騨欝〕(奥萌WIMl― 翻 経

館キ
ー

4EL

ulL

穣樹面
‐

1即啜 茶

脚

|■層 茶

雛

縛  
―

僚島面
―

斎崎色!二面

IIS I茶|

検出爾|ニ

II騒 泰

l■■

工層 ―■

ntH歯
「
■

攣 蜘

aる兼

韓

∝簿 貫岩てと態打IInl斯生代新鋳三紀

'70 
貢岩(輿理山脈)艤 籍二霜

1皓疑 真岩(奥理由筒 蜘 鋪
=紅

19F96質岩(奥翔n脆)続曇代薪線

0.991鵞箕1期油碕 解雑瞬 報

ゆ  衰舞(奥理
―
dIMl韓 程
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5 総括

第 11表

図版 写真

197  197

198  198

199   199

200  200

金属製品・銭貨観察表

器種      出土地点

鏡  トレンチ 7S2m～ E5m

トレンチ 7S
錫杖  ～ 15m(1号 竪穴状遺構付近 )

銭貨 トレンチ 10～ H

銭貨 トレンチ 19A

計測 (cm/g)

長さ  幅  厚さ 重量

(66)   (66)   01    3378

126    49     15    7729

備考

「亀甲地双鳥文鏡」 3/4欠損

柄部欠損

「県寧元賓」 (初鋳 1068年 北宋)

腐食が進み不明瞭

層位

検出面 (黒色土)

検出面 (黒色土)

Ⅱ層 茶

検出面

鶉
　
　
　
２

1

3144
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Ⅲ 高木古館遺跡

付編 自然科学分析

1炭 化 材 分 析
パリノ・サーヴェイ株式会社

は じ め に
岩手県花巻市に所在する高木古館遺跡は、北上川と猿ケ石川に挟まれた丘陵上に位置している。本

遺跡の発掘調査の結果、縄文時代の陥し穴や弥生時代と考えられる竪穴住居跡、中世城館に伴う堀跡

や溝跡、土塁、曲輪、さらに、時期不明の掘立柱建物跡や炭窯跡などの遺構が検出されている。

本報告では、上記の炭窯より出土した炭化材の樹種同定を行い、製炭材の種類について検討する。

(1)試   料
試料は、炭窯跡 (SW01)内 より採取された炭化材 2点である。当炭窯跡は斜面部に構築されており、

出土遺物が少なく年代については不明とされているが、遺構の形状や岩手県内での類例などから、中

世以降、あるいは近～現代と考えられている。

(2)分 析 方 法

木口 (横断面)。 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡およ

び走査型電子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴から種類を同定する。

(3)結   果
分析の結果、炭化材は2点 ともに落葉広葉樹のコナラ属コナラ亜属コナラ節に同定された。以下に、

解剖学的特徴等を記す。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercus subgen.Lepidobalanus sect,Prinus)  ブナ科

環孔材で、孔圏部は 1-2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1-20細胞高のものと複合

放射組織とがある。

(4)考   察        、

コナラ節の木材は、一般に重硬で強度が高く、薪炭材としては良材の一つであり (平井、1979)、

木炭は硬炭となり火持ちが良い (岸本・杉浦、1980)と される。なお、宮脇 (1987)の潜在性植生

等の所見によれば、本遺跡周辺では、二次林や山林の落葉広葉樹林にコナラやミズナラが生育する

とされる。また、南部物と呼ばれる岩手県産の木炭には、ミズナラを利用するとされている (岸本、

1984)こ とから、炭化材に認められたコナラ節は、コナラあるいはミズナラの可能性がある。

また、試料とした炭化材表面には、樹皮が残存、あるいは樹度のみが剥がれた状況あつた。そこで、

これらの木材の最終形成年輪形成状況について観察を行った。その結果、いずれも春材部が形成され

ており、夏材部が形成中あるいは形成終了した状態が確認された。したがって、これらの木材の伐採は、

晩夏～冬の期間に行われたことが推定される。木炭の焼成は、冬期が適するとされるが、この季節は

木材の含水量が低い点や湿度が低い点等が関係している推測される。以上の結果を考慮すると、本遺
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付編 自然科学分析

跡でもこれらの時期に木材の伐採や木炭の焼成が行われていたと考えられる。

引用文献

平井信二 1979  木の事典 第2巻 かなえ書房 .

岸本定吉 1984  木庚の博物誌 総合科学出版 260p

岸本定吉・杉浦銀治 1980  日曜λやき師入門 .総合科学出版、250p

宮脇昭 (編)1987  日本植生誌 東北 至文堂、605p

2火 山 灰 分 析

パリノ・サーヴェイ株式会社

は  じ め に
岩手県花巻市に所在する高木古館遺跡は、北上川左岸の丘陵上 (標高約 90m)に位置する。発掘調

査の結果、縄文時代の陥し穴や弥生時代の竪穴住居跡、中世城館に伴う堀跡や溝跡、土塁、曲輪、さ

らに、時期不明の掘立柱建物跡や炭窯跡などの遺構が検出されている。なお、前幸R告では、時期不明

とされる炭窯から出土した炭化材の樹種同同定を行っている。

本報告では、本遺跡の立地する丘陵斜面中腹の上層中に認められた火山灰 (テ フラ)と考えられる

堆積物について、その性状を明らかにし、テフラである場合には、噴出年代の明らかにされている指

標テフラとの対比を行い、土層の年代に関わる資料を作成する。

(1)試   料
試料は、高木古館遺跡の立地する丘陵斜面北側中腹付近の表土下約 50 cmの黒褐色土層より採取さ

れた責褐色を呈する砂質のブロック状堆積物 1点である。なお、当遺跡の基本土層は、上位より表土

(層厚 :約 5 cm)、 黒褐色土層 (層厚 :約 40 cm)、 暗褐色土層 (層厚 :約 10 cm)、 黄褐色土層 (地山)

に分層されており、発掘調査時に暗褐色土層から縄文時代の遺物が確認されている。

当試料の肉眼観察の結果、黄褐色のシルト質砂であり、細粒の火山ガラス質テフラであることが確

認された。

(2)分 析 方 法

試料約 20gを 蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超

音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを流し去る。この

操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実

体顕微鏡下にて観察する。

観察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・

軽石を対象とし、その特徴や含有量の多少を定性的に調べる。

火山ガラスは、その形態によリバブル型 。中間型・軽石型

の3タ イプに分類した。各型の形態は、バブル型は薄手平板状、

中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状な

どの塊状ガラスであり、軽石型は小気泡を非常に多く持った

塊状および気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。

雲齢

1●

:0

3

と
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Ш 高木古館遺跡

さらに火山ガラスについては、その屈折率を測定することにより、テフラを特定するための指標と

する。屈折率の測定は、古澤 (1995)の MAIOTを使用した温度変化法を用いた。

(3)結   果
処理後に得られた砂分は、多量の細砂～極細砂径の火山ガラスと多量の軽石から構成される。火山

ガラスの多 くは無色透明の塊状の軽石型であり、少量の繊維束状のものおよび無色透明のバブル型も

混在する。軽石は、最大径約 1.2 Hlmで粒径の淘汰は非常に良好、白色またはやや風化 して黄白色を呈し、

発泡は良好である。火山ガラスと軽石の他には、極めて微量の斜長石や斜方輝石などの遊離結晶や安

山岩と思われる岩石片などが認められる。

火山ガラスの屈折率測定結果を図 1に示す。nl.505～ 1.508の レンジに入 り、nl.506～ 1.507に モ

ー ドがある。

(4)考   察
試料は、細粒の軽石および火山ガラスを主体とするテフラである。上述した砕屑物の特徴および高

木古館遺跡の地理的位置と、これまでに研究された東北地方におけるテフラの産状 (町田ほか (1981:

1984)、 Arai et al。 (1986)、 町田・新井 (2003)な ど)と の比較から、試料は、十和田 aテ フラ (To― a)

の降下堆積物であると考えられる。To―aは、平安時代に十和田カルデラから噴出したテフラであり、

給源周辺では火砕流堆積物と降下軽石からなるテフラとして、火砕流の及ばなかった地域では軽石質

テフラとして、さらに給源から離れた地域では細粒の火山ガラス質テフラとして、東北地方のほぼ全

域で確認されている (町田ほか、1981)。 また、その噴出年代については、早川・小山 (1998)に よ

る詳細な調査によれば、西暦 915年 とされている。なお、町田・新井 (2003)に記載された To―aの火

山ガラスの屈折率は、nl.496～ 1.508の広いレンジを示す。ただし、nl.502以 下の低い屈折率の火山

ガラスを主体とする火山灰層は、南方へは広がらず、十和田周辺とその東方地域に分布が限られると

されている (町田ほか、1981)。 おそらく、今回検出されたテフラは、低屈折率の火山ガラスを含ま

ない To―aに相当するものと考えられる。

また、上述の早川・小山 (1998)に よれば、東北地方では、To―aと ほぼ同時期 (To―a噴出から約

30年後の西暦 947年 )に 中国と北朝鮮の国境にある白頭山から噴出した白頭山苫小牧テフラ (B―Tm)

の堆積も広域に認められているが、このテフラは細粒のバブル型の多い火山ガラスを主体 とすること

や、その屈折率が高い (nl.511～ 1.522)こ とから、To― aと は明瞭に区別される。今回の試料中に含

まれる火山ガラスには、B―Tmに 由来する火山ガラスはほとんど含まれていないと考えられる。

以上の結果から、当試料は黒褐色土層の形成年代を示す指標となる可能性がある。ただし、試料採

取位置が丘陵斜面より採取されており、テフラの一次降下物であるかは課題が残る。今後は、周辺の

同土層やテフラ層が保存されやすい遺構覆土等の観察を行い、検討することが望まれる。なお、黒掲

色土層に To―aが含まれることを考慮すると、下位の縄文時代の遺物が確認される暗褐色土層との間

に層位関係に矛盾はないと言える。
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調査区違景 (西→)

調査区近景 (直上)

写真図版 1 調査区全景航空写真 (平成 15年度 )
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調査区違景 (東→)

調査区近景 (直上)

写真図版 2 調査区全景航空写真 (平成 16年度 )
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調査区遠景 (南→)

i側南斜面)                     基本土層⑤

写真図版 3 調査区全景、調査前現況、基本土層

調査前現況 (東側南斜面) 調査前現況 (北斜面)

調査前現況 (西側南斜面)
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翼

(平面 )

(断面 ) 炉跡A(平面 )

炉跡 B(平面 ) 炉跡 C(平面 )
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写真図版 4 1号 竪穴住居跡



一　
　
部
　

騒

1号陥し穴状遺構 (平面)

2号陥し穴状遺構 (平面) 作業風景

3号陥し穴状遺構 (平面) 3号陥し穴状遺構 (断面 )

4号陥し穴状遺構 。4号土坑 (平面) 4号陥し穴状遺構 (断面 )

1～ 4号陥し穴状遺構、 4号土坑写真図版 5
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5号陥し穴状遺構 (平面 )

議1鋒

8号陥し穴状遺構 (平面) 8号陥し穴状遺構 (断面)

～ 8号陥 し穴状遺構

5号陥 し穴状遺構 (断面 )

6号陥し穴状遺構 (平面 ) 6号陥 し穴状遺構 (断面 )

7号陥し穴状遺構 (平面) 7号陥し穴状遺構 (断面 )

I韓ヤ
I｀
1樹麟r

韓

:!轟簿蛹静
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写真図版 6



撃r静|

9号陥し穴状遺構 (断面)

10号陥し穴状遺構 (平面 ) 10号陥し穴状遺構 (断面)

11号陥し穴状遺構 (断面 )

1号竪穴状遺構 (平面 ) 1号竪穴状遺構 (断面)

9～ 11号陥 し穴状遺構、 1号竪穴状遺構写真図版 7
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1号土坑 (平面 )

燿 i

縛

摯濠輩

2号土坑 (平面) 2号土坑 (断面 )

3号土坑 (平面 ) 5号土坑 (平面 )

6号土坑 (平面 )
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写真図版 8 1～ 3・ 5。 6号土坑

6号土坑 (断面)



7号土坑 (断面)

テラス状遺構 01(平面) テラス状遺構 01(断面)

テラス状遺構 02(平面)

写真図版 9 7号土坑、テラス状遺構 01・ 02(1)
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テラス状遺構 02(断面) 犬走り01(平面 )

犬走り01(平面) 1号溝跡 (断面)

1号堀跡 (断面 A)

1号堀跡 (平面) 1号堀跡 (断面 B)

-92-
写真図版 10 テラス状遺構 02(2)。 犬走り01・ 02・ 1号堀跡 (1)・ 1号溝跡



1号堀跡 1号堀跡 (断面 C)

1号堀跡 (平面) 作業風景

2・ 3号堀跡 (平面)

写真図版 11 1号堀跡 (2)・ 2・ 3号堀跡 (1)
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調査区北側 2・ 3号堀跡 (断面 )

3号堀跡 (平面 ) 3号堀跡 (断面)

調査区違景 (南→)

1号炭窯跡 (平面) 1号炭窯跡 (断面)

号堀跡 (2)、 1号炭窯跡
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写真図版 12 2・ 3



亀

写真図版 13 出土土器 1



-96-
写真図版 14 出土土器 2



S=1/2

写真図版 15 出土土器 3
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S=1/2

写真図版 16 出土土器 4
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写真図版 17 出土土器 5
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127・  130・ 134

137- 139

写真図版 18 出土土器 6
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S=1/3

S=1/1

-105-
写真図版 23 出土石器 5、 出上金属器 1



S=1/3
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写真図版 24 出土金属器 2、 銭貨



Ⅳ 長 根 I遺 跡

1遺 跡 の 立 地

長根 I遺跡は北上川左岸に形成された沖積平野の微高地上に立地する。遺跡の範囲は南北約 700m

東西約 200mで、調査区はこの北西端、微高地の辺縁部にあたる。そのため、調査区南側中央部が平

場となる以外は扇状に広がる斜面地で、斜面下部はより傾斜がきつくなっている。

粧
御

憮

Ⅷ

縮尺 1 :12,500

第 45図 遺跡範囲図
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2 基本層序

基 本 層 序 (第 46図、写真図版 26)

調査区内の地形は南東から北西に向かって緩やかに下る緩斜面となっている。現表土 (0層 )上面

の標高は基本層序を確認した箇所で、斜面上部 (南側)が 69.10m、 斜面下部 (北側)が 67.30mで

ある (2点間の水平距離は 17m)。 旧表上である黒色土 (1層 )が残存 しているのは調査区内でも標

高の高い南側の中央のみで、ここ以外は表上下すぐに地山層である褐色土となる。地山層は、やや粘

土質な層 (16～ 18'20層 )を挟み、その上位と下位は砂質シル トと砂の互層となっている (2～ 15

層 。21～ 24層 )。 斜面下端 (北狽1)で確認したところ現表土上面から3mほ どで砂礫層となる。こ

れらの地山層は現表土上面の傾斜よりも緩やかに堆積している。そして、上述の通 り旧表上が残るの

は斜面上部のみで、斜面下部へ行 くにしたがって地山の上部層が現表上に侵食されていく。このこと

から斜面の下部ほど削平を受けていることがわかる。さらに斜面下端では氾濫などによるものか、調

査範囲を囲むように北側から西側へかけて大きく侵食されており (a～ j層 )、 より傾斜がきつくなる。

野外調査 と室内整理

(1)野 外 調 査
調査区 (第 47図 )

調査区は遺跡範囲の北西端に位置し、東西約90m、 南北の最大幅 20m程度、面積 931ドを対象と

した。

グリッドの設定 (第 47図 )

グリッドの設定については、平面直角座標第 X系

打設した。これを基本として一辺 5× 5mの グリッ

から東ヘアルファベット小文字の a・ b・ c・ ・・

(世界測地系)を用いて基準点 2点、補点 4点を

ドを組み、北から南へ算用数字の 1。 2・ ・。西

として「 la」 「2b」 と表した。また、墓娠が

密集する区域ではさらに1× lmの小グリッドを用いて遺構の位置を示した (第 47図 )。

粗掘り・遺構検出

調査区内に任意に試掘 トレンチを設定し人力掘削を行い、土層の堆積状況と遺構検出面を観察した。

その結果、黒色土の残る範囲は少なく、ほとんどの区域で褐色の地山層まで後世の掘削が及んでいる

ことが判明した。そのため地山層上面まで重機で掘削し、表土除去後、鋤簾・両刃草刈 り・移植ベラ

を用いて遺構検出作業を行った。

遺構名のつけ方 (第 13表 )

野外調査においては遺構種類ごとに名称をつけた。「略号・番号」の順で、墓墳は「 S K 01」 、柱穴は「p

3」 というようになる。室内整理時には、検出時に合名した名称を変更することなく使用したが、調

査・整理作業の過程で墓墳に欠番が生じたため、報告書掲載時には新たに掲載名称をつけた。

遺構精査 。遺物の取り上げ

柱穴の精査は 2分法を用いた。墓壊は、重複が激しく検出状況から新旧を把握しされなかったため、

重複していると想定される箇所にベル トを設定し同時的に掘 り下げて行った。墓渡内の遺物は極力出

土地点を記録するよう勤めたが、調査期間の都合により後半は、遺構ごとに一括で取り上げてしまっ

たものも多い。

実測

遺構の実測は平面図及び断面図の作成を行った。平面実測は、遺構が密集し精査を平行してすすめ
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3 野外調査と室内整理

たため、光波 トランシットによる計測を採用 している。縮尺は 1/20を 基本とした。土層注記の層中

混入物の量は、おおむね極微量 1%以下、微量 1～ 5%、 少量 5～ 10%、 やや多量 10～ 30%、 多量

30～ 50%、 大量 50%以上としている。

写真撮影

各遺構の全景・断面。遺物出土状況などの写真撮影は、メインカメラとして中判カメラ (モ ノクロ)、

サブカメラとして 35 Hlm半Jカ メラ (モ ノクロ・リバーサル)を使用 した。また、デジタルカメラはメ

モ用として調査過程などの撮影に用いたが、人骨・遺物の出土状況はこれで撮影したものも積極的に

掲載した。

野外調査の経過

8月 19日 より調査員 1名、作業員 13名 で野外調査を開始した。20日 より試掘、24日 には重機に

よる表土掘削、同時に人力による検出作業を行った。26日 には検出を終了 し遺構精査に入つた。そ

の後調査を進め、 9月 1日 に終了確認、 3日 には危険箇所のみ人力による埋戻 しを行い、調査を終了

した。

(2)室 内 整 理

遺物の処理

遺物は全点登録した。釘は表掲載のみで、これ以外は基本的に実測したが、鉄製品・玉の一部、鉄

銭は写真掲載とした。遺物の番号は取 り上げ時に種類ごとに仮番号をつけたが、室内整理段階で種類

変更となるものが多かったため、再度種類別に呑号を付した。その後編集段階で遺構別に並べ、順に

番号をつけ掲載呑号とした。

遺構の処理

遺構の実測図は整理及び点検を行った後に、必要に応じて図面を合成し第二原図を作成し、これを

もとにトレースを進めた。

図版について

柱穴列は平面とエレベーション図を掲載した。墓壊は重複が激しいため、墓壊群全体図に断面図を

付 し、個々の遺構には平面図と垂直分布図を作成した。垂直分布図は人骨のほぼ中央で東西・南北で

それぞれ 2分割し、4方展開の分布を示した。遺構図版には縮尺率を表すスケールと方位を付 したが、

柱穴列は 1/60、 墓壊は 1/20と 1/40と なる。遺物は、基本的に遣構別に掲載 した。縮尺は土器・キセ

ルを 1/_3と し、銭貨・玉を原寸、この他を 1/2と した。なお遺物写真図版の掲載番号は遺物図版と統

一している。また人骨写真は、10 cmス ケールを写し込み、任意縮尺とした。

室内整理

平成 16年 11月 1日 、調査員 1名のみで室内整理を開始した。出土遺物の洗浄後、写真撮影。実測・

トレースの順で進めた。記名は行なっていない。これに並行して遺構の第二原図作成 。トレースも進

め、その後図版組の作業へと移 り、同年 11月 30日 で作業を終了した。
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Ⅳ 長根 I遺跡

4 検出遺構 と出土遺物

(1)概   要
今回の調査で検出された遺構は時期不明の柱穴列 3列、近世以降の墓墳 16基である。柱穴列は調

査区西側、墓残は調査区ほぼ中央に分布する

第 47図 調査区全体図
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4 検出遺構と出土遺物

(2)柱  穴  列 (第 48図、写真図版 27)
調査区西側 (8d～ 10fグ リッド付近)、 傾斜が急になる落ち際に柱穴状土坑が 35基検出された。

これらの埋土は暗褐色 (黒褐色)と褐色上の混上で構成され、混入状態・土質の違いにより4種類に

分類される (A～ D)。 柱痕は確認できなかった。柱穴の開口部径は 20～ 30cm程度のものがもっと

も多い。一方底部は10～ 15cmほ どとV字状に近い断面形を持ち、杭痕の可能性がある。これらは、

斜面の等高線に沿って南北方向に列をなし、ほぼ並行して 3列確認された。しかし、各列とも一直線
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Ⅳ 長根 I遺跡

状にはならばずやや角度をもつこと、東西方向には対応しないことから、おそらく柵の役割を果たし

たものと思われる。出土遺物がなく時期は不明である。

第 12表 柱穴一覧表

ハ A:10YR3/4暗 掲色砂 とЮYR4/4褐色砂質シル トの混土 (周 囲の地山が砂質シル ト)
埋
 B l10YR3/4暗 掲色砂 と 10YR4/4褐 色粘上の混土 (周 囲の地山が粘土 )

↓::瀦サ離誠監務続出さ
R4/4髄粧

番号 グリッド 規模 (cm) 底面標高 (m) 険出面標高 (m)
深さ(cm)
(検出面―底面 )

埋 土 備  考

1 22× 22 65,811 65,991 D

2 18× 20 65949 66.099 B

3 25× 30 66.016 66.138 A

4 18× 25 66024 66.170 A

5 22× 24 66101 66209 A

6 29 × 22 66050 66191 141 A やや地山ブロック多い

7 28 × 29 65.954 66207 25.3 B

8 30× 40 65,783 66164 B

9 9e 22 × 21 65988 66.090 B

9e 29 × 31 66069 66.250 A

9e 36× 29 66.078 66.278 A

9e 53× 32 65,957 66236 279 C

9e 25 × 35 65.849 66257 C

9e 36× 37 65694 66329 635 C

55× 44 66.161 66372 A

21 × 22 65,898 65985 A

17 37× 30 65628 65.967 339 C

28× 22 65,762 65,950 B

9e 26× 22 65.845 65.965 A

9e (30)× 34 65.618 66026 C

9e・ 10e 77× 45 65660 66117 C

30× 22 66.136 A 色調やや茶味

20× 18 65791 D

21 × 22 65628 65774 D

8e × 65.658 65770 D

25× 23 65749 D

25× 25 65,650 65765 D

28 × 25 65619 65770 D

43 × 35 65698 65,929 B

33× 26 65660 65859 199 D

9e・ 10e 38× 30 65.430 B

15× 15 65805 65.901 D

42× 25 65.550 65895 D

9e。 10e 29× 18 65.238 65580 D

30× 21 65。 137 65,355 D

45 X 36 65.805 65901
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4 検出遺構と出土遺物

(3)墓娠
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A oL=68 500m l号
基墳

(A―Aり

10YR3/4暗褐色砂質シルト loYR4/6褐 色砂質シルトブロック多量 .

やや帯状 .
10YR3/4暗褐色砂質シルト 1層 より暗い。混入物無くきれいな層 .
1層 に似るが10YR4/6褐 色砂質シルト少量.
3層 に似るが10YR4/6褐 色砂質シルトが斑状に混じる。
1層 に似る。

墓壊 (CC')
1.=D―D'1層
2.BB'2層 に似る。loYR4/4褐 色砂質シルトブロック
微量(粒径大きい).
3.B一B'3層 に似る。

Ⅳ 長根 I遺跡

B O L 68 5011m 2号
墓城

墓壊 (B―Bり
1.10YR3/4暗 褐色砂質シルト10YR3β 暗褐色に近い。
10YR4/6褐 色砂質シルト大量 .
2.10YR3/4暗褐色砂質シルト10YR3β 暗掲色に近い。
10YR4/6褐色砂質シルト極微量 .
3.2層 より10YR4/6褐 色砂質シルトブロック大きく
量も多い(微量).

墓壊 (D―D')
1.10YR3/4暗 褐色砂質シルト主体土少量。10YR4/4褐 色砂質
シルト大量・10YR4/6褐 色 砂質シルトやや多量帯状にはいる.
2.10YR4/4褐 色砂質シルトやや暗い。10YR4/6褐 色砂質
シルト極微量.
3.10YR3/4暗褐色・loYR4/4褐 色■OYR4/6褐色(全て砂質シルト)
の混土 .
4.10YR4/6掲 色砂質シルト(砂質度強い)地山 ?
5,10YR3/4暗 褐色砂質シルト 10YR5/6黄 褐色粘土質シルト
少量(径2～ 3と 5cm).

炭化物含む.
6.10YR4/4褐 色砂質シルト層 .
7.10YR3/4暗 褐色砂質シルト 10YR5/6黄 褐色粘土ブロック
極微量 .
8.10YR3/4暗褐色砂質シルト 10YR4/6褐 色粘土多量斑状
に混じる.5層 より粒径大きい。

。旦二

匠三]人骨

0              140             2m

墓壊
1.

2.

3.

4.
5.

―CoL=68500m  2号 墓療 4号墓墳    。⊆生 DoL=685011m   5号
墓療   3号墓壊  4号墓療   2号墓壊

EoL=68.500m 3号
墓妖 5号墓頻 7号墓壌

墓竣 (}Eつ
1.10YR3/4暗 褐色砂質シルト しまり弱い。10YR4/6褐 色粘土質シルト細かく(径～2cm)微量 .
10YR4/6褐 色砂質シルト粒子含む.
2.10YR3/4暗褐色砂質シルト 1層 に似るがloYR4/6褐 色粘上の粒径大きくなる。
3.10YR3/4暗褐色砂質シルト しまりややあり。10YR4/6褐 色粘土質シルトブロック大量 .
4.10YR3/4暗褐色砂質シルト しまりややあり.10YR4/6褐色粘土質シルトブロック大量だが 3層 よりは少ない
5.2層 に似るが粘土質シルトブロック極微量 .
6.10YR4/4褐 色砂質シルト 10YR4/6褐 色砂質シルトブロック少量 .
7.10YR4/4褐 色砂質シルト きれいな層 .
8.1層 に似る。
9.4層 に似るが10YR4/6褐色砂質シルトブロック混じる.

第 50図 墓娠断面図
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4 検出遺構と出上遺物

1号墓墳 (第 50～ 52図、写真図版 29・ 31'33・ 36)

〈位置・検出状況・重複〉6g-5eグ リッド付近に位置する。11号墓娠と重複しており、検出時の

平面形及び断面の埋土堆積状況から本遺構が新 しいことを確認した。

〈規模・形状〉開口部径 123× 92 cm、 長方形である。底面はほぼ平坦であるが、北東側へ向かってや

や斜降する。検出面からの深さは、西側 50 cm、 東側 55 cm、 壁はほぼ直立する。主軸方位は、N―

126° 一Wである。

(埋土〉10YR3/4暗褐色砂質シルトを主体とする。 (第 50図 A―A')西壁際 (2層 )は混入物がほとん

どなく、東壁際 (3層 )は褐色土を少量含み、その上を1層が覆う。 1層 は褐色土を帯状に混入して

おり、東西両端から中央へ向かってU字状に傾斜する。恐らく棺の上蓋が腐敗・崩落した際に上位

から落ち込んだ層と推定する。 2・ 3層 は釘。人骨の出土位置から掘方埋土と判断されるが、 3層は、

人骨上位にも堆積していることから、側板の腐敗 (・ 崩落)に伴い掘方埋上が棺内へ流入しているよ

うである。

(人骨〉遺構内中央、やや北よりに出土した。人骨の残存状態は良好で、埋葬時の姿勢をほぼ保つも

のと思われる。仰臥屈葬で南西方向を主軸とする (N-123° 一W)。 顔は北東を向く。残存する部

位は頭骨・四肢骨・椎骨を確認したが、肋骨・寛骨などははっきりしない。鑑定の結果、年齢は熟年

程度、性別は女性と判断された。

(釘・棺〉重複範囲も含め 12点の出土地点を把握した。このうち7点 (205～ 211)は、位置は押さ

えたものの、取り上げる際に遺物を一括してしまった。しかし本遺構内出土総点数が 12点 のため、

墓媛群一括のものがあるとしても大半の位置を押さえることができたと思われる。北半ではほとんど

出土していないが南狽1は人骨の外側に沿うように、底面近くからの出土が多い (A―A')。 また底面か

ら約 10～ 15cmほ ど上に南西 。南東・北東隅で 3点が確認された。これらの釘はおおよそ棺の規模

を表しているものと思われる。釘には木質が付いていることから木棺で、規模40× 80 cm程度の長方形、

高さは 25 cm以上あったものと想定される。棺は西側の底面にあわせて据えられ、底板は67.87m付

近に位置するであろう。南東隅では釘の位置が、上方ほど南側へ傾く (B―B')た め南側板はやや外

側へ開いて崩落した可能性がある。

(遺物〉出土遺物は、キセル 1対 (雁首 。吸口)、 玉 6点、銅銭 1枚、鉄銭 4～ 5枚である。キセル吸
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口は右肩上、雁首は土坑南西隅、銭は脚部の右側

より出上し、キセル雁首以外は底板付近に位置す

る。キセルは脂返しの湾曲が小さく、銅銭は寛永

通賓 (銭種不明)である。

く時期〉出土遺物より18世紀後半以降の年代が想

定される。

―◎了

1 ◎琴≡三=≒ザ   D
件
__司 _生 生

甘
___→

Cm

O cm

(1・ 2)

第 52図  1号墓壊出土遺物

5号基療

(3号墓渡〉

Ⅳ 長根 I遺跡

4号墓墳

2号墓墳 (第 50・ 53～ 56図、写真図版 29。 33・ 36)

く位置・検出状況・重複〉6g-5cグ リッド付近に位置し、 3・ 4号墓壊と重複する。検出時の平

面形及び断面から、 4号墓墳が本遺構を切ると判断したが、 3号墓渡との新旧関係は確認できなかっ

た。しかし、検出時に見えた土質の違う境界線 (破線部)が、3号墓壊の骨出土範囲にまで及ぶため、

本遺構の方が新 しい可能性がある。断面の堆積状況からの新旧関係は把握してない。

〈規模・形状〉開口部の東西径は推定 137 cm、 南北は人骨出土位置までを北側範囲とした場合 100 cm、

検出時の境界線を上端とすると 120 cm、 3号墓崚の人骨出上の南端までとすると 115硼 となる。いず

れにせよ、形状はおおむね長方形と考えられる。底面は東半が傾斜 し西側より 10 cm程 度高 くなる。

検出面からの深さは約 65 cm、 壁はほぼ直立する。主軸方向はN-106° 一Wである。

(埋土〉暗褐色土を主体とする (第 50図 B―B'・ D―D')。 西狽1は、褐色上が少ない層 (2・ 3層 )、 多

い層 (1層 )の順に堆積する (B―B')。 東壁際 D―D' 2層 は褐色上が多 く、B―B' 1層 に似ている。

く人骨〉東西方向はほぼ中央に位置するが、南北方向は北側へ寄る。人骨の残存状態は良好で、埋葬

時の姿勢をほぼ保つものと思われる。側臥屈葬で、埋葬方向は西 (N-102° 一W)、 顔は北を向く。

残存する部位は頭骨・四肢骨・椎骨・寛骨などを確認し、鑑定の結果壮年期前半の男性と判断された。

〈釘・棺〉重複範囲を含め 24点 の出土

位置を把握 し、 1点 を一括で取 り上げ

た。釘は、人骨の周 りを囲んでお り、

また木質が付着 していることから、埋

葬には木棺が用いられたものと推定さ

れる。底面 67.70m付 近で釘・遺物が

集中するためこの位置が底板 と考えら

れる。南側では釘がこの高さで一列に

並ぶ (C―C')。 一方北偵1で は 68.05 rll付

近でそろってお り、埋上の観察が不十

分で棺の崩落状況を把握 してしないが、

上蓋もしくは側板上部に打たれたもの

と思われる。北西隅で下部に釘が集中

するのは 4号墓娠構築時に攪乱された

ためであろう。以上釘の位置から棺の

規模は 86× 45cm、 高さは 35cm以上と

推定される。

(解釈〉検出時の上端が本遺構のものと

すると、4号墓壊を挟み西壁が南北で対

しヽ
た
た
八

(2号墓壊)

第 53図  2,3号 墓壊(1)
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4 検出遺構と出土遺物

応せず、その上、他の墓壊よりも短径が長 くなる (120 cm)。 当然、 3号墓墳完成後に本遺構が掘削

されたことになるため、仮に掘 り下げていた途中に墓壊内と気づき、南側へ場所を移したとしても、

北側に偏って埋葬するのはやや不自然に感じる。そのため、南北に2基重複していた可能性も考えら

れる。南半には人骨・遺物など一点も確認されていないが、南→北の順で構築され、南側の墓墳内遺

物は腐食してしまったと解釈すると、墓媛の規模は、北側の長径が 100 cm、 南側が 137 cm、 短径は両

遺構とも80 cm程度であろう。このときD―D' 2層は南側墓墳の埋土となる。

〈遺物〉出土遺物は、キセル吸口 1点、鉄製品 3点 (毛抜き2点・鋏 1点 )、銅銭 3枚である。これに加え、

O tXj
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※標高はすべて L‐68500m

0     140     1m

第 54図  2。 3号墓壊(2)
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Ⅳ 長根 I遺跡

4号墓墳との重複部にてキセル雁首 1点、火打金 1点、銭貨 2枚が出上しており、これらは4号墓墳

の棺外に位置することから本遺構に伴う可能性が高い。特に4号墓壊の底面より低い位置で出土した

キセルは元位置を保っていると判断したい。以上のことから、副葬品は、鋏が頭部顔面付近、キセル

が足元 (吸い口が膝側)に置かれていたものと思われる。キセルは脂返しの湾曲は小さいもので、銅

銭は重複部より出土したものも含めると古寛永 。文銭が各 1枚、新寛永 3枚である。

(時期〉出土遺物より17世紀末葉以降の年代が想定される。

∩
靱ＯＯ

0           1 11            3 em

(16・ 17)

K墾≡三れ厚

0         1:2         S Cm

5      ~~      (15)
0              1:3               10 Cm

(14)

第 56図  2号 。4号墓境出土遺物
3号墓墳 (第 50・ 53・ 54・ 57図、写真図版 29。 33・ 38)

〈位置・検出状況・重複〉6g-4dグ リッド付近に位置する。 2～ 5号墓墳と重複しており、検出

時の平面形または埋上の堆積状況より4・ 5号墓媛の方が新しいと判断した。上述のとおり、 2号墓

壌との新旧関係ははつきりしないが、本遺構の方が古い可能性がある。

(規模・形状〉南壁および北西壁を重複により消失する。開口部径は東西 102cm、 南北は人骨の残存

部までで 90cm、 方形である。底面は北西部が高 く南東部へ向かって緩やかに下がる。検出面からの

深さは 50～ 60cm程度、壁は直立する。主軸方位は、N-26° 一Wである。

く埋土〉埋土は壁際でのみ観察できた。西壁際は、暗褐色土と褐色上の混土 (第 50図 D― D')、 北壁

際は褐色土が堆積する (第 50図 E― E')。

く人骨〉東西壁のやや西よりに出土した。南北位置は南壁が確認できなかったため不明である。頭骨

と四肢骨が残存 し埋葬時の姿勢をほぼ保つものと思われるが、表面がボロボロともろく、各部位の形

状をはっきりと把握できなかった。側臥屈葬で北西方向を主軸とする (N-47° ―W)。 顔は調査時

点では肢体の状況から東側を向くと思っていたが、残存状態の良かった下半側が右側頭骨であったた

め西側を向いていた可能性が高い。しかし、体が西側を向いていたとすると肢体の東側、やや不自然

な位置に四肢長骨がみられる。鑑定の結果、年齢は熟年以上、性別は男性と判断された。

〈釘・棺〉重複範囲も含め 18点の出土地点を把握したものの、このうち 8点は標高の記録を欠いてし

まった。また、断面観察した第 50図 E― E′ 以北は 3・ 5,6号墓墳一括で 40点取 り上げてしまった。
しかし本遺構に関しては北隅のみでありこれらの大半は 5。 6号墓媛からの出土と考えられる。釘の

平面位置は、西側が人骨に沿っているが東側はやや離れる。東西幅は 55cm程度である。一方南北は

両端と人骨に沿い、長さ 66 cmと なる。人骨上面に

も釘がのっているため、腐食に伴い棺の上蓋が落

ち崩れた可能性が高い。また、底板は 67.80m付近

に位置すると推定される。

(遺物〉キセル 1対 (雁首・吸口)が頭部付近 (吸
0            1:3            10 Cm

(18'19)

第 57図  3号墓墳出土遺物
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4 検出遺構と出土遺物

口が頭部側)から、棒状・板状鉄製品は脚部 ?付近から出上している。キセル脂返しの湾曲は小さい。

〈時期〉出土遺物より17世紀末葉以降の年代が想定される。

4号墓境 (第 50・ 56・ 58・ 59図、写真図版 29。 33・ 37)

〈位置・検出状況 。重複〉6g-4dグ リッド付近に位置する。 2・ 3号墓墳と重複 しており、検出

時の状況から本遺構のほうが新しいと判断した。

(規模・形状〉開田部径 95× 82cm、 正方形である。底面は平坦で、南側へ傾斜する。検出面からの

深さは北側 53cm、 南側は 58cm、 壁は西～南壁がやや外傾するもののほぼ直立する。主軸方位は、N

-29° ―Wである。

(埋土〉loYR3/4暗褐色砂質シル トを主体とし、埋土上部から下部へと縦 3層 にわかれる (第 50図 c

c')。 中央にやや暗い層 (10YR3/3暗褐色に近い)を挟む。 l層 は主体土と loYR3/3暗褐色砂質シ

ルトが横シマ状に堆積するが、 2,3層 はこれらがブロックで混じつている。このため埋土観察時は、

1層が 2号墓媛埋上の可能性があると考えていたが、検出時の平面形、遺物・人骨の出土状況から2

層が棺の上蓋の崩落に伴って堆積したもので、両側の 1。 3層は掘方埋土と理解した。

く人骨〉墓壊内ほぼ中央より出土した。人骨の残存状態は良好で、埋葬時の姿勢をほぼ保つものと思

われる。座葬 (鯰居か ?)で南北方向を主軸とする (N-30° ―W)。 顔は北西を向く。部位はほぼ

全体が残存 しているようである。鑑定の結果、年齢は 5歳前後、性別は年少のため不明と判断された。

〈釘・棺〉重複部も含め 29点の出土地点を把握した。一括は 1点のみである。釘に木質が付着してい

ることから木棺を用いたようである。底面付近で釘が人骨を囲うように出土していることから遺体と

棺はかなり密接していたものと判断され、棺の形状は一辺 25cm程度の正方形と推定される。底板は

掘 り方底面に一致する。底面以外の釘は、北西部が人骨周辺に、南東部は掘 り方埋土上部に分布する。

土g4d

2号墓壌  /
/

※標高はすべてL63500m

0     140     1m

］

ゃ

０
１
１

t=m杵―――――ギ上____呵
m

古ロ Z
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0        1:1        3 cm

第 59図  4号墓境出土遺物
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4 検出遺構と出土遺物

埋土の堆積状況は 2・ 3層がブロック状の混土となっており、両層の境界がやや 3層側 (東側)に膨

らむ。以上のことから、上蓋は南東側から北西側へと崩落したものと考えられる。

(遺物〉人骨の両足の間と右足付近から各 3枚、計 6枚銅銭が出土する。銅銭はすべて新寛永である。

掘 り方北西部のキセルー対・銅銭・鉄銭は上述 (2号墓崚記載)の とおり本遺構に伴わないものと判

断したい。また、銅銭 29～ 44は、出上位置の記録も調査時においての記憶もない。一方、12号墓

墳人骨右脇で銭が出土している記録があるものの、こちらは遺物が存在しない。整理の途中に混乱し

遺構名の記載を間違った可能性が高い。どちらの遺構に伴うものか断定できないため、 3号墓壊に掲

載したが、時期などを特定する判断資料としては採用しないこととした。

く時期〉出土遺物より17世紀末葉以降の年代が想定される。

5a～ c号墓境 (第 50・ 60～ 62図、写真図版 29。 30。 33・ 34・ 38)

〈位置・検出状況・重複〉6g-3cグ リッド付近に位置する。 3・ 6号墓壊と重複、 4号墓壊とも
接している。断面形から3号墓墳より新しいと判断したが、 6号土壊との重複部の壁が垂直に立ち上

がるため新旧がはっきりしない。人骨の出土位置から判断すると、本遺構が新しい可能性がある。

(規模・形状〉最大 3基の重複が想定される。人骨が出土する掘方の径は 102× 99 cm、 正方形である

(a)。 北側から西側にかけて aの墓墳底面より高い位置に平場を設ける。残存する長径は 140cm、 幅

は 27cm以上の方形で、北西隅は九みを帯びる (b)。 さらに aの南壁は底面から直立するが、上部

が外反する。これも別遺構の可能性がある (c)。 残存値は東西 84cm、 南北 24cmと なる。これらの

新旧関係は、人骨の残存状態からaが新、 bcが旧と判断したい。このとき、他の重複遺構との新旧
関係を考えると、検出時の平面形、断面からaが 3号墓媛 (6号墓墳 ?)を、 3号墓媛が bを切ると

判断したい。底面は abと もほぼ平坦、検出面からの深さは、 a90cm、 b45cmと なる。 aの主軸

方位は、N-34° 一Wである。

〈埋土〉aのみ埋土を観察できた。loYR3μ

ブロックを混入する。混入物の量は 1。 2

層はしまりが弱 く埋土の状態も似てお

り、 2層 は上蓋崩落後 1層が流入した

ものと思われる。

く人骨〉 aの掘 り方内、北よりに出土

した。人骨の残存状態は良好で、椎骨

の一部とそれ以下は埋葬時の姿勢をほ

ぼ保ち、頭部はこれを中心に左右へ崩

落している。また、掘 り方南側にも四

肢骨片が散る。埋葬姿勢は座葬 (胡

床 ?)で N-74° 一 W主軸 とする。
顔は南東を向く。残存する部位は頭骨・

椎骨・寛骨・四肢骨を確認した。鑑定

の結果、年齢は壮年期前半、性別は女

性と判断された。

〈釘・棺〉断面観察用ベル ト (第 50図

E―E')よ り南側は 16点 の出土位置を

暗褐色砂質シルトを主体とし、10YR4/6掲色砂質シルト

・5層が少なく、 3・ 4層が多く粒径も大きい。 1層 と2

6号墓頻

土g3c

3号墓頻

0                   1:20

-122-
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把握できたが、北半は調査期間の都合によリー括で取り上げた。一括した釘は、本遺構単独で21点、3・

5・ 6号墓壊でまとめて (大半は 5。 6号墓壊のもの)40点を数える。人骨の南側に沿って東西に

一列に並んでいることから方形の構、釘には木質が付着することから木棺の使用が想定される。これ

より南側にも骨片が出土

しているが、ク帥1に棺が

崩れる可能性は低 く、重

複遺構 (bc)の ものと

考えられる。

(遺物〉出土遺物はキセ

ルー対、鉄製品 2点、銅

銭 10枚、鉄銭 19枚 ?で

ある。キセルは頭部と脚

付近、鉄銭 (61・ 62)も

脚付近で、これらは人骨・

釘の位置から本遺構に伴

うものと判断したい。一

方、48～ 60は人骨より

高 くに位置し、埋土 l層

中に含まれると思われる。 第 61図  5号墓墳(2)

※標高はすべてL6850111n

0      140     1m

尊 冥
9  陥
0          1:3

0        1¬          9 Cm

(49～ 58)

10 cH

第 62図  5号墓壊出土遺物
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4 検出遺構と出土遺物

そのため、棺内に収められたものではなく、重複墓墳 (bま たは c)範囲を掘削 し、再度埋め戻す際

に入つた可能性がある。柏内には鉄銭のみ、上部には古寛永 を含む銅銭 (古寛永 3枚、新寛永 6枚、

不明 1枚)と鉄銭が出土する。キセルの脂返 しはやや湾曲する。

(時期〉出土遺物 より 18世紀中頃以降の年代が想定される。

6号墓境 (第 50・ 63～ 65図、写真図版 29・ 30・ 34・ 38・ 39)

く位置・検出状況・重複〉6g-3dグ リッド付近に位置する。 5,7・ 8・ 14号墓壊と重複しており、

検出時の平面形から 7・ 8,14号墓墳より新 しいと判断した。また、人骨の出土状況から5号墓娠

より古い可能性があるが、出土遺物からは本遺跡の方が新しい。本遺構自体も頭骨が 3個体出土して

いるため、少なくとも3墓以上が重複しているものと思われる。

(規模・形状〉開口部の径は南北が 135 cm、 東西は 85 cm以上である。形状はおおむね方形、底面は隅

丸長方形となる。14号墓媛との重複部である南東壁は底面付近まで掘 り下がり上半が消失するため

九味を帯びている。底面は平坦、検出面からの深さは 75cmで、壁はほぼ直立する。主軸方位は、N

-35° 一Wである。

〈埋土〉loYR3/3暗褐色砂質シルトを主体とする。loYR4/6褐色砂質シル トを9層 に大量、 8。 10層

に細かく微量含む。東半のみしか観察できなかったため詳細は不明であるが、 8,10層 が類似 して

いて境界がはっきりしなかったことと、人骨の出土状況から、上蓋崩落後 9層が下部へ落ち込み、 8

層がその上位に流れこんだ可能性がある。もしくは、 9・ 10層 は新規遺構の掘方埋上で、旧遺構の

埋土をそのまま使用したために類似しているとも考えられる。

く釘・棺〉断面観察用ベルト (第 50図 E―E')

より南狽1の 11点 は出上位置を把握できた

霞ち薫 、と民号守宅ζ≦整 ぎ旨稚;「
Ξ選 ∧

のものは、単独で 24点、 5号墓損との重

複範囲で 40点、 7・ 8号墓壊とで 10点 を

数える。木質の付着した釘が人骨西側に 2

点、南側に3点並ぶため木棺の使用が想定

荒g2d

される。                   (6号
く人骨〉掘方内南側に集中し、一部北側に

も出上した。人骨の残存状態は良好である

が、頭骨が 3個体分あり、このうち南西

(b)と 北西 (a)の 2個体は倒位で出土

し遊離した状態と判断される。南東 (c)

のものは頭骨が正位で出土し、周囲に四肢

骨が認められ、人骨の南側には釘が列をな

していることから、埋葬時の姿勢をほぼ保

つ可能性が高い。座葬でN-30° 一Wを

主軸とする。顔は南東を向く。 cの残存す

る部位は調査時に頭骨・四肢骨を確認した

ものの、四肢骨に関しては取 り上げ時に a
0            1:20           1m

第 63図  6～ 8号墓壊(1)

5号基痰
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Ⅳ 長根 I遺跡

～ cを一括 してしまっ

たため詳細は不明であ

る。 cの頭骨を鑑定し

た結果、熟年以上、性

別女性 (?)と 判断さ

れた。また、 bも 頭部

は遊離しているものの

5号墓媛の例を考える

と、座葬で棺崩落時に

頭部が落ちた可能性が

ある。調査時に部位を

確認できなかったもの

の、頭部の下には四肢

骨と思われる長骨片も

みられ、遺物 (キセル)

却 Q
64

|

O①

と吐_室

5号墓壊

A

″
”

※標高はすべて L68500m

0       140      1m

呻

騨 解 ⑨

―

亀

◎
　
∩
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∪

0           1:3           10 Cm

(64・ 67・ 68)

0         1,2         5 cm

(65・ 66・ 69)

0           1:1            3 cm

(70～ 74)

14号墓壊

第 64図  6～ 8号墓境(2)

んノ
|
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第 65図  6号墓境出土遺物
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4 検出遺構と出土遺物

も出土している。そのうえ西側外周に釘が確認された。こちらも埋葬時の姿勢をとどめていたのかも

しれない。鑑定の結果、bは年齢 15歳前後、性別は男性 (的 ?)、 aの頭骨は成人と判断された。人

骨の残存状況からこれらの新旧関係を、 aがもっとも古く、ついで c・ bと 考えたい。bと cの新旧

は不明である。

(遺物〉出土遺物は土器 1点、土製人形 2体、キセルー対、鉄製品 (火打ち金・火打ち石)1点、銅銭 5枚、
鉄銭 2箇所 (94.688)である。キセルはbの頭部西側に位置しており、これに伴う可能性が高い。土

製人形は検出面からの出土で、bcどちらか新しい遺構に供えられたものであろうか。このほかはす
べて一括で取り上げたため、詳細は不明である。キセルは火皿の下に首部が直角に近い状態で接続し、

火皿の直径も1.2cmと小さい。吸い口には人物画が線刻される。銅銭は古寛永 2枚、新寛永 3枚、鉄

銭には四文銭が含まれる。

(時期〉出土遺物より19世紀後半以降の年代が想定される。

7号墓墳 (第 63・ 64・ 66図、写真図版 30・ 32・ 34・ 39)

〈位置・検出状況・重複〉6g-2dグ リッド付近に位置する。検出時の平面形から6号墓娠に切られる。
精査途中に、北側にもう1基重複することが判明し8号墓娠とした。新旧関係は本遺構の方が古いと

思われる。

〈規模 。形状〉重複遺構を同時的に掘 り下げたため、南西部は 6号墓渡によって消失、東壁の角度が

変わるところから北側は 8号墓墳のプランと判断される。残存する範囲は一辺 70cm程度の方形であ

る。 8号墓墳の北壁西側がやや不整形になり、これが本遺構の北西隅であれば 130× 85cm程度の長

方形となる。底面は平坦、検出面からの深さは 65cm程度、壁は直立する。主軸方位は、N-21° 一

Wである。

(埋土〉10YR3/4暗褐色砂質シルトを主体とする。

(人骨〉南西部、 6号墓壊との重複部付近に出土した。そのため、残存状態もやや不良で、 6号墓墳

構築時に攪乱を受けているものと思われる。しかし出土状況を観察すると、頭骨の下に四肢骨が放射

状に散乱することから座葬であった可能性がある。主軸方向、顔の向きは不明である。残存する部位

は頭骨と四肢骨を確認し、鑑定の結果、壮年以上と判断された。

(釘・構〉6点の出上位置を把握 し、重複範囲を含

め 32点 を一括で取 り上げた。釘には木質が付いて q>==三 弾

督急二吝珍:薬軽糧程塁鰍岳慧烏氣維預≧≡転p◎
位置し、棺の形状など詳細は不明である。

〈遺物〉出土遺物はキセルー対、鉄銭 3枚、 8号墓

崚との一括で鉄銭 2枚である。このうちキセルは頭

骨より上から出土しており、脂返しはやや湾曲する。

く時期〉出土遺物より18世紀中ごろ以降の年代が想定される。

EI三三三三云恥『
0            1:3            10 Cm

第 66図  7号墓境出土遺物

8号墓境 (第 63・ 64・ 67図、写真図版 30・ 32・ 34・ 39)

〈位置 。検出状況・重複〉6g-2dグ リッド付近に位置する。 6・ 7号墓壊と重複しており、 6号
墓壊より古 く、 7号墓墳より新しいと思われる。

〈規模・形状〉重複遺構により南半～西壁を消失する。北西部隅の不整形範囲まで本遺構と判断すると、
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束西長 126cm、 上述の通り別遺構とすると9ocm程度となる。南北は49cm残存しており、方形のプ

ランを持つと思われる。底面は平坦、検出面からの深さは 60cm、 壁は直立する。主軸方位は、N一

19° ―Wである。

(埋土〉loYR3/4暗褐色砂質シルトを主体とする。

〈人骨〉残存状態は不良で、西部から頭骨と四肢骨片のみ
延≫≡≡発

建童|二ほ念み彗露憲惹iゴヂγΥYこ砲漢遍窮資
°鑑定のく
(≧
=註
困◎
81

〈釘・棺〉出土地点を把握 したものはない。重複遺構 との

一括で 32点 とりあげた。

(遺物〉キセルー対が出土 しており雁首は頭部付近に位置

。C― 駐
0          1:3          10 Cm

第 67図  8号墓墳出土遺物

する。脂返しの湾曲は小さい。このほか鉄銭 2枚を7号墓墳との一括で取 り上 ,デた。

(時期〉出土遺物より17世紀末葉以降の年代が想定される。

9号墓壌 (第 68～ 70図、写真図版 30。 34)

〈位置・検出状況 。重複〉6g-leグ リッド付近に位置する。10号墓娠と重複しており、埋土堆積
状況から本遺構が新しいことを確認した。

(規模・形状〉開口部径 105× 99 cm、 北西部がややいびつであるが正方形に近い。底面の形状は、10

号墓墳と同時に掘 り下げてしまったためはっきりとわからなかったが、検出面からの深さは 85cm、

壁は直立する。主軸方位は、N-30° 一Wである。

〈埋土〉10YR3/4暗褐色砂質シル トを主体とし、10YR4/6褐色砂質シル トを混入する。調査期間の都

合により断面の記録を欠いたが、上下 2層 に分けられ、上部は中心へ向かって落ち込むように堆積 し、

下部層より黒味が強い (写真図版 28)。

く人骨〉北西部に出土した。人骨の残存状態は不良で、四肢骨 (・ 歯)を残すのみである。このため

埋葬姿勢・主軸方向・性別 。年齢など詳細は不明である。

く釘・棺〉出上位置を把握したものは 2点、これ以外は 10号墓墳との一括で 13点取 り上げた。釘に

は木質が付いていることから木棺の使用が想定されるが、棺の規模・形状は不明である。

〈遺物〉銅銭 6枚が掘 り方西壁際より出上した。内訳は古寛永が 2枚、新寛永が 4枚である。

く時期〉出土遺物より17世紀末業以降の年代が想定される。

0        1コ

第 68図  9号墓境出土遺物
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4 検出遺構と出土遺物

10号 墓 壊 (第 69。 70図、 写 真 図 版

30)

(10号墓墳〉

く位置・検出状況・重複〉6g-leグ

ととこ与f拝笞属雹皇推壇晨亮環 :員彊
七

構が古いことを確認した。

〈規模・形状 〉開田部径 140× 160 cm、

正方形であるが他の遺構と比較するとや

や規模が大きく、 9号墓渡重複部の東西

プランは別遺構の可能性がある。この場

合、長方形の墓媛が 2基並列していたと

考えられる。底面は平坦、検出面からの

深さは 95cm、 壁はやや外傾 して立ち上
北g●C

がる。主軸方位は、N-45° 一Wである。

(埋土〉10YR3/4暗褐色砂質シル トを主

体 とし 10YR4/6褐 色砂質シル トを混入。 1:20           1m

する。             
「

~~~― ―十一一一一―呵

く人骨〉北西部で出上したが残存状態は        第69図  9。 10号墓境(1)
不良で、頭骨 (歯 ?)と 四肢骨片のみで

ある。このため埋葬姿勢・主軸方向 。性

別 。年齢など詳細は不明である。

〈釘・棺〉出土位置を把握

したものが 15点、これ以

外 は 9号墓壊 との一括で

13点取 り上げた。釘には

木質が付着 してお り、木

棺を使用したと思われる。

これらは頭骨を囲むよう

に出上 しているが、列を

なさず散在 しているため

構の形状は不明である。  .
〈遺物〉釘以外は出土して

いない。

〈時期〉出土遺物がないた

め詳細は不明だが、周囲

の状況から18世紀前後以

降の年代が想定される。

11号 墓墳 (第 50・ 71・

72図、写真図版 31・ 32・ 34・

(9号墓壌〉

※標高はすべて L685011m

l:40     1m
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Ⅳ 長根 I遺跡

〈位置・検出状況・重複〉6g-4eグ リッド付近に位置する。 1,13。 14号墓壊と重複しており、断面
の埋土堆積状況から1・ 14号墓墳に切られる。13号墓壊との新旧関係は不明である。

く規模・形状〉長径 101cm以上、幅 88 cm、 隅は南東部しか残存 しないが長方形または隅九長方形と

思われる。底面は平坦、検出面からの深さは 50cm、 壁は直立する。主軸方位は、N-30° ―Wである。

(埋土〉10YR3/4暗褐色砂質シル トを主体とする。調査期間の都合により断面の記録を欠くが、南北

方向にベル トをかけ堆積状況を確認したころ (写真図版 28)、 埋土は上部と下部にわかれ、上部には

10YR4/6褐色砂質シルトがやや多く混入する。

く人骨〉中央部、東西の掘 り方壁に対してやや東へ傾いて出土した。人骨の残存状態は比較的良好で、

埋葬時の姿勢をほぼ保つものと思われる。しかし頭部が位置していたものと思われる北側を重複遺構

によって壊され、下顎のみ背骨西側に遊離した状態で出土している。仰臥屈葬で北方向を主軸とする

(N-7° ―W)。 頭部がないため顔の方向は不明である。残存する部位は、下顎・椎骨・ (寛骨 ?)・

四肢骨を確認した。鑑定の結果、年齢は少なくとも 12オ以上、性別は不明と判断された。

(釘 。棺〉重複範囲も含め 8点の出土地点を把握した。一括で取 りあげたものは単独で 14点である。

人骨の周囲に釘が巡り、釘には木質が付いていることから長方形の木棺が想定される。棺の規模は長

さ70 cm以上、幅は 45cm程度である。底板は 67.90m付近に位置し、上蓋までの高さは 30cm以上あ

ると思われる。棺の側板に対して掘方は平行するが背骨の軸は北東一南西方向にずれており、棺内に

斜めに遺体を埋葬したものと思われる。

(遺物〉出土遺物は、キセルー対、玉 2点、銅銭 1枚、鉄銭 1箇所である。キセルは底板とほぼ同じ

0            1:20           1m
※標高はすべて L68500m

l:40      1m

◎

９

―

(⊃

―

◎     認   ①91
0            1:3            10 Cm

(89。 90)

第 71図 11号墓境

0           1コ            3 em

(91・ 92)

第 72図 11号墓墳出土遺物
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4 検出遺構と出土遺物

高さで肩付近から顎にかけて出土しており、雁首の脂返しの湾曲は小さい。銅銭は文字がはっきり読

み取れないものの古寛永の可能性が高い。

(時期〉出土遺物より18世紀後半以降の年代が想定される。

12号墓墳 (第 73'74図 、写真図版 31・ 32・ 34'39)

〈位置 。検出状況・重複〉6h-3aグ リッド付近に位置する。13号 。16号墓壊と重複 しており、検
出時の平面形及び人骨の残存状況から本遺構のほうが新 しいと判断した。

〈規模・形状〉長径 138cm、 幅 85cm(底部径)の長方形である。底面は平坦で検出面からの深さは

55cm、 壁は東壁がやや外傾するもののおおむね直立する。主軸方位は、N-14° ―Wである。
(埋土〉調査期間の都合により断面の記録を欠くが、南北方向にベル ト (第 73図 A―A')を 設定した

ところ 10YR3/4暗褐色砂質シル トを主体とする。人骨出土付近は 10YR4/6褐色砂質シル トが細かく

混入するが、人骨より北側ではこの褐色上が比較的大きいブロックとなる。

(人骨〉掘 り方南東部で出土した。人骨の残存状態は良好で埋葬時の姿勢をほぼ保つものと思われる。

仰臥屈葬で北方向を主軸とする (N-2° 一W)。 顔は真上からやや西を向く。ほぼ全体が残存して

おり、銀子・年には結い上げた頭髪も張り付いていた。鑑定の結果、壮年女性と判断された。

(釘・棺〉南北ベル ト西側を中心に重複範囲も含め 26点の出土地点を把握した。一括で取 り上げたも

のは 24点である。釘には木質が付いていることから木棺に埋葬されたものと考えられる。頭部と脚

部付近 (南北)では釘が集中するが、西側はベル ト内だったため出土位置の記録を欠く。東側も弧状

にめぐり、棺の形状ははつきりしない。

(遺物〉出土遺物は土器 3点、土製人形・銀子・第各 1点、キセルー対、銅銭 3枚である。96の磁器

と土製人形は検出面、94の陶器は頭部西側、キセルは左肩付近、銅銭は両脚部の間 (寛骨上部)に

位置する。96は紅皿でこの上に土製人形がのる (写真図版 31)。 警には花 (桜 ?)がつき、キセルは

火皿のすぐ下に首部が接続し火皿も口径 1.3cmと小さい。銅銭は、照寧元賓 1枚、新寛永 2枚である。

一　

∧＞

７
７
ヒ
／／／ヤヽ
独

０
ド

・浪

,            1:20           1m
※標高はすべてと‐68500m

0      140     1m
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竃認那何 □

〈時期〉出土遺物より19世紀以降の年代が想定される。

0       1:2       5 cm

(97～ 99)

Ⅳ 長根 I遺跡

◎電三斗 号1

0          1:3

◎
‐。。
鉾』‐

(94～ 96・ 100。 101)

第 74図 12号墓壊出土遺物
13号墓墳 (第 75'76図 、写真図版 31・ 32・ 34。 35。 40)

〈位置・検出状況・重複〉6h-3eグ リッド付近に位置する。11・ 12・ 14～ 16号墓墳と重複 してお

り、検出時の平面形及び人骨の残存状況から 12号墓媛に切られると判断したが、これ以外の新旧関

係は不明である。

〈規模・形状〉開口部径 100× 96 cm、 正方形である。

底面は平坦、検出面からの深さは 106cm、 壁は直

立する。主軸方位は、N-118° ―Wである。

(埋土〉loYR3/4暗褐色砂質シル トを主体とする。

〈人骨〉ほぼ中央部に出上 した。人骨の残存状態

は良好で、埋葬時の姿勢をほぼ保つものと思われ

る。座葬 (降居)で N-121° ―W方向を主軸と

する。顔は南西を向く。残存する部位は頭骨・椎骨・

(寛骨 )・ 四肢骨を確認した。鑑定の結果、壮年の

男性と判断された。

〈釘・棺〉重複範囲も含め 10点の出土地点を把握、

本遺構単独で 36点 を一括で取 り上げた。12号墓

墳の底面より低い位置のものは、一括で取 り上げ

てしまい、人骨はこれより下に埋葬されていたた

め詳細は不明であるが、おそらく木棺が用いられ
0            1:20            1m

第 75図 13号墓墳(1)
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4 検出遺構と出土遺物

たと考えられる。

〈遺物〉土器が一点掘 り

方北西部から、キセルが

一対後頭部付近から、銅

銭が 3枚、鉄銭が 1箇所

より出土した。キセル脂

返しの湾曲は小さい。銅

銭の内訳は、古寛永・文

銭 。新寛永が各 1枚ずつ

である。

〈時期〉出土遺物 より 18

世紀後半以降の年代が想

定される。

輪 ハ

Ｂ

ノ

・。

＞
】

◎
０６

※標高はすべてL685∞m

0     1:40     1m

0          1:3          10 Cm◎      5

3 cn

(108～ 110)

第 76図 13号墓墳(2)・ 出土遺物

14号墓境 (第 77'78図、写真図版 31・ 32・ 40)

〈位置。検出状況・重複〉6g-3eグ リッド付近に位置する。 6・ 11・ 13・ 15号墓壊と重複している。
検出時の平面形から 15号墓娠のほうが新しく、断面の切りあいから 11号墓壊より古いと判断したが、

6。 13号墓墳との新旧関係は不明である。

〈規模・形状〉東壁全体と北壁の大半を重複遺構と同時に掘り下げていしまったため消失する。南北

105cm、 東西 94cm以上の方形であるが、南北壁に対して西壁が反つているため、別遺構が重複して

いる可能性が考えられる。底面は平坦、検出面からの深さは 77cm、 壁はやや外傾して立ち上がる。

主軸方位は、南北壁を基準とするとN-25° 一W、 西壁ではN-60° 一Wである。

(埋土〉10YR3/4暗褐色砂質シルトを主体とする。

-132-



く人骨〉ほぼ中央に出上した。人骨の残存

替堅写奮泉Fa阜光憲厚岸街景、塁量目ど
(② こ
平三ユ==立?  

◎ 押 12   1盈品

に四肢骨片が位置していることから遊離し

ている可能性が高い。そのため埋葬方法・   洋
~~~彗 上

-O Cm 

任―――→一生生_十一―~二干
m

(112・ 113)                            (114)

主軸方位は不明である。鑑定の結果、年齢
       第 77図 14号墓墳出土遺物

は壮年と判断された。

〈釘・棺〉4点の出土地点を把握、一括で4点

取 り上げた。釘には本質が付いていることか

ら木棺が使用されたものと考えられるが、権

の規模形状は不明である。

〈遺物〉出土遺物は、キセル吸口 2点、玉 1

点である。キセルは吸口のみで、掘 り方中央

と北壁付近に一点ずつで、どちらかが別遺構

に伴う可能性が高い。

(時期〉年代を推定できる遺物の出土がない

ため詳細は不明であるが、他遺構との新旧関

係から 18世紀後半以降の年代が想定される。

誓

Ⅳ 長根 I遺跡

※標高はすべて L68500m

0      1:40      1m

ロ

―
１
０

口

〕

6号墓嫉

(15号墓壊)

丁呼砿キ

第 73図  14・ 15号墓境
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4 検出遺構と出土遺物

15号墓壊 (第 78。 79図、写真図版 31・ 32・ 35。 40)

〈位置・検出状況・重複〉6g-3eグ リッド付近に位置する。 13・ 14・ 16号墓壊と重複 してお り、
検出時の平面形及び人骨の残存状態から 14・ 16号墓娠を切ると判断したが、13号墓壊との新旧関係

は不明である。また 7号墓墳とも重複していた可能性がある。

〈規模・形状〉開口部径 85× 84 cm、 正方形である。底面は平坦、検出面からの深さは 75cm、 壁の立

ちあがりは重複遣構と同時に掘 り下げたため不明。主軸方位は、N-41° ―Wである。
〈埋土〉10YR3/4暗褐色砂質シル トを主体とする。

(人骨〉中央やや南東よりに出上 した。人骨の残存状態は良好で、埋葬時の姿勢をほぼ保つものと思

われる。座葬 (輝居)で N-25° 一Wを主軸とする。顔は南東を向く。ほぼ全体が残存するようで頭骨・

椎骨・寛骨・四肢骨を確認できた。鑑定の結果、老年の男性と判断された。

(釘・棺〉重複範囲も含め 42点の出土地点を把握し、20点 は一括で取 り上げた。周囲の遺構を切つ

ており掘 り方埋土にこれらの釘が多く含まれる上に、埋上下半、特に人骨周辺で出上したものの地点

をおさえられなかったため、本遺構に伴う釘をはっきり認識できなかった。しかし、人骨に沿った状

態で数点出上していること、これに木質が付いていることから木棺を使用したものと考えられる。棺

の規模形状は不明である。

(遺物〉出土遺物はキセルー対、鉄製品 (火打金、火打石付着)1点、玉類 18点、銅銭 18枚、籾殻
が一塊である。キセルは人骨西側、銅銭 8枚 (124～ 131)と 籾殻は脚部の間 (頭部顎の下)よ り出

上した。これらはその位置から本遺構に伴うと判断したい。特に籾殻は指のような短骨に囲まれてい

て、赤い繊維のような痕跡もみられることから、籾殻を赤い布に包み手の中に収められていたものと

思われる。一方の玉類は掘 り方南西端からの出土で、西側に隣接する 14号墓援でも同種の玉が出土

していることから、そちらの遺構に伴うものかもしれない。同様に銅銭 132～ 137も 棺外に位置し他

遺構に帰属する可能性が高い。これ以外の遣物は出土位置を抑えることができなかった。キセルは火

皿のすぐ下に首部が接続 しており、火皿の回径も1.2cmと 小さい。人骨脚部間から出上した銅銭 8枚

の内訳は、新寛永 5枚、一銭 3枚である。一銭の紀年銘は明治 10年が 2枚、15年が 1枚が確認できた。

その他 10枚は、古寛永 3枚、新寛永 7枚 となる。

(時期〉出土遺物より、明治 15年以降の年代が想定される。

16号墓墳 (第 80図、写真図版 31'32・ 35)

〈位置・検出状況 。重複〉6h-3a付 近グリッドに位置する。12・ 13・ 15号墓娠と重複 してお り、
検出時の平面形から 12・ 15号墓墳より古いと判断したが、13号墓壊との新十日関係は不明である。

〈規模・形状〉北東壁以外は重複遺構によって消失する。残存するのは南北 49cm、 東西 50cmで、方

形～隅丸方形の形状を持つと思われる。底面は平坦、検出面からの深さは 65cm程度、壁は確認でき

なかった。主軸方位は、N-43° 一Wである。

〈埋土〉loYR3/4暗褐色砂質シルトを主体とする。

く人骨〉残存範囲の北西部で出上した。人骨の残存状態は不良で頭骨 (と 四肢骨片 ?)のみ確認した。

残存部位が少ないためはっきりしないが、頭部の位置が埋葬時から遊離していないと仮定すると、臥

葬で北西方向を主軸とする (N-35° ―W)。 鑑定の結果、年齢は少なくとも7才以上性別は不明判

断された。

〈釘・棺〉重複範囲を含め 1点の出土地点を把握し、一括で 2点 とりあげた。釘には木質が付いてい

ることから木棺を使用 したものと推定されるが、棺の規模形状など詳細は不明である。
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4 検出遺構と出土遺物

〈遺物〉キセル雁首 1点が

残存する掘 り方の南西部

から出上した。脂返 しは

小さく湾曲する。

〈時期〉出土遺物より 18

世紀後半以降の年代が想

定される。        lS号動

e
143

12号墓墳

13号墓頻

1:20

瞼薄0
146

第 81図 遺構外出土遺物

:望
)任
|

13号墓壌   112号 墓壌

//t＼
_//

4L6翫5孟 任

潔
0          1:3          10 Cm

鎌
Ъ‐

第 30図  16号墓墳・出土遺物

(4)遺構外出土遺物 (第 81図、写真図版 35)
6点出上し、このうち5点を図化、 1点 を写真掲載とした。144～ 148は試掘および検出段階で出

上したもので、149は調査区外南側で表採した。

Ⅷ
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第
13
表
墓
境
一
覧
表

遺
構
名
旧
遺
祷
名
グ
リ
ッ
ド

重
複
関
係

(新
>旧
半
不
明
)

規
模
(c
m)

((
推
定
)く
以
上
)

形
状

主
軸
方
位

人
骨
出
土
位
置

状
態

人
骨
残
存
部
位

埋
葬
方
位

埋
葬
方
向
埋
葬
姿
勢
踏 数

年
齢

性
別

1号
墓
躾
SK
01

6g
‐
5e
>1
1

12
3×
92

長
方
形

N-
12
6°
一
W

や
や
北
 
良

頂
四
肢
椎

N-
12
3°
一
7ヽ

南
西
(北
東
)
卿
冨
葬
(仰
)

I
熟
年

女
性

2号
墓
壌
SK
02

6g
‐
5c
<4
>3
?

(1
37
)×
(1
00
11
5■
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)
長
方
形

N-
10
6°
一
W

北
部
 
良

頭
四
肢
椎
寛
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10
2°
一
W

西
臥
屈
葬

1
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年
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前
半

男
性

3号
墓
猿
SK
l1
5
6g
_4
d
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 5
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?
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<×
(1
02
)

方
形
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°
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W
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｀
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｀
ロ
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四
肢

N-
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°
一
W
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西
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臥
屈
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?)

熟
年

男
性

4号
墓
躾
SK
03
68
-4
d
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 3

)5
×
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正
方
形

N-
29
°
一
W

中
央
 
良

ほ
ぼ
全
体

N-
30
°
一
Vヽ

(北
西
)

座
葬
(降
)

1
5歳
前
後

不
明

5号
墓
壊
SK
06

68
-3
c
>3
 6
?

a1
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×
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b(
14
0)
×
27
<

c8
4<
×
24
<

a正
方
形

b方
形
c方
形

N-
34
°
  
W

北
西
部
 
良

(頭
害
」れ
)

頭
四
肢
椎
寛

N-
74
°
一
W

(南
東
)

座
葬
(胡
?)

1
壮
年
期
前
半

女
性

6号
墓
嫉
SK
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-3
d
く
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 1
4

13
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方
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墓
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4 検出遺構と出土遺物

第 14表 出土遺物一覧表

(土器・陶磁器・土製品)

載
号
掲
番 種 類 遺構名

出上位置
(標高 m)

器 高
(長 さ・cln)

径

ｃｍ＞
口
幅

底 径
(厚 さ。cm)

量
，
重
で 備 考 図版

真
版
写
図

磁器 6号墓渡

土 製 人形 6号墓渡 68321 5537

66 土製人形 6号墓墳 68321 8130

94 陶器 12号墓渡 67824 小碗・美濃 (19世紀)

陶器 12号墓渡 67963 坑 大堀相馬 (18世紀後半以降)
96 磁 器 12号墓渡 68288 紅皿 在地 ?
97 土製人形 12号墓壊 68296 3483

陶器 13号墓装 68_179 甕 。在地

144 磁 器 遺構外 68370 皿 肥前 (18世紀後半)
145 陶器 遺構外 鎌

磁器 ?陶器 ? 遺構外

147 陶器 遺構外 摺鉢・在地か?(18世紀半 ?)
土器 遺構外 火鉢

土器 遺構外 摩耗

(金属製品・石製品)

載
号
掲
番 種 類 材  質 遺構名

出上位置
標高・m)
爵
ｍ

幅 (cm)

(火皿孔・

吸口径 )

厚さ (cln)
(/1ヽ口7し )
萎
り

備 考 図版
真
版
写
図

1 キセル (雁首 ) 銅製品 l号墓壊 67016 986

キセル (吸口 ) 銅製品 1号墓壊 67862 57

7 キセル (吸口 ) 銅製品 2号墓娠 67748

毛抜き 鉄製品 2号墓頻 67734 806

毛抜 き ? 鉄製品 2号墓墳 67734

10 鋏 鉄製品 2号墓渡 1574

14 キセル(雁首 ) 銅製品 2・ 4号墓娠 67735 17 865

火打金 鉄製品 2・ 4号墓壊 67776 739

キセル (雁首 ) 銅製品 3号墓渡 67873

キセル(吸口 ) 銅製品 3号墓渡 67940 (47)

板状 鉄製品 3号墓装 68296

棒状 (毛抜き ?) 鉄製品 3号墓壊 67232 73β 6 10/06 03/C13 90/10 2片あり

板状 鉄製品 3号墓壊 67232 ■7 100

キセル(雁首 ) 銅製品 5号墓崚 67513 ■7 62

キセル (吸口 ) 銅製品 5号墓媛 67542 62

リング】犬 鉄製品 5号墓壊 67672

板状 鉄製品 5号墓壊 67858 1300

キセル(雁首 ) 銅製品 6号墓媛 67514 ■2 1455

キセル(吸口 ) 銅製品 6号墓娠 67582 1314

火打金・火打ち石 鉄製品・石製品 6号墓壊
鉄 1286
石 274 石質 (石英 )

77 キセル 雁首 銅製品 7号墓渡

キセル 吸 口 銅製品 7号墓壌 68226

キセル 雁 首 銅 製 品 8号墓渡 67610 549

キセル 吸 口 銅製品 8号墓渡 34

キセル 雁首 銅製品 1号墓墳 67908

90 キセル 吸 口 銅製品 1号墓壊 67903 747

警 銅製品 2号墓壊 67912

年 銅製品 2号墓媛 67872 11 2177

100 キセル 雁首 ) 銅製品 2号墓墳 67823 13 12

キセル 吸口 ) 銅製品 2号墓壊 67842

キセル 雁首 ) 銅製品 3号墓墳 67656 656

107 キセル 吸口 ) 銅製品 3号墓壊 67656

キセル 吸口 ) 銅製品 4号墓壊 67760 11

キセル 吸口 ) 鋼製品 4号墓壌 67735

キセル 雁首 ) 銅製品 5号墓壊 67786 1074

キセル 吸口 ) 銅製品 5号墓壊 67672 1082

火打金・火打ち石 鉄製品・石製品 5号墓壌 鉄+石 3453 石質 (石英)
キセル (雁首 ) 銅製品 6号墓壊 67691 655
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(玉 )

掲載番号 種類 材質 遺構名
出上位置
(標高・m)

直径 (cm) )享 さ(cm) 孔径 (cm) 重量 (g) 備   考 図版 写真図版

3 玉 ガラス 1号墓装 410～ 440 280 ‐310 145～ 157 008- 013 透明 計 6点

玉 ガラス H号墓壊 434  444 349・ 354 156・ 透明 計 2点

王 ガラス 14号墓族 67835 005 透明 計 1点

玉 石製 ? 15号墓装 乳白色 計 1点
玉 ガラス 15号墓渡 673-679 055～ 057 透明 計 3点

120 王 ガラス 15号墓猿 67555 377 215 007 緑色 計 1点

玉 ガラス 15号墓渡 67585 362～ 386 185´ヤ211 148～ 179 005^-006 録色 計 3′点
22 王 ガラス 15号墓墳 67585 353～ 417 210-256 142～ 177 006^ヤ 0.08 透明 計 5点

玉 ガラス 15号墓渡 360-374 209^-228 150～ 171 004-006 緑色 計 5点

Ⅳ 長根 I遺跡

(銭貨 )

掲載
番号
種類 銭銘 銭種 遺構名

出上位置
(標高・m)

雀

ｍ

重量

(g)
備  考 図版

真
版
写
図

銅銭 寛永通費 l号墓壊 67894 決銭 2枚と接着・重量は3枚分

5 鉄銭 寛永通費 ? l号墓壊 67894 2枚 (銅銭 1枚 と接着・重量は3枚分)

鉄銭 寛永通費 ? 1号墓壊 67035 2～ 3枚

銅銭 寛永通賓 新寛永 2号墓壊 67802 欠け・享保京都七條所鋳銭 (又は元文山城横大路所)

12 銅 銭 寛永通費 新寛永 2号墓壊 67802 元文出羽秋田所鋳銭

銅銭 寛永通費 新寛永 2号墓壊 67802 247

銅銭 寛永通費 古寛永 2 4号墓装 67784

銅銭 寛永通費 文銭 2・ 4号墓墳 67784 060 欠 け
銅銭 寛永通賓 新寛永 4号墓壊 67767

24 銅銭 寛永通費 新寛永 4号墓墳 67767 (224) 磁着 欠 け

銅銭 寛永通費 新寛永 4号墓壊 67767 元文江戸深川平野新田所鋳銭 ?

銅 銭 寛永通費 新寛永 4号墓猿 67817 元文江戸深川平野新田所鋳銭 ?

銅 銭 寛永通費 新寛永 4号墓壊 67817 元文江戸深川平野新田所鋳銭 ?

銅 銭 寛永通賓 新寛永 4号墓墳 67817 (255) 欠け,享保京都七條所鋳銭 (又は元文山城横大路所)

銅銭 寛永通費 古寛永 4・⑫号墓壊 ?

銅銭 寛永通費 古覚永 4・⑫号墓壊 ? 磁着

銅銭 寛永通費 文銭 ? 4・⑫号墓壌 ? 377

銅銭 寛永通費
新寛永
(背元)

4・⑫号墓壊 ? 磁着 元文摂津高津新地所鋳銭

銅銭 寛永通費
新寛永
(背元)

4・⑫号墓壊 ? 234 磁着・元文摂津高津新地所鋳銭

銅銭 寛永通費
新寛永
(背元)

4・⑫号墓壊 ? 元文摂津高津新地所鋳銭

銅銭 寛永通費
新寛永
(背足)

4・⑫号墓壊 ? 寛保下野足尾所鋳銭

銅銭 寛永通費 新寛永 4・⑫号墓壊 ? 302 元文江戸十高坪所鋳銭 ?

銅 銭 寛永通費 新寛永 4・⑫号墓埃 ?

銅 銭 寛永通費 新寛永 4・ 121号墓壊 ?

銅銭 寛永通賓 新寛永 4・⑫号墓壊 ?

40 銅銭 寛永通費 新寛永 4・⑫号墓壊 ? 294

銅銭 寛永通費 新寛永 4・⑫号墓壊 ? 磁着

42 銅銭 寛永通費 新寛永 4・⑫号墓壊 ? 166

銅銭 寛永通貿 新寛永 4・⑫号墓壊 ?

44 銅銭 寛永通賓 新寛永 4・⑫号墓壊 ?

銅銭 寛永通費 古寛永 5号墓壌 68152

銅銭 寛永通費 古寛永 5号墓娠 68152 338

銅銭 寛永通賓 古寛永 5号墓壊 68152

銅銭 寛永通費 新寛永 5号墓壊 68152 磁着・元文江戸深川平野新田所鋳銭 ?

銅銭 寛永通賓 新寛永 5号墓壊 68152

銅銭 寛永通費 新寛永 5号墓壊 68152 247 磁着 (サ ビ?)

銅銭 寛永通費 新寛永 5号墓壊 68152 磁着 (サ ビ ?)

銅銭 寛永通費 新寛永 5号墓壊 68152 久 け
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4 検出遺構と出土遺物

載
号
掲
番 種類 銭銘 銭種 遺構名

出上位置
(標高 m)

径

∞

重量
(質 )

備  考 図版
真
版
写
図

銅 銭 寛永通費 新寛永 5号墓壊 68152

銅銭 寛永通費 5号墓城 68152 2.45 磁着 (サ ビ?)

鉄 銭 寛永通費 ? 5号墓鍍 68152 877 3枚

鉄銭 寛永通費 ? 5号墓装 68152 1オ文

鉄 銭 寛永通費 ? 5号墓城 67438
22/24/
26/28

7620
1枚 /5枚 /3枚 /6枚 ,計 17枚 ?
(22の もの銅銭の可能性あり)

鉄 銭 寛永通費 ? 5号墓壊 67482 21～ 2( 3333 7枚 34

鉄 銭 寛永通費 ? 5号墓装 3枚・破損 3枚 磁着無し
銅俵 寛永通費 古寛永 6号墓娠 229 縁剥落

銅銭 寛永通費 古寛永 6号墓媛 322

銅銭 寛永通費 新寛永 6号墓壊 142 元文江戸深川平野新田所鋳銭 ?

銅銭 寛永通費 新寛永 6号墓壊 243 享保京都七條所鋳銭 (又 は元文山城横大路所 )

鋼銭 寛永通費 新寛永 6号墓境 317

鉄銭 寛永通費 ? 6号墓壊
29/大 3C
/Jヽ 24 8933

6枚・破損 2枚 /大 3枚・小 3枚 (四文銭 (径 29)
1点 )・ 紐付き/紐付き

鉄銭 寛永通費 ? 6号墓墳 535 1枚

鉄銭 寛永通費 ? 7号墓壊 24～ 25 777 3枚

鉄銭 寛永通賓 ? 7・ 8号墓壊 27 2枚 紐付 き
銅銭 寛永通費 古寛永 9号墓壊 67526 34

銅銭 寛永通費 新寛永 9号墓墳 67526 (279) 欠 け

争同銭 寛永通費 新寛永 9号墓壊 67526 元文相模藤澤・吉田鳥所鋳銭

銅銭 寛永通費 古寛永 9号墓壊 67538 3“

銅銭 寛永通費
寛
？
新
永

9号墓壊 67538 304

9同銭 寛永通費 新寛永 9号墓壊 67538

銅銭 寛永通費
寛
？
古
永
H号墓壊

鉄銭 寛永通費 ? ■号墓媛 24  27 2枚・破損 1枚

銅銭 渡来銭
一死寧
賓

昭
い 12号墓壊 67860 282 北宋・初鋳 1068年

銅銭 寛永通費 新寛永 2号墓壊 67860 (288) 欠 け

04 銅銭 寛永通費 新寛永 2号墓壊 67860 252

,同α完 寛永通費 古寛永 3号墓壊

銅銭 寛永通費 文銭 3号墓墳 326

0 銅銭 寛永通費 新寛永 3号墓損 (237) 欠け 元文出羽秋田所鋳銭
1 鉄銭 寛永通費 ? 3号墓壊 24程度 5213 15枚 ?紐付き?

124 銅銭 寛永通賓
新寛永
(背十)

15号墓壊 67675 262

鋼銭 寛永通賓 新寛永 5号墓渡 67675 322

銅銭 寛永通賓 新寛永 5号墓猿 67675 元文相模藤澤・吉田島所鋳餞 ?

銅銭 寛永通費 新寛永 5号墓城 67675 享保京都七條所鋳銭 (又は元文山城横大路所)

銅銭 寛永通費 新寛永 5号墓壌 67675 享保京都七條所鋳儀 (又は元文山城横大路所)

29 銅銭 明治貨幣 一銭 5号墓壊 67675 明治十年

9同銭 明治貨幣 一銭 5号墓装 67675 699 明治十年

銅銭 明治貨幣 一銭 5号墓渡 67675 686 明治十五年 79

銅銭 寛永通賓 新寛永 5号墓渡 67747 233

銅銭 寛永通費 新寛永 5号墓渡 67747 縁剥落

銅銭 寛永通費 新寛永 15号墓城 67747 224 縁剥落
・享保京都七條所鋳銭 (又 は元文山城横大

路所)

銅銭 寛永通費 古寛永 5号墓装 67657 305

飼銭 寛永通費 新寛永 5号墓壊 67734

銅銭 寛永通賓 新寛永 5号墓娠 67734 252

飼銭 寛永通費 古寛永 5号墓墳

銅銭 寛永通費
新寛永
(背九)

15号墓壊 254

鋼銭 寛永通費 新寛永 15号墓壊 229 元文相模藤澤・吉田島所鋳銭

銅銭 寛永通費 古寛永 15号墓竣 (230) 1/4破損
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(その他 )

掲載番号 種類 遺構名 出上位置(標高・m) 長さ(cln) 厚さ(帥 ) 重量 (g) 備考

籾殻 15号墓壊 67675



(釘 )

掲載番号 種類 分類 遺構名 出上位置 (標高・m) 長さ(cln) 厚さ(cm) 重量 (g) 備  考

釘 l号墓娠 68119 324

202 釘 l号墓壊 12 270

203 釘 1号墓壊 67975 14 295

204 釘 直交 1号墓壊 67057 (272) 欠損 (下 )

釘 1号墓娠 67868 遺物なし

206 釘 1号墓城 67959 遺物なし

207 釘 1号墓壊 67877 遺物なし

釘 1号墓壊 67915 遺物なし

釘 l号墓壌 67912 遺物なし

釘 1号墓城 67909 遺物なし

釘 1号墓渡 67870 遺物なし

釘 b 1・αO号墓壊 68000

釘 2号墓崚 67179 364

釘 b 2号墓壊 67926

釘 b 2号墓壊 67926 (42) (390) 欠損 (下 )

釘 直交 2号墓壊 68062 (29) (242) 欠損 (下 )

217 釘 b 2号墓壊 67911

釘 g 2号墓壊 67954 (34) (159) サビ欠損 (下 )下半屈曲

釘 2号墓壌 68064

釘 b 2号墓娠 67674

釘 b 2号墓壊 67689

釘 2号墓墳 67776 遺物なし

釘 b 2号墓娠 67890 389

224 釘 2号墓壊 67965 426

225 釘 d 2号墓城 67714 52 325

226 釘 2号墓墳 67763 299 下半屈曲(直 47)

227 釘 直交 2号墓壊 67763 (094) 欠損 (上 )

228 釘 b 2・ 4号墓壊 67104 392 もう一本 (欠け)付 くか?

229 釘 直交 2・ 4号墓壌 67746 (390) 欠損 (下 )

釘 2・ 4号墓壊 67716 466

釘 直交 2・ 4号墓壊 67724 (394) 欠損 (下 )

232 釘 f 2・ 4号墓娠 67757

233 釘 b 2・ 4号墓娠 68172

釘 2・ 4号墓墳 67753

235 釘 直交 2・ 3号墓壊 67764

“

08) 欠損 (下 )

236 釘 2 3号墓装 67782

237 釘 平行 3号墓壊 68193 (28) (■ 91) 欠損 (上 )

釘 3号墓壊 68115 鉄製品か ?(リ ング付き)

釘 3号墓壊 67178 139 下端屈曲 頭部扁平

釘 3号墓壊 67207 266

釘 直交 3号墓壊 67207 1) (154) サビ欠損 (下 )

242 釘 直交 3号墓装 67240 (044) 欠損 (上下 )薄い鉄製品 ?も あり(249)

243 釘 3号墓墳 67297 鉄製品か ?(薄い)

244 釘 3号墓壊 67248 722

245 釘 3号墓壊 68004 (29) (083) サビ久損 (下 )

Ⅳ 長根 I遺跡
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4 検出遺構と出土遺物

掲載番号 種類 分類 遺構名 出上位置 (標高・m) 長さ(cm) 厚さ(cm) 重量 (g) 備  考

246 釘 b 3号墓媛 68082 (50) ●5 (583) もう一本 (欠け)付 くか ?

247 釘 直交 3号墓媛 67958 (37) (150) サビ久損 (上 )

248 釘 3号墓媛 67970 木 片 ?

249 釘 直交 3号墓媛 67807 (28) (172) 欠損 (下 )・下半屈曲(L字 )

釘 h 3号墓媛 67818 (2.4) (180) 久損 (上 )

釘 直交 3号墓渡 67915 (116) 久損 (下 )

釘 f 4号墓娠 68222 (27) 16 (097) 欠損 (下 )

253 釘 f 4号墓渡 68245 (28) (152) 久損 (下 )

254 釘 4号墓渡 67897

釘 4号墓渡 68095 16 (129) 欠損 (下 )

釘 f 4号墓渡 67784 (26) (■51) 欠損 (下 )

257 釘 直交 4号墓墳 67784 (132) 欠損 (下 )

釘 直交 4号墓渡 68072 (094) 欠損 (下 )

釘 直交 4号墓渡 68184 (159) 欠損 (下 )

260 釘 b 4号墓壊 67774

釘 直交 4号墓渡 67774 (191) 欠損 (下 )

釘 直交 4号墓渡 67964 (190) 欠損 (下 )

釘 b 4号墓族 67879 14

264 釘 4号墓族 67796

釘 4号墓渡 67790 遺物なし

266 釘 4号墓渡 67846

釘 平行 4号墓渡 67811 (095) 欠損 (上 )

268 釘 直交 4号墓渡 67809 (218) 欠損 (上 )

269 釘 4号墓渡 67809 (140) 欠損 (上下 )

270 釘 直交 4号墓渡 67752 (181) 欠損 (上下 )

271 釘 直交 4号墓壌 67764 (409) 欠損 (下 )

272 釘 f 4号墓娠 67787 17 (223) 下半屈曲 サビ欠損 (下 )

273 釘 b 4号墓渡 67906

274 釘 4号墓猿 67800

275 釘 5号墓猿 68058 17

276 釘 5号墓壊 67406 383 直交して釘もう1本付く(両端欠損 )

277 釘 直交 5号墓娠 67625 (228) 欠損 (上 ?)

278 釘 5号墓壊 67349 338

279 釘 平行 5号墓壊 67349 (126) 欠損 (上 )

釘 直交 5号墓壌 67349 (087) |ビ欠損 (下 )

釘 直交 5号墓壊 67349 (028) サビ欠損 (下 ?)

釘 5号墓壊 67439

釘 直交 5号墓壊 67466 (478) 久損 (下 )

釘 平行 5号墓損 67466 (159) 欠損 (上 )

285 釘 f 5号墓墳 67670

286 釘 h 5号墓埃 67670 (23) 久損 (上 )

釘 直交 5号墓渡 67815 (265) 欠損 (下 )

釘 5号墓族 67603

289 釘 5号墓壊 67494 (140) 欠損 (下 )

290 釘 平行 5号墓壌 67494 (279) 欠損 (上 )

釘 6号墓壌 68121 252
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掲載番号 種類 分類 遺構名 出上位置 (標高・m) 長さ(cm) 厚さ(cm) 重量 (g) 備  考

釘 6号墓壊 68237

釘 直交 6号墓墳 68237 (17) (233) 欠損 (上下 )

釘 6号墓娠 67508 L7

釘 6号墓埃 67695 44 13

296 釘 6号墓城 67719 13 247

297 釘 6号墓娠 67415 13

釘 b 6号墓渡 67480 (41) L7 (272) 欠損 (下 )

釘 b 6号墓渡 67470 (23) 17 (169) 欠損 (下 )

釘 6号墓墳 67474 (27) 14 (173) 欠損 (下 )

釘 直交 6号墓壊 67463 (■ 2) (048) 欠損 (上下 )

302 釘 直交 7号墓崚 68315 (22) (288) 欠損 (上下 )

釘 7号墓壊 67899 サビのみ

304 釘 h 7号墓壊 67826 (1 欠損 (上下 )

釘 直交 7号墓壊 67846 (■ 9) (i35) やや怪しい。久損 (下 )

306 釘 b 7号墓壊 67740 (33) 1.3 (262) ナビ欠損 ?(下 )

釘 7号墓壊 67620 遺物なし

釘 b 9号墓壊 67570 (33) L7 (179) 久損 (下 )

釘 直交 9号墓渡 67532 (38) (3 19) 久損 (下 )

釘 f 10号墓壊 67555 (33) (227) 欠損 (下 )

釘 直交 10号墓壊 67555 (■ 9) (294) 欠損 (下 )

釘 直 交 10号墓壊 67408 (29) (225) 欠損 (下 )

釘 直 交 10号墓壊 67520 (■ 2) (105) 欠損 (下 )

釘 平行 10号墓墳 67520 (■ 7) (033) 欠損 (上 )

釘 10号墓壊 67461 296

釘 直交 10号墓壊 67582 (■ 6) (1 欠損 (下 )

釘 直交 10号墓墳 67674 (■7) (1 欠損 (上 )

釘 b 10号墓壊 67575

釘 10号墓壊 67570 1.82

320 釘 b 10号墓媛 67557 1_4 234 下端屈曲(直 38)

釘 平行 10号墓壊 67730 (31) (0.62) 欠損 (上 )

322 釘 直交 10号墓壊 67624 (23) (2,74) 欠損 (下 )

323 釘 直交 10号墓壊 67624 (20) (2.50) 欠損 (下 ?)

324 釘 直交 10号墓壊 67512 (27) (226) 欠損 (下 )

325 釘 直交 H号墓壊 67916 (28) 欠損 (下 )

釘 b H号墓壊 67932 15

327 釘 b H号墓娠 67905 (3.2) (362) 欠損 (下 )

328 釘 ■号墓媛 68208 275

329 釘 H号墓娠 68119 352

釘 11号墓嫉 67899 豊物なし

釘 12号墓壊 68015 14

釘 h 12号墓崚 68007 47 265

釘 12号墓壊 68002 13 369

釘 b 12号墓壊 68020 ■4

釘 b 12号墓壊 67955 ■4 (2.18) 欠損 (下 )

釘 直交 12号墓壊 67055 (29) (287) 欠損 (下 )

釘 直交 12号墓埃 67918 (229) 久損 (下 )

Ⅳ 長根 I遺跡
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4 検出遺構と出土遺物

掲載番号 種類 分類 遺構名 出上位置 (標高・m) 長さ(cm) 厚さ(cm) 重量 (g) 備  考

釘 b 12号墓壊 67878 i4 324

釘 直交 12号墓墳 67913 (31) 欠損 (上 )

釘 平行 12号墓壊 67913 (26) (108) 欠損 (上下 )

釘 12号墓壊 67857 ■7 欠損 (下 )

342 釘 12号墓娠 67885 i4

釘 b 12号墓損 67844

344 釘 平行 12号墓城 67848 (1_86) 欠損 (下 )

345 釘 b 12号墓壊 67813 16 1 2 cm分 別もの付くか ?

346 釘 12号墓壊 67883

釘 12号墓壊 67883

釘 直交 12号墓娠 67835 (23) (234) 欠損 (下 )

349 釘 12号墓娠 67851 295

350 釘 平行 12号墓娠 67935 (33) (163) 欠損 (上 )

釘 12号墓渡 67911

釘 直交 12・⑬号墓渡 67891 (2.83) 欠損 (上 )

釘 12・ 0号墓壊 67795 木片 ?(サ ビあり)

釘 直交 12・ d31号墓渡 68207 (444) 欠損 (下 )

釘 f 12・⑬号墓壊 68022

釘 12・⑬号墓壊 67846 292

釘 13号墓壊 67951 246

釘 直交 13号墓壊 67697 (202) 欠損 (下 )

釘 13号墓壊 68005 (27) (167) 欠損 (下 )

釘 13号墓娠 67617 (34) ,7 (273) 欠損 (下 )

釘 b 14号墓城 68064 (36) (253) 欠損 (下 )

362 釘 14号墓渡 223

釘 平行 14号墓族 67648 (44) (253) 欠損 (上 )

釘 14・ CD号墓渡 67986 (33) (521) 欠損 (下 )か ?

釘 h 15号墓壌 68322 (103) 欠損 (上 )

釘 直交 15号墓渡 68323 (3_86) 欠損 (下 )・他 2本付着か ?

釘 直交 15号墓城 68323 (29) (2,73) 欠損 (下 )

368 釘 h 15号墓城 68206

釘 15号墓嫉 68135

釘 d 15号墓壊 68094 下端屈曲

釘 g 15号墓壊 68278 (30) (18) (257) 欠損 (下 )

372 釘 h 15号墓媛 68273 太い(釘か ?)。湾曲する

釘 15号墓壊 68139 (27) 下端屈曲(直 42)(屈 曲部にのみ木質付着 )

釘 直交 15号墓壊 68115 (24) (159) 欠損 (下 )

釘 h 15号墓壊 68276 (2.51) 欠損 (上下 )

釘 15号墓壊 67999 3.21 下半屈曲

釘 h 15号墓嫉 68150 (23) 11) 欠損 (上 )

釘 h 15号墓壊 68142 364 下半屈曲(直 43)

釘 15号墓壊 68165

380 釘 15号墓壊 68143

釘 g 15号墓城 67993

釘 b 15号墓壊 68232 17カ 1 3 235

釘 b 15号墓嫉 67959
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掲載番号 種類 分 類 遺構名 出上位置 (標高・m) 長さ(cln) 厚さ(cm) 重量 (g) 備  考

384 釘 15号墓壊 68100 367

釘 15号墓壊 68139 302

386 釘 15号墓装 68035 下半屈曲

釘 15号墓渡 68002

釘 15号墓壊 68002

釘 直交 15号墓壊 68006 (224) 欠損 (下 )

390 釘 15号墓媛 68068

釘 h 15号墓渡 68068 (37) (128) 欠損 (上 )

釘 15号墓渡 67884

釘 15号墓壊 67921

釘 15号墓壊 67936

釘 g 15号墓壊 67815 173 頭部ナシか ?

釘 b 15号墓壊 67829

397 釘 直交 15号墓壊 67729 (25) 欠損 (下 )

釘 直交 15号墓渡 67696 (109) 欠損 (上下 )

釘 h 15号墓壊 67638 けビ久損 ?(下 )

400 釘 15号墓壊 67655 269 やや屈曲

401 釘 直 交 15号墓壊 67720 欠損 (下 ?)

402 釘 15号墓壊 67676

403 釘 15'C31号墓渡 68056

404 釘 b 15。⑬号墓渡 68106 258

405 釘 15・⑬号墓墳 67746 524

406 釘 15'⑬号墓壊 67727 260

407 釘 b 16・⑫号墓墳 68214

408 釘 遺構外 67877 遺物なし

409 釘 b 遺構外 67703 233

釘 直交 遺構外 67_703 (21) (206) 久損 (下 )

釘 1号墓壊 占
〔

釘 2号墓壊 115 1点

503 釘 4号墓壊 1点

504 釘 4～ 6号墓竣 7227 40点 (破片多い)

釘 5号墓装 3267 21点

506 釘 6号墓渡 6101 占
ヽ

釘 6号墓羨 占
＾

釘 6～ 8号墓壊 10点

509 釘 7号墓娠 274 占
小

釘 7・ 8号墓壊 5440 27点 (破片多い)

釘 9,10号墓壊 13点 (破片多い)

釘 H号墓壊 3897 占
（

釘 12号墓壊 24点

釘 13号墓壊 9752 36点

釘 14号墓渡 占
ヽ

釘 15号墓渡 5086 20点

釘 16号墓渡 599 占
〔

釘 墓羨一括 36点

Ⅳ 長根 I遺跡
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Ⅳ 長根 I遺跡

調査区内より検出された墓墳群の特徴をまとめていきたい。 (第 13表 )

〈墓標〉調査区内の墓壊群は、現在使用されていないものの地権者の先祖墓と認知されており、墓標

も残存 していた。しかし、調査開始時にはすでに改葬が行われた後であった。墓壊自体は、掘方上部

が掘削されていただけで、埋葬施設までは攪乱を受けていなかったが、墓標は現在地権者が墓地とし

て使用している近隣の歓喜寺へと移設されていた。地権者に改葬前の状況を聞いたところ、墓標が数

基 (4～ 5基程度か ?)東西方向に一列に並んでいたようである。その位置を推定復元すると5～ 6

号墓娠周辺であろうか。これらの墓標は移設先で下半を埋められ固定された状態で、他の墓標と一括

して置かれていた。そのため、長根 I遺跡より移設した墓標を特定することはできなかった。しかし

その中でも、所有者の証言にもっとも近い形状を持つものが第 84図の墓標である。年号は「文政 5

年 (1822年 )」 と「元治元年 (1864年 )」 と記されている。また、地権者が同寺内に墓地を設けた最

初の墓標には明治 27年 と記されていた。このため、長根 I遺跡調査区内の墓地使用下限は明治 27年

以前と推定される。

第 82図 墓標

く規模・形状・主軸方向〉調査上の都合により、重複が激しい墓娠群を同時に掘 り下げてしまったため、

全形を把握しえたものは 16基中 10基である。形状は、長方形 4基、正方形 6基である (隅九もこれ

に含む)。 残 りの 6基も残存部から推定するとおおむね方形で、長方形・正方形のいずれかに属する

ものと思われる。規模は、長方形のものが長辺 120～ 140 cm、 短辺 90～ 100 cm程度で、正方形が一

辺約 100 cmである。検出面からの深さは長方形の墓娠が 50～ 65 cm、 正方形のものが 75～ 106 cmと 、

後者のほうが深い傾向がみられる。上記に当てはまらない規模を持つ遺構はいずれも正方形のもので、

一辺 150 cmの 10号墓娠、深さ 58 cmの 4号墓壊である。10号墓媛は前述の通 り別遺構との重複が想

定され、 4号墓壊は幼児墓のため他と規模を異にする可能性がある。掘方の主軸方向は、 1・ 2'13

号墓墳が西から南を向くが、これ以外は北西、N-14° ～ 45° 一Wの範囲内におさまる。掘方形状

による軸差ははっきりとは認められず、長方形のもののほうが若千真北に近い傾向がみられる程度で

ある。

(埋葬姿勢・方位・方向〉16基すべての墓壊で骨片が確認され、そのうち 11体の埋葬姿勢を確認した。

め
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5 まとめ

横臥屈葬 6体、このうち仰臥が 3体、側臥 2体、不明 1体である。座葬は 5体で、隠腸姿勢または胡

床と思われる。掘方との関係は、長方形が横臥屈葬、正方形が座葬となる。そのため、座葬の 6号墓

娠は検出面からの深さもあわせて考え、正方形の掘方を持つ墓壊である可能性が高い。横臥屈葬の埋

葬方向は、西南西に頭部を置く1・ 2号墓壊と北北西の 3(・ 16?)号、ほぼ真北に向く1,12号墓

墳に分かれる。座葬の 5体は、 4号墓墳が南南東を背にして北北西を向くのに対 し、これ以外はすべ

てその反対、北北西を背に南南東を向く。以上のように椎骨 (と 脚部)を基準とした埋葬方向は北か

ら西の範囲におさまるものが多いが、掘方の持つ軸よりもばらつきが見られる。

(年齢・
サ
l■別〉12体の年齢が判断できた。 4号墓壊が 5歳前後の幼児で、これを除きすべて成人である。

内訳は壮年 6体、壮年以上 1体、熟年 1体、熟年以上 2体、老年 1体、成人 1体と、壮年期の人骨が

半数以上を占める。性別は女性 5体、男性 4体が確認され、男女比はほぼ同等である。横臥屈葬は女

性、座葬は男性が多いものも、性別。年齢による埋葬姿勢の違いは、はっきりとは認められなかった。

横臥屈葬には仰向け (frlJ臥)と横向き (側臥)がみられ、前者が女性 2体、後者が男性 2体ずつとな

る。埋葬方位についても特に年齢・性差は認められなかったが、上述の通り幼児人骨 (4号墓壊)が

成人のものと反対方向を向き埋葬されていた。

(釘 〉墓渡内より出土した釘は合計 475点、1249。 94g(木質部も含む)である (第 15表 )。 このうち、
出土地点を記録できたものが 192点、一括で取 り上げたものが 283点 となる。ほとんどの釘には木質

がついており、その付着状況に様々な形状が見られたため、出土地点を記録した 192点分のみである

が以下のような分類を試みた (第 83図・第 15表 )。 ただし欠損しているためいずれの分類に当ては

まるか不明の場合、木質の方向のみ記述した (「直交」「平行」)。
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Ⅳ 長根 I遺跡

192点 中木質がつかないもの (h)は 20点のみで、このうち欠損のない完形のものはわずか 8点

であった。これらは、釘山にするために頭部をわずかに折り曲げた形を持ち、長さが 4～ 5 cm前後、

重量 2～ 3g程度である。木質が付着するもの (a～ g)も 断片的に見える形状から推定するとhと

同じ形である。木質の付着状況は a～ gと 6種類に分類され、 a23点、b42点、 c21点、 d3点、

e3点、 f8点、g9点を数える。これら6種の本来の木質付着形状は、木質が釘に直交して付着す
る a、 頭部から2 cm程度直交して付着しそれより下は平行する b、 直行するものが 90° 角度を変え

て付着する fの 3種類であったと考えられる。これ以外は (c)・ doeohが a、 c・ g・ hが b、
(e)・ hが fに属する可能性が高い。 bは木目の方向が変わることから、方形の棺の側板の接続に使

用した可能性が高い。釘頭部に付着している直交する木質は、ほとんどが幅 2 cm程度で、これにより

棺に使用した板の厚さが推定される。これに対して aは木目が変わらず、fは材自体の角度が変わる。

上蓋や底板、または補強材の打ち込みなどに使用した場合このように木質が付着する可能性が考えら

れるが、出上位置・層位との関係などもあわせて、詳細を調べることができなかった。

(棺 〉上述のとおりすべての墓壊内から釘が出土しており、釘には木片が付着していること、その本

質の目の方向などから方形木棺の使用が想定される。横臥屈葬には長方形の棺が想定され、釘の出土

位置から推定した規模は、80× 45 cm前後が多い。12号墓壊は釘からは復元できないものの、人骨の

残存状態が良く、この範囲と他のものとの規模はほぼ同じである。座葬も、人骨を方形に囲むように

釘が出土していることから (4・ 15号墓壊)棉ではなく、板を四角く組み合わせた棺を用いたよう

である。釘から規模が把握しえたものは4号墓壊 (幼児埋葬)のみで、一辺が 25 cm程度の正方形の

構に納められていた。このほかは人骨の出土状況から推定すると一辺がおおむね 35～ 40 cm前後に収

まる。棺の高さは、埋土の堆積状況から上蓋の崩落が想定されるため、本来の状態は不明であるが、

残存する人骨から計測すると座葬の場合、一辺の長さがほぼ等しく立方体となる。棺の規模、埋葬姿

勢もあわせて考えると、棺内に遺体を押し込むように埋葬したものと推定される。前述の通り横臥屈

葬の場合男性が側臥姿勢であることは、性差というよりも、棺内に遺体を収める際に側臥のほうがよ

り体を折り曲げて縮めることが可能で、体の大きい人物 (主に男性)がこの姿勢をとったのではない

かと思われる。また、椎骨を基準とした埋葬方位にややばらつきが見られるのも、これに起因するの

かもしれない。

(重複関係〉検出時の平面形、断面埋土堆積状況及び人骨の残存状況から判断される新旧関係は次の

通りである (旧→新 )。 14号墓媛… 11号墓竣→ 1号墓媛、 3号墓壊 ?→ 2号墓墳→ 4号墓墳、 3号

墓壊→ 5号墓壊、 6号墓墳← 7号墓墳→ 8号墓墳、10号墓娠→ 9号墓媛、13・ 16号墓娠→ 12・ 15号

墓媛である。

〈遺物出土状況〉各遺構出土の遺物は下表の通りである (第 16表 )。 遺物は種類ごとに副葬位置があ

る程度決まっていたようにみうけられる。キセルは横臥屈葬では頭部～肩部の左右どちらかに置かれ、

吸い口が頭部側となる例が多い。座葬では遺体の片側に立てかけていたようであるが、雁首・吸口の

上下はどちらも確認された。鉄製品は2号墓壊では頭部と脚部、 3号墓媛では脚部に見られるが、そ

の他は不明なものが多い。銭貨は、いずれの埋葬姿勢においても脚部付近に置かれており、座葬であ

る4号・15号墓壊内では、両脚部の問から出土している。

〈出土遺物・陶磁器〉墓墳内より陶磁器の出土は3基、 5点 と少ない。このうち、はっきりと遺構に

伴うと判断されるのは 12号墓壊の頭骨付近から出土した美濃産の小碗 (94)の みで、19世紀以降に

位置づけられる。

く出土遺物 。キセル〉4号・ 9号 。10号墓壊を除く13基の墓壊内より出上した。このうち 14号墓壊
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で吸口が 2点、16号墓墳では雁首のみの出土となるが、これ以外は一対となるためおおむね各遺構

に伴うものと判断したい。キセルの出上していない 3基のうち4号墓崚は幼児墓であり、性別を問わ

ず成人墓には副葬されていた確立が高い。これらを形態別に分けると以下のように分類される (古泉

1987の分類による。 I～Ⅲ期は該当遺物がないため省略)。

Ⅳ.河骨形。補強帯は消失する。(18世紀前半)

V.脂返しの湾曲が小さくなる。(18世紀後半)
Ⅵ.火皿は極端に小型化し、逆台形を呈する。脂返しの湾曲はほとんど消失し火皿下に首部が直角

に接続する。(19世紀以降)

Ⅳ～V期が 1号・2号 。3号 。5号・7号墓娠、V期が 8号 。11号 。13号 。16号、Ⅵ期が 6号 。12号・

16号墓墳に該当する。

(出土遺物 。その他の金属製品〉鉄製品は火打ち金が 3点 と最も多く、 2号 (4号),6号 。15号墓

壊より出土した。 2号墓墳ではこのほか鋏・毛抜きが伴う。これ以外、 3号・ 5号墓媛からも鉄製品

が出土しており、12号墓壊人骨は髪飾り (警・第)をつけていた。

(出土遺物・銭貨〉16基中 13基の墓壊より出土した (3,14・ 16号墓娠を除く)。 銅銭は合計 74枚、

内訳は照寧元賓 (初鋳 1068年 )1枚、古寛永 15枚、文銭 3枚、新寛永 50枚、寛永通宝銭種不明 2枚、
一銭 3枚である。また第 15表備考欄には参考資料として鋳所を記述した (日 本銀行調査局 1974)。

鉄銭は錆びて癒着しているため、枚数が確認できなかったものが多いが、60枚程度、345.51g出 土

した。各墓媛内出土銭貨 (銭種)を見ていくと、古寛永または文銭のみで構成される遺構はなく、す

第16表 遺構別出土遺物一覧表

遺構名 陶磁器 土製品 キセル 金属製品 玉

銅銭

鉄 銭 その他
古寛永 文銭 新寛永

不明

その他
計

1号墓残 Ⅳ～V 6 1 1 ○

2号墓壊 Ⅳ～V 毛抜 き2 鋏 (火打ち金 ) (1) (1) 3 3 (+2)

3号墓坂 Ⅳ～V 棒状  板状

4号墓壊 (2) (1 ?) 6(13) 6(+16)

5号墓壊 Ⅳ～V リング状 板状 3 6 I ○

6号墓壊 ○ 2 Ⅵ 火打ち金 2 3 5
○
(4文銭)

火打ち石

7号墓城 Ⅳ～V ○

8号墓城 V (O)

9号墓壊 2 6

10号墓壊

H号墓壊 V 2 1? 1 ○

12号墓猿 ○ Ⅵ 警 年 2 I 3

13号墓装 ○ V 1 3 ○

14号墓壊 吸日のみ

15号墓壊 Ⅵ 火打 ち金 (3) 5(7) 3 8(10) 火打ち石 籾殻

16号墓嫉 V
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Ⅳ 長根 I遺跡

べて新寛永もしくは鉄銭を伴う。各遺構出土枚数は、 6枚なのが 4号 。9号墓媛のみでかなりばらつ

きがみられる。重複が激しく、しかも出土位置・層位を把握しきれなかったために埋葬時に伴うもの

を厳密に抽出できていない可能性があるが、 4～ 5枚が 1号 。2号 。11号、 8枚が 15号、鉄銭を含

むものは合計枚数 10枚を超える遺構が多い。

以下各遺構出土銭種により遺構の上限年代を求めたい。

A.新寛永 (1697年以降)-2号 ・3号・4号・9号墓墳
B.鉄一文銭 (1739年以降)-1号 ・ 5号・ 8号・H号・12号 。13号墓壊
C.鉄四文銭 (1860年以降)-6号墓娠
D。 一銭 (1882年以降)-15号墓墳
〈墓崚の年代〉上記の出土遺物及び遺構の重複状況から墓墳の上限年代を求めることができる。

1697年 (17世紀末葉)以降-2号 。3号 。4号・7号・ 9,10号墓壊
1739年 (18世紀中葉)以降-5号墓娠
18世紀後半以降-1号・ 8号・m号・13号 ,14号 。16号墓媛
19世紀以降-12号墓媛

1860年 (19世紀後半)以降-6号墓壊
1882年 (明治 15年)以降-15号墓壊
この中でも、17世紀末葉以降では3号 (?)→ 2号→ 4号墓壊、10→ 9号墓娠、18世紀後半以降

では 11号→ 1・ 14号墓壊とそれぞれ重複がみられ、ある程度の時期幅が存在すると思われる。これ

らの墓壊の下限年代は、所有者が近隣の寺に墓地を設けた明治 27年に以前に求められる。

〈墓墳の変遷〉 墓墳の上限年代および重複関係をみていくと、古い時期の墓娠は長方形の掘方を持つ

横臥屈葬、新しいものは正方形の掘方を持つ座葬が多い傾向がある。しかし、これらある一定時期を

境にはっきりと分かれるものではなかった。これらの墓竣群は18～ 19世紀の間に少なくとも16基

が互いに重なり合つて構築されていた。墓娠群は 6.0× 3.8m、 わずか 23♂ほどの範囲に収められて

おり、墓域がかなり限定されていたことが窺える。
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付編 出土人骨について

国際医療福祉大学リハビリテーシヨン学部

奈良貴史

はじめに

2004年、岩手県花巻市長根 I遺跡の近世後半から近代初頭に属する土坑墓から複数の人骨が出土

した。人類学的研究調査をおこなわれず、人骨は発掘調査終了後に再埋葬された。しかし、出土した

人骨は、土を丁寧に落とされた後、遺構ごとに発掘担当者により写真撮影されていたので、本編は不

十分ながらも、これらの人骨の年齢・性別等を残された写真から推定するものである。

1号墓墳

写真は頭蓋正面観 (写真 1-1)、 側面観 (写真 1-2)、 上面観、底面観、下顎上面観 (写真 1-3)、 頚

椎 6個 と胸椎 2個の上面観 (写真 ■4)と 四肢骨の一部が存在する。年齢は下顎の第 3大臼歯がすで

に萌出完了していることから 18歳には達 していた。さらに写真で見る限 り、冠状縫合の外版の半分

以上は癒合していることと、頚椎の椎体には加齢的な骨増殖が見られないことから熟年程度と思われ

る。性別は乳様突起が比較的小さく、前頭結節が認められ、額が垂直に立ち上がることから女性と推

定される。

2号墓墳

写真は頭蓋上面観 (写真 1…5)、 側面観 (写真 1-6)、 底面観、下顎上面観 (写真 1-7)、 左右の寛骨

の後面観 (写真 Ⅲ8)と 頚椎 と指骨の一部が存在する。年齢は下顎の第 3大臼歯がすでに萌出完了し

ていることから 18歳には達 していた。さらに写真で見る限り、頭蓋 3主縫合の外版はいずれも癒合

していないことから壮年期前半と思われる。性別は乳様突起が比較的大きく、寛骨の大坐骨切痕の形

状から男性と推定される。

3号墓墳

写真は左側頭部の側面観 (写真 3-1)、 四肢骨と指骨の一部が存在する。年齢は上腕骨の近位の骨端

線が認められないことから成人段階には達していた。さらにラムダ縫合の外板の一部が癒合 している

ことから熟年以上と思われる。性別は乳様突起が比較的大きいことから男性と推定される。

4号墓墳

写真は頭蓋正面観 (写真 2-1)、 側面観 (写真 2-2)、 上面観 (写真 2-3)、 底面観、下顎上面観 (写

真 2-4)、 左右の鎖骨、18本の肋骨、H個の椎骨、左右の腸骨、恥骨、坐骨、主な四肢骨 と全身骨の

俯賊 (写真 2-5)が存在する。年齢は下顎の第 1大臼歯が萌出途中であることから5歳前後と推定さ

れる。この年齢段階の骨からの性別推定は困難であり、不明である。

5号墓壊

写真は頭蓋上面観 (写真 3-2)、 胸椎と腰椎の上面観 (写真 3-3)、 左右の寛骨 (写真 3-4)と 仙骨前・

後面観、肋骨と四肢骨の一部 (写真 3-5)が存在する。年齢は仙骨の横線が閉鎖していることから成
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Ⅳ 長根 I遺跡

人段階には達していた。さらに頭蓋 3主縫合のタト版はいずれも癒合していないことから壮年期前半と

思われる。年齢は寛骨の大坐骨切痕の形状が放物線を呈することから女性と推定される。前頭縫合が

認められる。左右の寛骨の耳状面前方に出産の際に生じるとされる溝、いわゆる出産痕が見られる。

腰椎の椎体に変形性脊椎症と思われる骨増殖が認められる。

6号墓媛 a

頭頂部の上面観の写真のみが存在する (写真 3-6)。 年齢は冠状・矢状縫合の外板において癒合 し始

めているので、成人段階に達していた。性別に関しては判断できる材料がなく不明である。

6号墓壊 b

写真は頭蓋正面観 (写真 3-7)、 側面観、上面観、底面観と下顎上面観 (写真 3-8)が存在する。年齢

は下顎の第 3大臼歯が萌出途中であることから 15歳以上と推定される。さらに写真で見る限り、頭

蓋 3主縫合の外版はいずれも癒合 していないことから壮年期前半までの 20歳前後 と思われる。性別

は眉間が隆起し、額が垂直に立ち上がらないことから男性的である。

6号墓墳 c

写真は頭蓋正面観 (写真牛1)、 側面観、上面観、底面観と下顎上面観 (写真 4-2)、 側面観、底面観、

6個の胸椎の上面観、左右の鎖骨と肋骨片、左右の寛骨の後面観と四肢骨の一部が存在する。年齢は

大腿骨の近位の骨端線が認められないことから成人段階には達していた。さらに写真で見る限り冠状・

矢状縫合の外板において半分程度癒合 しているので、熟年程度と思われる。前頭縫合が認められる。

性別は乳様突起が比較的小さく、額が垂直に立ち上がることから女性と推定される。第 1,2小 臼歯

以外のすべての歯が脱落し、歯槽が閉鎖 しており骨吸収が進んでいる。また、下顎右骨体臼歯部外側

面に直径 3cmに も及ぶ球状の骨増殖が認められる。

7号墓壊

写真は頭蓋上面観 (写真牛3)、 4個の歯冠の上面観と四肢骨の一部が存在する。年齢は冠状縫合の

外板において癒合 し始めているので、壮年以上の成人と思われる。性別に関しては判断できる材料が

なく不明である。

8号墓壊

写真は頭蓋上面観 (写真牛4)、 下顎の正中部と4本の歯冠と四肢骨の一部が存在する。年齢は小臼

歯の歯根が完成 していることから 15歳以上と推定される。性別に関しては判断できる材料がなく不

明である。

9号墓娠

写真は 3本の歯と頭蓋と四肢骨の 10破片が存在するだけである。現存する写真からは年齢・性別

の推定は困難である。

-153-
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11号墓墳

写真は右下顎対の体の一部と歯 5本 (写真 4-5)と 四肢骨の一部が存在する。年齢は下顎の第 2大

臼歯が萌出終了していることから 12歳以上と推定される。性別に関しては判断できる材料がなく不

明である。

12号墓渡

写真は頭蓋側面観 (写真 牛6)、 下顎上面観、7個の頚椎と 1個の胸椎の上面観 (写真 牛8)、 左右の

寛骨の後面観 (4-9)と 四肢骨の一部が存在する。年齢は下顎の左第 3大臼歯がすでに萌出完了して

いることから 18歳には達していた。さらに大臼歯の咬耗がそれほどでもないので壮年程度と思われ

る。性別は寛骨の大坐骨切痕の形状が放物線を呈することから女性と推定される。

13号墓娠

写真は頭蓋正面観 (写真 5-1)、側面観、上面観、底面観と下顎上面観 (写真 5-2)と 四肢骨の一部 (写

真 5-3)が存在する。年齢は大腿骨の近位の骨端線が認められないことから成人段階には達していた。

さらに冠状・矢状縫合の外板において癒合が認められず、壮年程度と思われる。性別は乳様突起が比

較的大きく、額が垂直に立ち上がらないことから男性と推定される。

14号墓壊

写真は頭蓋側面観 (写真 5-4)、 ■本の歯、環椎と四肢骨の一部が存在する。年齢は大腿骨の近位

の骨端線が認められないことから成人段階には達していた。さらにラムダ縫合の外板において癒合が

認められず、壮年程度と思われる。性別に関しては判断できる材料がなく不明である。

15号墓墳

写真は頭蓋正面観 (写真 5-5)、 側面観、上面観、底面観と下顎上面観 (写真 5-6)と 環椎、軸権 と

癒合した椎体 (写真 5-7)と 四肢骨の一部 (写真 5-8)が存在する。年齢は大腿骨の近位の骨端線が

認められないことから成人段階には達していた。さらに冠状縫合の外板がほとんど癒合しているうえ

に、下顎の左犬歯を除いてすべての歯が脱落し、歯槽が閉鎖していることと椎体に加齢性と思われる

骨増殖が見られることから老年と思われる。性別は乳様突起が比較的大きく、眉間が隆起し、額が垂

直に立ち上がらないことから男性と推定される。

16号墓崚

写真は 12本の歯と四肢骨の一部が存在する。年齢は上顎の歯冠が完成 していることから7歳以上

と思われるが、詳細は不明。性別に関しては判断できる材料がなく不明である。
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遺跡全景 (空中写真)

調査区全景 (西から)

写真図版 25 遺跡・調査区全景
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調査区全景 (東から) 調査前風景 (西から)

試掘 (南から) 検出 (南から)

基本層序 (北から)

写真図版 26 調査風景、基本層序
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柱穴列 (西から) 4主穴列 (】ヒから)
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墓墳群 検出状況 (南から) 墓壌群全景 (西から)

墓墳群全景 (南から)

写真図版 27 柱穴列・墓壊群
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:IⅢⅢII― | |:く
1号墓境断面 (南から)

!i‐   !i Ⅲllilr!

2号墓壌断面 (南から)

イ�

4号墓壊断面 (南から)

作業風景 (桐 ～15号墓壊付近・南から)

墓墳断面

コ

11号墓墳断面 (南から)

2・ 3・ 5号墓媛断面 (西から) 6号墓塘断面 (南から)

9。 10号墓墳断面 (西から)
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1号墓壊全景 (東から) I号墓墳出土人骨 (東から)

2～ 4号墓墳金景 (西から) 2～ 4号墓壊出土人骨 (南から)

2号墓壌出土人骨 (北から) 4号墓壊 出土人骨 (南東から)

3号墓壊出土人骨 (南西から)

写真図版 29 1～ 6号墓壊

2～ 6号墓境出土人骨 (北から)
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5号墓墳出土人骨 (北から)5～ 8号墓嬢全景 (北東から)

6号墓壊出土人骨 (北から) 6号墓嬢作業風景 (南から)

6号墓壌・遺物出土状況 (南から) 9号墓嬢全景 。出土人骨 (西から)

10号墓壌全景 (東から) 10号墓墳出土人骨 (北から)
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1。 11号墓嬢出土人骨 (南から) 11号墓壌出土人骨 (南から)

12～ 16号墓墳全景 (南から) 12～ 16号墓塘全景 (東から)

12号墓壌出土人骨頭部近景 (西から)

12号墓壌遺物出土状況 (南から) 12号墓塘遺物出土状況 (西から)

・11～ 16号墓墳写真図版 31 1
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7・ 8号墓境出土人骨 (南から) 11～ 16号墓壌作業風景 (南西から)

12・ 13号墓嬢出土人骨 (南から) 13号墓城出土人骨 (北から)

14・ 15号墓壌出土人骨 (西から) 15号墓壌出土人骨 (南東から)

16号墓壌出土人骨 (東から)
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写真図版 33 出土遺物(1)
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写真図版 35 出土遺物(3)
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写真図版 36 出土人骨(1)
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写真図版 37 出土人骨(2)
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写真図版 38 出土人骨(3)
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写真図版 39 出土人骨(4)
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写真図版 40 出土人骨(5)
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

高木古館遺跡 集落跡

城館跡

縄文時代

中世

竪穴住居跡   1棟
陥し穴状遺構  11基
竪穴状遺構   1棟
土抗     7基
曲輪     2カ 所
テラス状遺  2カ 所
犬走り    2カ 所
堀跡・溝跡   4条

縄文土器
弥生土器
土師器・須恵器
磁器

石器
金属製品 2(鏡・錫杖 )
古銭 2

長根 I遺跡 墓地跡 近世

時期不明

墓墳     16基
柱穴列    3列

近世陶磁器
土製人形
金属製品
玉

銭貨
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